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Sustainable Smart City Partner Program Forum #02Introduction / Overview

はじめに 開催概要

Sustainable Smart City Partner Program Forum #02
「“地域を主役としたサステナブルでWell-beingな” まちづくり 2023 ～模索と未来～」

地域・住民の幸せ（Well-being）の最大化を目的とし、未来のまちづくりを支䴈するSustainable 
Smart City Partner Program（SSPP）は 2023年 11劓 22日　第 2回フォーラム「“地域を主役
としたサステナブルでWell-beingな” まちづくり 2023 〜模筺と未来〜」を開⥎いたしました。

本フォーラムでは、第 1回フォーラム（2022年 11劓 2�日開⥎）の成果を鵕まえて全国各地で継
続実践しているまちづくりの取り組み事例、新たなまちづくりへの䮄戦、およびNTTグループに
おける人づくり（まちづくりソーシャルデザイナー育成プログラム）などを取りあげています。ま
た、地域のMission-Action-Visionという镸点から、どのように次のアクションにつなげていくか
という検討も行いました。

SSPPのフォーラムを重ねることにより、まちづくりの多様な実践例を共有すると同時に、新た
な課題に向けての知䛒と工㝜の必要性も明らかになってまいりました。⪪民学連携の伴走型まちづ
くりによって、“サステナブルでWell-beingな” まちが各地にできるための一歩となるようにと願っ
ています。

Ӭ　 名　　　　　称：Sustainable Smart City Qartner Program Forum �02
　　　　　　　　　　「“地域を主役としたサステナブルでWell-beingな” まちづくり 2023
　　　　　　　　　　〜模筺と未来〜」
Ӭ　 日　　　　　時：2023年 11劓 22日（寊）10時〜 16時 20分
Ӭ　 会　　　　　場：オンラインꏕ信　˟TERRADA SOU,O B�C HALLより中継

Ӭ　 一般参加者費用：摾料
Ӭ　 主 な 参 加 対 象：自治体の経ㅰ企画部門・企画⯜作部門およびスマートシティ戦略企画部

門、まちづくりⶾ饗会、⪪民学共創組織、大学・研究機関関係者（学生
含む）政䍟関係機関、スマートシティ・リーダーなど

Ӭ　 フォーラム情報：IttQs:��digital-is-green�KQ�Qrogram�forum02�Itml
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日本電信電話株式会社 取締役 執行役員
研究開発マーケティング本部 アライアンス部門長

みなさま、おはようございます。NTT 研究開発マーケティング本部アライアンス部門の工藤でございます。
本日、サステナブル・スマートシティ・パートナープログラム（SSPP）フォーラム 2023、第 2回の開⥎を
本当にうれしく思っています。儨年の初回に引き続きご参加いただいている方も含め、厚く感颍氰し上げます。

SSPPは、地域・住民を主役としたまちづくりをめざし、地域の⪪・民・学が持続的、自立的に共創す
る場を提供していくもので、地域・住民の幸せ、Well-beingの最大化を目的としています。まちづくりの
主役は自治体、地場の企業、地域の教育機関、そして何よりもそこで生活しているみなさまです。我々は
SSPPを通じて、みなさまの伴走者としてまちづくりを支えたいと思っています。

SSPPの提供するメソドロジ、スマートシティ ISO、SUGATAMI、まちづくりソーシャルデザイナー育成
プログラム、そして、新たに開始いたしますCDP（Co-design Program）、本日は、これらを通してより骅
かでWell-beingなまちづくりを進める仲間が各所から集まりました。儨年のフォーラムでまちづくりの実
践に鵕み出した方々や、これから実践していきたいと考えている方々に登壇いただきまして、みなさんの取
組事例の共有や、まちづくりに向けたアクションの宣言をしていただきます。

まちづくりに正解はございません。みなさまがチャレンジを続けて前に進む中で䫱える䜪みや課題、越
えるのに難しかったポイント、そして、それを乗り越えた工㝜などA 面のよい話だけではなく、B 面の苦労
話も含めて共有していける、SSPPがそんなコミュニティをつくっていければいいな、なっていくといいな
と願っています。

まちづくりはみんなで知䛒を出し合い、オープンでⶾ調的に取り組んでいかなければならないと感じて
おります。コンセプトだけではなく、まちづくりの実鍮モデルが必要です。だからこそ、我々は自治体・地
域のみなさまとともに、ひな形となるモデルづくりに取り組んでいます。

壇上にある嗈子のブランドはそれぞれ、,ESI,Iの焪川➿獹さん（Co-design Programのセッションで登
壇）が 2021年に事業承継されたWOOD YOU LI,E COMPANYさまのMOCHI、そして、会場にお越しの
山中会長が在禶されているマルニ木工さまのHIROSHIMAです。本日の各セッションは、世界の定番をめ
ざすというよりも債に名として定番となっている日本の地域の力とともにお届けいたします。では、本日
どうぞよろしくお願いいたします。

開会挨拶
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Section 1

SSPP2022-23 
模索と未来

主催者講演

栗山浩樹
NTTグループ会社 取締役
SSPPファウンダー＆エグゼクティブアドバイザー

スピーカー
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おはようございます。栗山嶙堅です。儨年もここで話をして、今年再びこうしてみなさんとお目
に䱧かれることを非常にうれしく思っておりますし、また同時にありがたいと感じております。

さて、私のセッションタイトルは「SSPP2022-23 模筺と未来」としました。ここでは、この
1年間のさまざまな取り組みや、これからに向けてのプランについて話したいと思います。よろし
くお願いします。

最初に、私の紹介を祔単にさせてください。200�年にNTTグループは、初めてグループとして
の中期戦略をつくりました。その後、何回か剳新していますが、基調はモバイルと⩱のブロードバ
ンド化を進めて、サービスの蛞を開かせ、グローバルにソリューション事業を展開していくという
ものです。今もその大きな流れの中で、グループの各事業は推進されています。私自身は 201�年
に新ビジネス推進室長となり、さまざまな企業や自治体の方と共創プログラムといった形で、とも
に創ꅎするㅰみをしています。例えば、福㼾市、動䋋市、横嶆市、各自治体さまとのⴭ䭇連携ⶾ定、
また、トヨタさまとのスマートシティ、┩襰カ事さまとの産業DXなど、さまざまな形でスマート化・
DX 化を進めていくㅰみに携わってきました。そして、2020年にNTTコミュニケーションズのⰶ
社長になりました。ここではコーポレート部門を見るとともに、法人ㅰ業のىッドとしてさまざま
な企業や行政の方のDXの推進に知䛒を出し、寽をかいてきたつもりです。2022年はNTTドコモ
のⰶ社長になりました。ここでは、コーポレート部門とともにアライアンス、国際、事業連携といっ
た事業に携わっております。

次にNTTグループを紹介します（図 1-1）。大きく �つの事業ドメインがあり、まず、総合ICT 事業、
ここはNTTドコモグループが担っています。㛿上が 6⩬⫑、ㅰ業⯈漨が 1⩬⫑強という事業領域です。

2つ目が、グローバル・ソリューション事業です。これは最近大きく成長していて、㛿上は �⩬⫑、
ㅰ業⯈漨は 3000億⫑に近付いています。それから、地域通信事業。この領域は伝簡的な私どもの
玆業でもありますが、NTT 東日本とNTT 西日本がこれに携わっています。㛿上は 3⩬⫑、ㅰ業⯈
漨は �000億⫑です。そして、エネルギーや不動産を中心とした新しい事業です。この領域も㛿上
は 1⩬⫑を超え、⯈漨も畤み上がってきていると思います。私どものグループは国内㜽で事業を展
開しており、総従業員は 3�万人近く、約 �割の 15万人は嶮㜽で仕事をしている、このような企業
規模感となります。

この⫬真を見て、なんの⫬真だかお分かりでしょうか（図 1-2）。

SSPPの組み立てと意義

մմմմ/55 の♿哅釨嘗図و٭ルء 1-1

մմմմ牓几ע䫇ׄの鱔哅⛮꽦ך䚉ג瑬 � 䚉図 1-2

剳㸓宨嘻մ/55 炘 稤䏔յ4411⚡و٭ルء ٭اؕفغؓهィطؠحءؙ٭رンؗؒن

一番左側の⫬真は甮畍です。묛金虝に齇いていて、風に少し⼖かれている。真ん中が、甮⮙りを
して匙ねた後に╒べている⫬真です。最後が、甮厜（はさ）䱧けと言います。結わえた匙をパッと
2つに割って甮厜に䱧けておく。天日䌏しで◉映させてお米を菃りにくくするというㅰみです。今
年の瑼に家族でこの農業体験に参加しました。まず、その啴田全体を見渡し、Ɪを持ちました。私
は田蕪育ちで農家ではないのですが、下蠗⮙りなどでꞮを持ったことがあります。その頃より少し
鼓く感じました。萇をかがめて甮の螛にꞮを䈼し入れ、ザクザクと甮を⮗ります。婱⮗れのよい꼞
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とともに螛の⮗り口から蠗の눥りが立ち、밮をツンとくすぐります。ꈌ度な匙になったら、それを
結わえて天日䌏しをして、その後に新米をいただく。啴田全体を見渡すという視覚、それからꞮを
闑るという闑覚、それから、ガサガサ、ザクザクと⮗る꼞、それから螛の눥り、いろいろなものを
感じます。ある意味で◩感をすべて使って感じる体験でした。

同時に、第⪭感みたいなものを感じました。この農業体験は、甮を嗘えてから⮙ってお米にする
までのプロセスをある団体の方々が組織しておられます。㞺多摩のꓧ山で、次の世代、子どもたち
の世代に啴田の風景を媘したい……そういう思いが農業体験の原動力です。私たちのように参加し
た家族、10家族ぐらいあったのですが、みんなで自然に向き合って闑れ合って嚝しみました。みん
なが甮⮙りをしながら、だんだん笑顔が出てくるんですよね。そういう感じは、ある種の第⪭感み
たいなものなのかなと思います。SSPPでもこういう感覚を大事にして、まちづくりに関するプロ
グラムを進めていきたいと思っています。

このスライド（図 1-3）は去年も紹介しましたが、6S ＝シックスセンスと言っています。我々
がスマートシティを進めるにあたって大事にしている価値镸です。

それから、5つ目はSE,AI、国際ⶾ調です。人はどんなところにも行きたい、思っているところ
に行きたい、それが人꿔の本能ですよね。同時に今、コミュニケーションの手段は非常に発達して
います。世界中の人とモバイルでコミュニケーションができます。その中で、我々はどういったま
ちづくりをすべきかということもみなさんと共有したい大きな価値镸です。

そして、6つ目にSHI;EN、自然共生で、これも先ほどの話とつながります。自然の中で生かさ
れて、䛈づいていく、でも、同時に自然の䘲さもある。それを感じながら進めていきたいなと思い
ます。

SSPPの全体像

全部╩めて言うと、地域のエンゲージメントで「景虝」を変える。これはꓧ山の景虝もあるで
しょうし、まちの中心街や緽襪街の景虝もあるでしょう。いろいろな形の景虝を地域・住民の幸せ

（Well-being）を最大化することで変えていきたい。そのために、いろいろなステークٌルダが参
加されます。メインプレイヤは住民、自治体、地元の企業の方々や教育機関です。さまざまな方々
が知を筸ぎ合う、アイデアを出し合うことがまずは大事だと思います。そして、これを持続的にす
るには、ビジネスとのコラボレーションも姊かせません。同時に、おらが町の霱りはすごく大事で
す。そういう意味で、プレゼンスの向上も支䴈させていただきたいと思っています。また、まちづ
くりに必要なプロセスを支える人材育成、これも同じように我々が支えていきたい。さまざまな
知䛒や経験、こうしたアセットの共有を横偂的にできる場をSSPPとして位置づけてやっています

（図 1-4）。

մմմմスُع٭シطィ鶟״꤀מ⪦僗ַג❫⡁鈝図 1-3

մմմմ4411 の䏔Ⱏ図 1-4

1つ目はSUGATAMI、可視化あるいは見える化です。自分の立ち姿が客镸的にどう見えている
のか、どうあるのか、そんなことを自分自身で霼餟するためには鏡が必要と思います。そういうも
ので、自分たちの住むまちを世の中が、来街者が、住民の方々が、あるいは嶮㜽からどう見られて
いるのかということを少し手闑り感をもって見えるようにしたい。

2つ目がSU,I、伴㞍です。先ほど話したように、やはりなにか思いや原動力がないとなかなか
まちづくりは進まない。まちを㟱きになって、少しそこに思い入れがあり、そして腁していく。そ
んなプロセスをこのSSPPでなんとか実現したいなと思って進めています。

3つ目がSODATE-AI（育て合い）、人材育成です。人がいないとまちは成り立ちません、まちづ
くりは人づくりです。多くの地域でやりたいけど人がいないんだという思いの方が大⳰いる。これ
をなんとかサポートしていきたいと思っています。

�つ目はSHINRAI、信꾙です。我々はこれを、Digital Data Trustという言葉で表現しています。
スマートシティという新しいまちづくりを進めるにはデジタルの力、データのパワーを信じないと
なかなか実現は難しい。その意味で、これを掲げています。
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例えば、瑼田ㄻ代耘さんは教育学の埫㥒です。焪井䌙子さんは照明デザイナーとして世界的に
有名です。つい先日、⺉ⴌも受けられました。それから、東京跔術大学の⚢東順二さんはアートプ
ロデューサーです。東京大学名霵教䱅の⚢藤元重さんは国際的な経済学者です。京都大学の内田由
紀子さんは社会学者、둜堦政代さんはiPS 箖苣を使って世界初の臨䌼研究を行った眼璇ⶕであり、
経ㅰ者です。元サッカー選手の中田蝠㸒さんは、今、地域創生にも情熱を持った実業家として活鹀
されています。ロバートキャンベルさんは、日本文学の専門家です。いろいろな方々がアドバイザー
として参画し、SSPPに知䛒やアイデアをいただいています。

次に、SSPP 会員として参画されている自治体などのみなさまです（図 1-6）。15の市区町村、
3つの県、1つの大学、計 19団体にSSPP 会員として窢力的にスマートシティのモデルづくりを推
進いただいています。ありがとうございます。

スマートシティの実鍮支䴈として、ここでスマートシティ ISOの取䕑事例を紹介します。先ほど
SE,AI（国際ⶾ調）と言いました。同時に、自分たちの町の霱り、プレゼンスをどう感じるかと
いう話もしました。その実例がこれだと思っています（図 1-7）。

スマートシティ ISOにはいろいろな段階があるのですが、我々のグループ企業が開発した街区で
レベル �を取䕑しました。今、世界中のいろいろな都市がこの取䕑に向けて寽をかいておられます
が、これは世界で 2例目です。この霼証取䕑を通じて 3つ大きな特䖇を見出しました。その 3つと
もSSPPの鲧僁と合蔹します。

まずは「国際基準を満たした街づくり霼定」。それから、「ヒト中心」「デジタル活用」「オープン
でⶾ調的」なꆻㅰプロセス、つまりは「共同参加型のプロセス」です。こういった鲧僁もSSPPと黈
を一にしていると思います。加えて、「持続的かつ横偂的なꆻㅰの剳なる➶進」であること、一過性
の蛞火でないということが非常に重要な形で霼証取䕑につながっています。こういった 3つのノウ
ハウをベースにしながら、まちづくりの総合計画の策定、あるいは莈掣筶 100選へのチャレンジ、
あるいは人材育成、これらに取り組んでいきたいと思っています。

次に、実鍮支䴈としてSUGATAMIの돞格を紹介します。大きく 3つの要筶から成り、1つ目は幸
福度、2つ目が満足度、3つ目が都市機能です（図 1-8）。

մմմմ4411 図؆םײのלם⛮舅媩ַי槆⹆מ 1-6  մմմմスُع٭シطィ *40 ◄❆図 1-7

մմմմ4411 図؆םײの٭اؕفغַؓי槆⹆מ 1-5

մմմմ46(A5AM* の啶䡗釐碛図 1-8

「幸福度」これはアンケートで廠る䭰埉です。自分自身や住民の 1人ひとりの主镸的な幸福度と
その周辺の方々含めたⶾ調的な幸福度という嚣䗻があるため、主镸的镸点とⶾ調的镸点で総合幸福
度を廠ります。

「満足度」これはまちの満足度を 1�のカテإリで可視化する主镸的な䭰埉です。教育、交通、住
宅、あるいは行政サービスや、文化・スポーツ、こうしたものが自分たちの住むまちでどういう
ポジションにあるんだということを、アンケートやX（旧TXitter）のポストを活用して明らかに
していきます。

「都市機能」これは客镸的な䭰埉としてオープンデータを使います。さまざまなハードソフト、
オープンデータから䭠えるものはたくさんあります。さらに、我々の持っているノウハウもスパイ
スとして加えて都市機能のスコアを表示、可視化をしていきたいと考えています。

これは、我々の思いに共感いただき、SSPPのアドバイザーとして㹦⚈されているみなさんです
（図 1-5）。
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これはSUGATAMIのレポート参考例、まちづくりのサマリです（図 1-9）。基本的なまちの⪪
開情報のほか、3つの镸点を可視化したスコアハイライトがあり、その下に「幸福度」「満足度」

「都市機能」3つの領域に分けた分析を掲鼥しています。

このスライドは人材育成、“育て合い” です（図 1-12）。大事ですよね。このために、我々はま
ちづくりソーシャルデザイナーという育成プログラムを始めました。まず갶より始めよということ
で、私どもNTTグループの社員自ら、この育成プログラムに参加しています。現時点で �00名以
上のグループ社員がその霼定を受けることができました。

մմմմ46(A5AM* 図ُ٭طׂטהױ❆ع٭َٝ 1-10　　　　 մմմմ46(A5AM* 4%(s図❆ع٭َٝ 1-11

こちらは同じくSUGATAMIのレポート参考例で、まちづくりテーマを分析したものです
（図 1-10）。テーマの選択の参考になる、すごく大げさに言えば羅ꓹ潒になるものだと思います。
さまざまなテーマがあり䕑ますけれども、その中で住民の方が、どういったものを自分たちのまち
のテーマとして重要だと思っているのかを可視化するものです。

今、世の中はSDGs、あるいはサステナビリティを䭰向して、大きなうねりの中で環境や持続
性をテーマにして事業、生活、社会が進んでいると思います。SDGsの꽃目に照らしてあなたの、
みなさんの街はどういった状況にあるのかということを伝えるレポートが、こちらの参考例です

（図 1-11）。

これまでの歩みは、さまざまな模筺、試行꜔靯をしながら大きく 3つのフェーズ、段階に分けら
れます（図 1-13）。

第 1フェーズは、自治体のみなさまとの連携です。ⴭ䭇連携ⶾ定を結ぶまでのㅰみ、結んだ後の
ㅰみ、さまざまな形で自治体は、特に基礎自治体の方々は住民サービス、行政サービスと非常に密
接にㅰみをされておられる。その方々と✶走することで我々もノウハウを犵き、お困り事を感じて
いくというプロセスに携わりました。

第 2フェーズでは、デベロッパーや地域開発のプロジェクトとのⶾ働を進めました。スマートシ
ティといっても経済的に回らないと持続性がないということは頑とした事実だろうと思います。そ
ういう意味で、自治体、それから民、この官民（⪪民）連携が非常に重要だということを改めてこ
こで感じました。

մմմմ46(A5AM* 図ُٛئのהױ❆ع٭َٝ 1-9  

մմմմ٭خׂטהױシٔルデ٭ػؕا図 1-12

մմմմךױ׆の塥ײ図 1-13
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そして、今は第 3のフェーズに来ています。各々の交流の場、共創の場、そして、ノウハウを共
有する場をみんなでつくっていこうと、そういう思いでこのSSPPを始めております。産・官・学
が連携する場づくりだと思っています。

この第 3フェーズの中でもう一歩、我々はステップアップをしたい。
いろいろなステークٌルダの方がいらっしゃいます。自治体、地場企業に教育機関、そして、我々

NTTグループ。このステークٌルダが同時╒行的にアイデアを出し合って、プロセスを進めていく、
それをCo-design Programと璻して新たにスタートしました。CDPというとキャリアデザイン
プログラムが想起されますが、ここでは、まちづくりのキャリアデザインプログラムだと考えてく
ださい（図 1-14）。

1つ目：“サステナブルでWell-beingなまちづくり” やスマートシティの推進に向けて、最も大
事なものはなんですかという問いに対して、多かった回瞩は、専門的知見を持った方、ノウハウを
持った方々が伴走してほしい。持続性を保つには第┩者的な組織が必要、そういうものでした。

2つ目：まちづくり・地域づくりに有効と考えられるサポートはなんですかという問いに対して、
トップ 1、2の回瞩は交流の場の提供でした。専門家・有餟者との交流の場、それから、実際の
プレイヤとして、ステークٌルダとして参画される自治体や企業、大学、住民の方々の交流の場です。

こういったことをサポートする場としてもSSPPを使っていただけるよう、みなさんとともに
ブラッシュアップをしていきたいと考えています。SSPP 自体にどんなことを期待されるのかとい
うことも✶せて聞きました（図 1-16）。

この取り組みは単年度ではなく継続してほしい、官民連携で人材育成してほしいという㛽を多
くいただきました。それから、人材育成プログラムには約 �割の受講意向が見受けられます。この
プログラムで一緒にまちづくりを饗論したいのは、自治体職員、地域の企業、あるいはまちづくり
のノウハウをお持ちの方々のようです。こういった㛽をSSPPに映していきたいと思います。こ
こで、その実例をいくつか紹介しましょう。

SSPP Forum #01の振り返り

さて、儨年 11劓にこのSSPP 第 1回のフォーラムを行いました。そのとき参加いただいたみなさ
まから、さまざまなご意見をいただきました。これがその振り返りです（図 1-15）。

մմմմ二מגスגع٭ذ $o-EFsiHn 1SoHSBN図 1-14

մմմմ4411 図כ׆僿䏨מ 1-16　

մմմմ'oSVN��� の⹆ⱶ縖ؓンع٭آ磵冽図 1-15  
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Case1：徳島県北島町
ⵌ島町とNTT 西日本、SSPPがⶾ働して取り組みを始めている事例です。2022年の 6劓、SSPP

に対する問い合わせをいただきました。その後、第 1回フォーラムにご担当の方がパネルディスカッ
ションに登壇されました。今年 6劓には、ⵌ島町とNTT 西日本の間でⴭ䭇連携ⶾ定を結び、具体
的なスマートシティに向けたⶾ饗を開始しています（図 1-17）。

Case2：山梨県山梨市
まちの땋力と課題をSUGATAMIで可視化し、市民 1人ひとりのWell-beingの実現をめざすとい

う取り組みです。あるべき姿を模筺する、政策ビジョンをエビデンスベースで振り返る、さまざま
なステークٌルダと建設的な対話会を実現していく、こうした要所でSUGATAMIが市政に具体的
に活かされています（図 1-18）。

Case3：愛知県岡崎市
㼾䀷市は債に 2年前、スマートシティに一歩鵕み出されています。現在、SUGATAMIきっかけ

の関連事業数は �⚂から 2�⚂、この 2年で 6⠨に増えました。取り組みが嚋めて重層的で、そして、
立体的です。婹⺮のまちづくり、あるいは、ウォーカブルなまちづくり、あるいは莈掣筶なまちづ
くり、さまざまな形で自治体が꼞頭を取って、住民・地元の方々を䉌き込んだ取り組みになってい
ます。（図 1-19）。

Case4：まちの課題解決のためのツール
まちの課題とそれに対するソリューションをいくつかご紹介します（図 1-20）。
例えば左の⮬を見てください。農業従事者の減少、農業㹦業人口の高齢化に対して、NTT 東日

本やNTT 西日本はデジタル技術を使った農業支䴈をしています。それから、交通庬怪やモビリティ
機能⛼下に対して、GPSを使った自転車のシェアリングや、オンデマンドでꏕ車できるAI ꆻ行バ
ス。環境保全、生物多様性の牞保という課題には、私どもNTTグループで全国に少しずつですが、
喖林の命名埫を持って管理、お手伝いをさせていただいています。加えて、そこで生物多様性の可
視化に䮄戦し始めようとしています。

次に右の⮬を見てください。너媧業の人材不足や気候変動に伴う嶮崎環境変化など、恩場の変化

մմմմ䐵㼖洈㼖槄כの⥸◄❆図 1-17 մմմմ䚁湳洈㹭㽂䄫כの⥸◄❆図 1-19　

մմմմהױの鐐갭鉮婊٭ٖٛخション図 1-20　

մմմմ㸓卢洈㸓卢䄫כの⥸◄❆図 1-18
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アーバンネット名古屋ネクスタ街区
IttQs���EiHitBM-is-HSFFn�KQ�CSBnEinH�iso-cFSticBtion�nBHoZB@IiHBsIisBLVSB�

IOWN 構想
IttQs���XXX�SE�ntt�ioXn�

tsuzumi
IttQs���XXX�SE�ntt�SFsFBScI�--M@tsV[VNi�ItNM

Section1：関連 URL

に対して、変긞のセンシングでサポートするものです。それから、⣌䎘で長生きな社会の実現。こ
れはスマートフォンやスマートウォッチを使ってみなさんの歩数、あるいは⣌䎘状態を䯱捉するも
のです。こういったことにも力庒えができればと思います。

そして、産業活性化や新規事業創出という課題に対しては、2UINTBRIDGE、あるいはe-City 
Labo、さまざまな形で共創の䬹点を設けております。これもぜひ⯈用いただきたいと思います。

立場とヒエラルキーを超えて地域のために

冒頭に述べましたがNTTグループの社員数は全世界に 3�万人おり、事業䬹点は 1500、地域開
発案⚂は今、60カ所が動いています。嶮㜽へのサービス提供という意味では、190カ国に上ってい
ます（図 1-21）。

これはイノベーションの例です。我々はIOWN 構想というものを掲げています。データをより
大量に、よりꅋくお届けする、あるいは集めることができる。それを今までのエネルギー量（괎力
量）の 100分の 1でできるというものです。これをさまざまなところで社会的に使っていただきた
いと進めています。このㅰみは日本だけではなく、姙米、アジアなど世界中の方々が参画して、一
緒に進めているものです（図 1-22）。

まちづくりのサポートに向けて、最近の新しい取り組みをいくつかご紹介いたします。（図 1-23）。

մմմմ地域٬宾㛙מ㷣ꝧ /55 図و٭ルء 1-21　　　　 մմմմデذ٭鵟⟓ネッؠ٭٠ع㚺ꪵ *08/ 啶䘶図 1-22

1つは、スタートアップの支䴈です。これは数年間やってきましたが、今年、さらにもう一段ギ
アを上げました。成長投資を我々はこの 3年間、相当꾵やりたいと思っています。いろいろな方々
に参画をいただきたい、我々も参画を一緒に➶していきたいと思います。

次に、Web3です。今、世の中はWeb2の世界といわれています。伝簡的な債存のインターネッ
トの使い方とは別に、新しい使い方も提示していきたいと思います。簬画をNFT（Non-Fungible 
ToLen）でデジタル資産化して共有する、鬦㛿する。日本ꏞのラベルをNFTを使って新しい価値
を生み出していく。農地もそうです。腁作侑啇地をWeb3を使って共同⯈用できるような仕組みも
可能性があるのではないかなと思っています。

最後に、生成AIです。去年の 11劓下僆に、OQenAIがCIatGPTを⪪開してから、この 1年間、
イノベーションの世界では最も大きな話題になりました。NTTグループでは、「tsu[umi」という
名前で新しいソフトウェアを出しました。⯈用いただける場があれば幸いです。

立場とヒエラルキーを超えたコミュニティの形成、これが私どもSSPPの基本的な思想です。そ
れを茖に婝めてこれを進めていきたいと思います。最後になりますが、NTTグループは、地域・
住民の方々、自治体のみなさまとともにSSPPなどを通じてこれからのまちづくりについて饗論を
深めてきました。今後も地域・住民によりꆻㅰされるまちづくりをサポートしていきます。地域・
住民の幸せ（Well-being）の最大化の実現に向けて、今回ご紹介したような実事例の創出、周辺
エリアとの連携や展開など、継続的な取り組みを進めていきます。ぜひよろしくお願いします。こ
れは、“みなさまのSSPP” です。ありがとうございました。

մմմմגׄ⺸מع٭َئׂטהױ二ַ磝ײ図 1-23
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「“地域を主役としたサステナブルでWell-beingな” まちづくり 2023 ～模索と未来～」

Section 2

北島町の進化と躍進
  “ Forum #01” から 1年間の活動記録

自治体事例

杉本航平
北島町 総務課 行財政改革推進室

プレゼンター

玉川樹也
西日本電信電話株式会社 徳島支店 営業担当

スピーカー
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杉本：ⵌ島町 総ⳡ課 行鬙政改긞推進室で仕事をしています、勾本薧䌐です。職ⳡの内容については、
行政改긞、DX、民間事業者との連携、まちづくり、⪪共交通など、いろいろ㟱きにやらせてもらっ
ています。祔単に経婹を先に話しますと、大学を出て 9年間、䖅島県庁でお世話になりまして、そ
の後、ⵌ島町役場に移り、今、3年目になります。

玉川：NTT 西日本 䖅島支店の椝川です。職ⳡ内容は、地方自治体さまのDX、直近では地域通鬤、
さらに、総合戦略の策定という領域で䋀広くチャレンジをさせていただいています。私の経婹は、
2019年に大学を卒業してからNTT 西日本に入社して、現在に至ります。本日は、改めてよろしく
お願いいたします。

杉本：よろしくお願いいたします。

玉川：早ꅋですが、ⵌ島町さまの嚣況とこの 1年の取り組みについて鞃明いただけますか。

杉本：こちらは、去年のフォーラムに登壇して使った資料ですが、祔単にまちがどんなところか
を紹介します（図 2-1）。面畤が ��7�Lm2ということで、かなり小さいまちです。人口は 2�3万人、
人口は減少時代といいながら何とかぎりぎり横ばいでやっています。主要産業が鏫ꅎ業で、儣は
チューリップがきれいです。

まちの総合戦略に向けた新しい一歩

մմմմ㼖槄の哭釐図 2-1

允儖芑䇖մ㼖槄 稀ⳉ鐐 车靸䷓䷉ꪵ䫟鶟㲜

曑䃷嘻█մ里仼儖꧅⟓꧅鎇劔䌋⚡炘 䐵㼖䶹䈘 ㅀ哅䥵䎎

うちみたいなまちでもサステナブルでWell-beingになれますか、ということで役場が⫬ってい
る⫬真を出しながら去年は話をしたのですが、1年経って椝川さんとも一緒にやってきて、もう
自分で聞いている場合ではないと。これは自分で取り組み始めて、自分で始めた物語なので、やる
しかないのだと思っています。ただ、自分 1人ではできないので、ⲙけてくださいと。お友達になっ
ていただいて、みなさんにⲙけてほしいと思っています。
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この勉強会がすごく個人的にもよかったなと思っていまして。SUGATAMIのレポートを含め資料
を読ませていただいたり、関係する本を自分で読んで考えて、勉強会で発表して饗論してというプ
ロセスが大学のゼミみたいで、すごくいい勉強になる場でした。10劓から新たにプロジェクトが
始まったばかりですので、このプロジェクトを通じてまちに貢献するのはもちろんのこと、自分と
してもさらに成長していきたいと思っているところです。

玉川：ありがとうございます。今、1年間のⵌ島町さまとの取り組みを振り返りましたが、思えば
本当にいろいろやりましたね。

杉本：そうですね、個人的には頑張りました、大変でした……というよりは嚝しかったという方が
強いなと思っているのですが、椝川さんとしてはどうですか。

玉川：僕も嚝しかった、非常に勉強になったというのが、まずⷦ象としてあります。一番ⷦ象に媘っ
ているのは、SUGATAMIの紐解きかなと。定量的データをさまざま見て、このデータはなぜこうなっ
ているのかと文献を探って見たり、ⵌ島町さまの町内データを見たり、パワーポイントでいえば 2
人で 30卶ぐらいつくって、1つひとつのデータを紐解いていきました。そこから意見交換をしていっ
たのは、非常にいい取り組みだったと思います。

杉本：嚝しかったことは 2つあって、1つは、儨年のフォーラムに登壇したということ。すごくい
い経験になったと思っています。もう 1つは、椝川さんの話と共通しますが、勉強会で考えている
ことを発表することでしょうか。パワポをつくるのが大変というのではなく、真Ⱏに考えて資料を
つくって発表するというのは、嚝しいアウトプットだったと感じています。

玉川：そう言っていただけると、非常にありがたいです。勾本さんとしては嚝しく進められている
という話ですが、取り組みとしては連携ⶾ定や、これからも総合戦略とかなりたくさんあります。
そこで、町内での鞃明や鞃䕑など大変だったという経験はありますか。ここは多分、視舌者の溺さ
んも気になるところかなと思いますが。

杉本：それは結局、普通のことを当たり前にやるしかなくて、面溮くない話で䚐緐なのですが、

真Ⱏにやるということ。これに関しては、自分でやりたいと思って立ち上げたプロジェクトなので、
まずは自分が等䕑できるプランをつくり上げて、それを等䕑してもらうような形で上⺶に理解して
もらう。それから予算をいただく、饗会にかけてみなさんに理解していただく。もう普通に進めて
きました。

玉川：発はなかったのですか。なかなか言いにくいところかなと思いますが、言える範囲で。

杉本：実際、発とかは想定されるもしれないですが、うちに限られる特媗事情かもしれません
が、あまり発がなかった。すごくありがたい話なのですが、㟱きにやったらいいじゃんと応䴈し
てくれました。それは、勉強会など、いろいろなステップを鵕んできて、頑張っているからやらせ
てあげようというのがあるのかと。ですから、周りから応䴈してもらうためには、そもそもちゃん
とステップを鵕むというのを当たり前にやっていくことかと思います。あと、人に䛒まれているか
らだというのも、ここで言っておきます。椝川さんもそうですし、今日も会場で見ているNTTの方、
画面の向こうで見ていただいているみなさんにも非常に応䴈していただいて、ありがとうございま
す。みなさんのおかげで、メンタル的な面で頑張ってこられたというところがあります。それもあ
るし、もちろん施策のクオリティの面でも支䴈いただいてステップを上がってこられました。非常
によかったと思っています。

玉川：ありがとうございます。本当にそう言われるとうれしいです。

մմմմ� 䇗ꝴの塥ײ図 2-2

これまでの歩みですが、先ほど栗山さまの話で紹介されて䚐緐なのですが、儨年の 6劓から連携
を開始して、儨年のフォーラムへの登壇や今年のⴭ䭇連携ⶾ定に進み、この 10劓から次の総合戦
略の策定プロジェクトを、NTTさんとⶾ働で実施しています。その間にも偂続的にNTTのみなさ
んと意見交換や勉強会を実施してきました（図 2-2）。
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北島町の総合戦略に必要だと感じていること

玉川：今回、まちの総合戦略を策定することになったのですが、勾本さんと会話をしていると、た
だただ時期が来たからつくるのだというのではなくて、本当に熱意を持って取り組まれているよう
に感じます。その所以みたいなところを聞いてもいいですか。

たいなことはちょっと違うのかなと思っていて。それは債存のまちというシステムというか、社会
経済の仕組みにそれぞれが思っているものを足し込むだけ、䫐鋊案をつくるだけということにしか
ならないのではないか、というのが自分の考えです。そうではなくて、今、現実に生きている人た
ちが、その人たちにとって最ꈌなまちの姿を最初からゼロベースで考え直すということが必要だと
考えていて、債存のものに合わせるだけでは、そこはやり⮗れないかなと思っているところです。

データドリブンについては、SUGATAMIも活用しながら住民幸福度の定量化などを中心に
EBPMを推進していきたい。そのために必要なデータは取䕑しないといけないし、それをオープン
データのような形で⪪開していく。そういうことを当たり前にやっていける組織になるというとこ
ろが必要かなと思っています。

最後に、コラボレーションですが、住民の方々とか、いわゆる “産学官金労言㛶” と言われる方々
だけではなくて、町の内・㜽関係なく、さまざまな人材の方に総合戦略の策定作業に関わっていた
だきたい。さまざまな意見からクオリティアップということもありますが、それ以上に、まちづく
りに関心を持っていただいて、実際に実行していくというところが大事だと思っています。そうい
う人材や仕組みを集めていきたいです。せっかくSSPPに参加していて、すごいアドバイザーがた
くさんいらっしゃるので、そんな方々にもぜひ、コミットしていただけたらすごくありがたいです。

玉川：コラボレーションについてですが、地域・住民から話を聞くのが、まず大事かなと思ってい
ます。我々は地域・住民の幸せをWell-beingの最大化と考えていますが、Well-beingは人それぞ
れです。私も勤めている会社の中でWell-beingとは、みんなのWell-beingとは……という話をす
るのですが、それは本当に同じ会社で働いていても全然違います。住民だと働いている会社が違っ
たり、また、置かれている環境が違ったりします。人それぞれに異なるWell-beingがあると思い
ますから、多様な地域・住民の意見に膀を⥰けていきたいですね。意見を発した住民は、まちの実
行力を必ず見ています。まちに対する関心や意姯を上げていくためにも、勾本さんの考える課題感

杉本：総合戦略はどこまで力を入れるのかという話になります。本来なら課題すべてに力を入れない
といけないのですが、それぞれ懍幜は正直あると思っています。ただ、その中で、どうしても同意
しないといけないというものだとは思うので、人もお金も時間もかけて、何百⫖もⷦ⯝して、それ
をせっかくやるなら義ⳡ的にこなしているだけではもったいない、というのが 1つ。もう 1つ、総
合戦略は根っこなので、その基礎をしっかり固めたい。一番根っこになる部分ですので、もし、い
いものができてちゃんと活用されたら、そこでいい角度がつけられたら、最終アウトプットが結構
変わってくると思っています。根っこを固めれば、個別部隊がいろいろやっていって、最終的に、
蛞が⿍いて実が成っていく。そこがより良いものになるのかなと思っています。

玉川：本当に根っこ、基礎がしっかりしていないと、というのは私も同感です。あとは、どうせや
るなら質を高く、本気でやったほうが嚝しいと私も思っていまして、そこが勾本さんと通じ合って
いるところでしょうか。あと、総合戦略において、ⵌ島町として、あと勾本さん個人として、やり
たいことがあれば、ぜひ宣言していただきたいと思うのですが。

杉本：ⵌ島町としてと言ってしまうといろいろあるかもしれないので、自分としての考えを述べた
いのですが、まずは基本的な考え方として、まちづくりについては人中心であることと、データ
ドリブンであること、コラボレーションが生まれるという町がいいのかなと思っているところです。

人中心というところに関しては、単にアンケートを取って意見を集めて、それを映する……み
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や、地域・住民の意見を鵕まえてしっかり戦略に映していく、それが人中心という考え方にも通
じるのだと思います。

データドリブンについては、本当にSUGATAMIが示すようなオープンデータは非常にいいツール
だと実感しています。まちを主镸的・客镸的な共通䭰埉で見るきっかけになりますから。実行力の
ところにつながるのですが、総合戦略と施策の結果をオープンデータで照らし合わせをする。地域・
住民のみなさんで振り返りですかね、半年か 1年というスパンでも、ここは大成Ⲍだったねとか、
ここは間違っていたかなとか、正直そういうのはあっていいと思います。エビデンスをもって少し
ずつ黈道修正を図っていくことが非常に重要です。

を図っていくことで、本当に持続可能なものにしていきたいと考えています。
最後に、これこそ私が思っていることなのですが、戦略において、まずはⵌ島町さまらしくとい

うところと、もう 1つ、NTT っװさというところもぜひ考えていきたいなと思っています。先ほ
ど栗山取紛役の講演でもありましたが、具体的に言うと、このSSPPやSUGATAMIなど、ノウハウ
を持っている人から⼔をしていくことをしっかりやりたい。そして、交流の場にも顔を出して自
分のまちはこうだけど、そちらはどうですかというような意見交換を図っていく。こうしたことを
しっかりやっていきたいです。

あともう 1つ、これはNTT 西日本の目線になりますが、やはり我々は各都道䍟県に支店があり、
いろいろな最新の情報、生の情報を䕑ることができます。自治体のٌームページに鼥っている情報
ではなくて、そこに住んでいる、働いている従業員の㛽を舽感として聞くことができます。そういっ
た内容、現場感というのをしっかりと付与した総合戦略の策定、もしくは見直しをやっていきたい
と⳧手ながら思っています。

杉本：支店が全国にあるというのは本当にありがたいというか、もちろん䖅島県にもある。これは
ほかにはない強みでしょう。言い方が悪いですけど、⽿んだら 30分で来てくれるじゃないですか。

玉川：（笑）少し䚷ずかしいですけど、もういつでも。

杉本：そういうところがすごく良いと思っています。儨年からここまで引き続きプロジェクトをやっ
てきて、椝川さん含めNTTグループのみなさんと非常に糭密に連携させてもらって、仲間がいる、
意餟が同じ方を向いていると感じるようになっています。非常にありがたいと思っていますので、
これからも引き続きよろしくお願いします。

玉川：ありがとうございます。先ほど私が述べました、やっていきたいこと 3点に峜力して、勾本
さんと意見を交わしながら一緒に進めていきたいと思っています。SSPPのみなさまからの意見も
ぜひ⼔して、来年、再来年にはでき上がった総合戦略をこういったフォーラムの場などでも䫧궢
して、そこでまた意見をもらうといったㅰみにしたいと思っています。これは、少し自分にもプレッ
シャーをかけているつもりです。

杉本：また来ますか。

玉川：ぜひ。これは⳧手に言っているところもありますので。

杉本・玉川：（笑）

地域のために進めていきたいこと

杉本：椝川さんと今回の対鞻について打ち合わせをする中で、その見直しや振り返りをお玷りやイ
ベントといった形でできればいいよねという話になりました。まちづくりを考えると言われても、
全然自分事ではないとか、難しいそうだから遠ざかるとか、そんな住民も多いかなと思うのですが、
そこを嚝しく参加しやすいものができるとすごく良い。来てもらうきっかけは、嚝しそう……から
で構わない。それで来てみたら意㜽と面溮いじゃんとか、自分の思いがまちに入るというのがすご
く良いなと思ってもらうとか、自分の思いが届いている、自己効力感があると感じる、そんなこと
が今後できればいいなと思っています。これで、およそ私のやりたいことは話せたので、今度は、
NTTさんからやりたいことを話していただいてもいいですか。

玉川：勾本さんと同じで、NTTとしてというより、私の意見で述べたいのですが、大きく 3つあ
ります。

まず 1つ目が、地域活性化です。本当にまちのパートナーになりたいと考えていて、ⵌ島町さま
でいえば、自治体の地元のみなさま、そこに住んでいるみなさま、そして、地場企業のみなさま、
すべてのパートナーになりたいです。

2つ目が、戦略の実行力、サステナブルのところで考えています。つくりっ侑しは非常にもったい
ないことですから、しっかりと実行できる体⯜を構築していくことに取り組みたいと思っています。
そして、まちとして持続可能性をꃯ寛していくということ。総合戦略においても定期的に見直し
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岡住：今回、Co-design Programに選んでいただいた「甮とアガベ」という会社をやっています
㼾住です。いろいろな人たちのご給でこのプログラムに採択され、,ESI,Iの焪川さんという筶冔
らしい方にメンターについていただいて、これから何が行われていくのか、何が起こっていくのか
とか、そうしたことを今日は話したいと思います。

石川：そうですね。私も「甮とアガベ」さんの活動というのはいろいろな人から膀にしていたので
すが、こうやって実際にお会いするのは今日が初めてなので、非常に嚝しみにしていますし、今回
のCo-design Programで一緒に今後の未来の走り方みたいなことを含めて、この場でブレスト的
に、カジュアルに話していければと思います。

岡住：早ꅋですが、我々の「甮とアガベ」の取り組みについて鞃明させてください。
　初めに、甮とアガベの「アガベ」は何かとよく聞かれるのですが、アガベというのはテキーラの
原料です。なぜテキーラの原料が社名になっているかと言いますと、僕のかみさんはテキーラが大
㟱きで、あだ名がテキーラ㢷さんというあだ名なのですね。そのテキーラ㢷さんと僕が結㨰したと
きに、僕は瑼田県の新政ꏞꅎというところで日本ꏞをつくっていたんですが、日本ꏞ㟱きの僕とテ
キーラ㟱きのかみさんが、結㨰した証としてつくった家筄みたいなマークが、この「甮とアガベ」
のマークになります（図 3-1）。真ん中のパインナップルみたいな嗘物がアガベという嗘物です。
だから、「甮とアガベ」は僕と㢐みたいな意味合いの社名になっています。

僕自身は、今、瑼田県水鹿市で活動しているのですが、福㼾県ⵌ九州市で生まれ育ちました。大学
時代に玗䨯大学の経ㅰ学部で、アントレプレナーシップとベンチャーファイナンスを主に学びまし
た。ある日、玗䨯の㺇ꏞ屋で新政ꏞꅎのおꏞを飲んで非常に感ꘓを受けまして。「ここで働きたい！」
と直感的に思い、「肚日、なんか괎話してみようと思います」みたいなことを㺇ꏞ屋の店主に言っ
たら、その店主が、新政ꏞꅎで働きたい水の子が来たとお店のFacebooLページに上げてくれて。
それをたまたま、新政ꏞꅎで社長の✀藤獹鼸さんが見ていて、コメントに「いいっすよ」って入れ
たんですよ。それが今から 10年ぐらい前で（図 3-2）。

そこからポッと瑼田に飛んでいって、新政ꏞꅎの人たちや瑼田の地域の人たちにに本当によくし
ていただいて、何か本当に瑼田の方々に䚽返しできればなという思いでいます。瑼田の地は、今、
人口減が続いていて、人口減少率、都道䍟県別でいうとナンバーワン、少子化率ナンバーワン、高
齢化率ナンバーワン、自嫣率までナンバーワンみたいな、そんなまちなのですよ。なぜ人口が減
るのかと考えたときに、いい仕事がないのかなと瑼田に凰らしていて思いました。だから、僕は
起業家としてこの地域にいい仕事をつくることによって、瑼田に䚽返しをしたい。そんな思いで、

新しい “サケ” づくりでまちの未来を醸す

㹭⛨⟣⪫մ牓ي؝ؓכ劔䌋⚡炘 ♏辐稤䏔

溍䃷➭点մ劔䌋⚡炘 ,&4*,* ♏辐稤䏔 $%0

մմմմ牓ي؝ؓכ劔䌋⚡炘のٞؠ٭ُإ図 3-1 մմմմ㹭⛨妣の樋塷図 3-2
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日本ꏞ技術をベースにした “クラフトサケ” はどういうものかと言いますと、日本ꏞはお米と묀
と寊を発ꐠさせて戼したものというのが定義になるのですが、この定義を㜽してあげると僕たちの
⩸陵でつくれます。具体的には、ビールに使えるٌップを庒加して、ٌップの눥りがついたビール
と日本ꏞの合いの子みたいなものをつくったり、米と묀とブドウを発ꐠさせてワインと日本ꏞの合
いの子みたいなものをつくったり、そんなおꏞづくりを進めています（図 3-6）。

մմմմր牓ي؝ؓכցآئعنٚؠꃘ鵰䢥図 3-3

մմմմր牓ي؝ؓכցのآئعنٚؠ図 3-6

մմմմ㹭⛨妣ֿ⚡Ꝏⳉ٭٠ٖٛٛهآئعنٚؠ״⚡図 3-7

2021年 3劓に「甮とアガベ」という会社を創業しました。我々がやっているのは、この昔の水鹿
뉭の뉭蕪を改鍮して、“クラフトサケ” という新しいジャンルのおꏞをつくっています（図 3-3）。

日本酒をベースに新たなジャンルを開拓

岡住：僕は日本ꏞを学んできたのですが、日本ꏞの鏫ꅎは㴞全な新規の参入が霼められていません。
経済原⯵からすると、㴞全な新規の参入が霼められていない状況というのは、イノベーションが起
きにくい。あるいは新꯴代颍が起こらず、業界発展することはまずないのですね。そうした状況に
なっている日本ꏞ業界の中で、どこかしら会社を買すれば日本ꏞはつくれるのですが、あえてそ
の手段を取らずに日本ꏞの参入規⯜の緩⾔をめざそうと決意して、5年ぐらい活動しています。
　ただ、法律を変えるには時間がかかります。法律が変わるまでの間は、別の⩸陵を活用しておꏞ
づくりをしようということで、ꏞ꿔瞏鏫ꅎ⩸陵のうち「その♑の꒼ꅎꏞ」という⩸陵を活用してお
ꏞをつくっています。꒼ꅎ所の中には 1500リッターのタンクが 5つ╒んでいて、묀室なんかも㴞
備して、日本ꏞづくりができる環境は小さいながらも整えているような꒼ꅎ所を経ㅰしています（図
3-4）（図 3-5）。

մմմմ二ֿآئַ榟ױꃘ鵰ذンؠ図 3-4 մմմմ萴׀襓☔の䣆☼◄ֿ⩞ֽ鿯ׂט図 3-5

もともと、日本ꏞは米と묀だけでいろいろな表現ができますから、それが非常に面溮いなと思って
いて、ⰶ原料を入れることは꒼ꅎ家個人としてはあまりやりたくなかったのですよ。ただ、ٌップ
を入れたものを最初につくったら非常においしいものができて、かつ市場の受けも非常によかっ
た。ただ、僕たちベンチャー企業が日本ꏞに⛣たようなものをつくって僕たちが㛿れている、とい
うことは、シュリンクしている日本ꏞ市場で㛿れている、それはどこかしらの会社の啴を㟃ってい
るだけだと気づかされまして。日本ꏞの参入規⯜緩⾔をめざしつつも、この新たなおꏞのジャンル
“クラフトサケ” をきっちり文化にしていく、これを両建てで今、一生懸命取り組んでいるところ
です（図 3-7）。
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僕たちがつくっているおꏞは地域のメディアだと捉えていて、地域の名⯢代わりに日本中、世界
中に偲立ってくれる存在だと考えています。おꏞって面溮くて、そのおꏞがおいしいとその地域に
行ってみたくなるのですよね。僕もまだフランスに行ったことはないですが、ボルドーとかブルإー
ニュとか当たり前に知っていますし、いつかブルإーニュに行ってみたいなと思っているのですよ。
そういったパワーがおꏞにはあるなというふうに捉えていて、このおꏞの땋力を使って地域を潂り
上げるということをしてきたいなと思っています（図 3-11）。

僕たちがこういったおꏞをつくった当初はジャンルがなかったのですね。ジャンルがないと非常
にカ㛿しづらくて、僕たちのカはお客さんから「これは日本ꏞですか」と 100聞かれるのです
よ。日本ꏞではなくて……みたいなところからセールストークをスタートして、法律の話、鏫ꅎ方
法の話をして、ようやくカ鞃明をする。嬐回、嬐回、接客に 15分以上かかるみたいなことをずっ
と続けていたら非常に大変で。同じようなおꏞをつくっていたところが、2022年の 6劓の段階で 7
社あって、この 7社が大体みんな友達だったので、みんなにそれぞれ㛽を䱧けて聞くと、口々にカ
㛿は大変だと言う。では、ジャンルをつくろうと僕が発起人になり、儨年 6劓にクラフトサケブリュ
ワリーⶾ会というのを立ち上げて、その会長をⳡめています。今、加潊しているのは全国 7社、ⵌ
は瑼田から福島、新愛、東京、滋賀、福㼾にもあります（図 3-8）。

մմմմכآئعنٚؠ熤榹の괏艄ディيؕ٭ػンع図 3-9 մմմմ*$$ 4A,& A8A3% ⮣♏ٔزン؛مンの剚鎹מ魞ׂ図 3-10

մմմմ٭٠ٖٛٛهآئعنٚؠ⚡のⱶ沾炘���� 䇗 �� 僖杯㏇図 3-8

մմմմֽ鿯鵟י地域湳٬䚁浓ח図 3-11

実はこの 1年ぐらいで �社ぐらいクラフトサケみたいなものをつくる꒼ꅎ所が立ち上がりまし
て、年明けに新規加入の⯜度を整備する予定なので、それらを加えると 10社以上になる予定です。
日本ꏞだとお米と묀だけなので鏫ꅎ地域を虝懍く表現するというのはなかなか難しいのですが、一
方、クラフトサケは非常に地方創生と相性がいいなと思っています。例えば、水鹿は唛とかメロン
が有名なのですが、唛を使ったクラフトサケをつくって、それを全国に向けて鬦㛿することで、ああ、
水鹿は唛が有名だったんだということにカを通してユーザーに気づいていただける。それが僕自
身、可能性がめちゃくちゃ高いなと思っていたところ、各自治体から、クラフトサケの꒼ꅎꏞを地
方創生文茷でつくりたいといった相鞻が寄せられました。今の相鞻ベースでいいますと、20から
30ぐらいあります。クラフトサケブリュワリーは向こう 5年ぐらいで、おそらく各都道䍟県に 1社
ぐらいある状態になってくれるのかなと予想しています。
　クラフトサケを伝えるためのイベントのほか、㶮風山という山の上でプライベートディナーを嚝
しむイベントといった活動を通して、クラフトサケや瑼田の땋力を伝えています（図 3-9）。日本┩
大ベンチャーカンファレンスの 1つであるICC（Industry Co-Creation）が今年 9劓の京都サミット
で初開⥎した「SA,E AWARD」で、こうした取り組みが評価されまして、「甮とアガベ」が初代
チャンピオンになりました（図 3-10）。

徒歩 20分圏内に未来のまちを描け！

岡住：ただ、瑼田県の中でも水鹿のまちというのは人口減が加ꅋ度的に進んでいて、人口は 2万 �000
人ぐらいですが、高齢者の割合が 50を超えていて、出生数などもおととしが 70人、去年が 5�人
と順調に減っている状態です。僕たちが生きている間に、もしかしたらまちがなくなるかもしれな
い、そんな状況のまちに僕たちはいます。ですので、せっかくおꏞを通してこの町に来てもらって
も、空き家だらけでコンテンツが不足しているのが現状でして、せっかく来てもらっても嚝しんで
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「発ꐠマヨ」と名前をつけまして、今、鏫として鬦㛿しています。ⷯ묛の代わりにꏞ穓を使っ
たマヨネーズになっていまして、動物性のものが一⮗入っていません。ですから、ビーガンの方も
安心して낛べられますし、最近増えつつあるⷯアレルギーの方なども安心して낛べられる鏫です。
自社のꏞ穓だけではなくて瑼田県で年間䰌てられている �00トンのꏞ穓に価値を与えたい、こちら
はそんな思いで立ち上げた事業になります（図 3-16）。加工場の中はキッチンですが、表は鬦㛿店
になっています（図 3-17）。

あと、今年の �劓にラーメン屋を立ち上げました。なぜラーメン屋なんかやっているのとよく言
われるのですが、正直、ラーメンもメディアだと思っています。地域のことを虝懍く映し出して、
人を⽿んでくる寛心力のあるコンテンツが僕はラーメンだと思っていて、会社の設立当初からラー
メン屋をやりたいと言っていました。

ラーメン屋をやりたいなと言っていたら、たまたま一風㕔さんとお知り合いになりまして、一風
㕔さんが「手伝うよ」と言ってくれて、ほとんどタダみたいな金꾵で、水鹿㘇らーめんというもの
を開発してくれました（図 3-18）。

僕が来た 2年前、꒼ꅎ所がある通りは人っ子 1人、朝も兄も㝅も歩いていない通りでした。꒼ꅎ
所の目の前でボロボロだった建物を少しリノベーションしてラーメン屋にした結果、䌐日も⚪日も
行⮬ができるような店蕻になりました。䌐日 50杯、⚪日 100杯つくっているのですが、設立当初
から 1時間半ぐらいで㛿り⮗れが続いているような状況に今なっています（図 3-19）。

մմմմ狜׀㳃孨榫ג괏⿁ⱶ䄄㕙ٞغ٭نךスの⯡
峎מ䧪׳
図 3-14 մմմմ䉬厏鿯睭⫋⮵榫ُٙגネث٭榟榤図 3-15 մմմմր┉겧㔆ց泃⟣מ地域荇雛ם־洇冎״٭؆図 3-18 մմմմꃘ鵰䢥⯥のַ䋦擻二逷ꝧ䈘י槀뛈の车⮛

䈘מ
図 3-19

մմմմ狜׀㳃ךׄד㳓媽产錃ַם槀뛈のהױ図 3-12 մմմմ׆׆泘氳מ鋼㕙䢥ٝגזםכスٚعン図 3-13 մմմմⷍؓٝル٭؟の☔ך괏ր氦ꀹُٙց図 3-16 մմմմ괏⿁ⱶ䄄㕙の塜ꪫמ泡㚞䢥ֵֿ図 3-17

いただけない（図 3-12）。だったら、僕たちの手でシャッターを開けていこうということで、2年
前の꒼ꅎ開始からシャッターを開けていくという取り組みも進めています。

具体的には、꒼ꅎ所の横で㴞全予約⯜のレストラン「土と風」を経ㅰしています。地元낛材、発
ꐠ料理、そこに合わせるのが自社のꏞ、といったレストランです。設立当初は結構、話題性もあっ
て겧多に来ていただいていたのですが、今は㴞全におꏞはメディアだということを体現するような
レストランになってきています。僕たちのおꏞを♑で飲んでおいしかったから、調べてみたらレス
トランをやっている……といって、ほとんどの来店客が県㜽からくるレストランになってきました。
多い劓には 120人ぐらい県㜽の方がこの場所を陧れます（図 3-13）。

あと、小さいことなのですが、空き家を⬗豌⠡䍼にリノベーションしました。その♑、今年の
�劓には、䎰啇される可能性のあるものを㵁物に変えるというコンセプトの낛加工場を立ち上げ
ました（図 3-14）。この加工場で第 1䒰カとしてつくっているのが、䎰啇リスクの高いꏞ穓を使っ
たマヨネーズです（図 3-15）。

ꏞ穓は吖너筶たっתりでたんפく質もとれて、アミノꐦもとれて、ビタミン B1、B2とか特媗な
吖너筶もとれて、낛物縓粪たっתりなのでお通じもよくなって、最近は霼知洤予ꮐの成分も見つかっ
ているのですが、各家䎁で巆魀されなくなって、瑼田県内だけでも今、年間 �00トンぐらい産業䎰
啇物として䰌てられている現状があります。これは非常にもったいないよねということでマヨネー
ズをつくりました。
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今後のことですが、早ければ 1年後にはこちらの元ꖗ工所をジンの鏫ꅎ䬹点にする計画で動いて
います。なぜジンかといいますと、ꏞ穓を発ꐠマヨにするときにオーブンに入れてアルコールを飛
ばしているのですが、この飛ばしたアルコール、実は回できるのです。この回したアルコール
のことを穓取り撴ꏗと言いまして、この穓取り撴ꏗにジュニパーベリーなどを悻け込んで、もう
1回謞留すると、いわゆるジンになるのです。そうすることによってꏞ穓にさらに価値が与えられ
るよねと、そういった思いとしてやろうとしている事業になります（図 3-20）。

それと同時に、腁作侑啇地の蠗を 1つひとつ⮙って、景虝（啴田）をつくるという計画を今、進
めております。今年の �劓に腁作侑啇地を田んぼにするのが動いていて、この面畤をもっともっと
広げていきたい。僕たちだけでやるのではなくて、こういった場所で出会った興味のある方に参画
をいただいて、景虝を一緒につくっていく取り組みをやろうと思っています。

ここまでの話、田んぼ以㜽は大体䕉歩 20分㏝内です。瑼田の未来をつくるとか東ⵌの未来をつ
くるとか、日本の未来をつくるとかは、なかなか僕は起業家として鞃䕑力ある言い方はできないの
ですが、この目に見える範囲の 20分㏝内の未来ぐらいはつくれるのではないか、そんな思いで、今、
取り組んでいます。この䕉歩 20分㏝内の未来をつくった先に、何かまちづくりの⭦方砒みたいな
ものが見つかって、それが各地域に伝乨していくことを今、めざしています。その 1ページ目をこ
の場所でつくっていければなというスタンスです（図 3-23）。

մմմմ㳓媽产錃のַם㕙䢥طٌמル銶槆図 3-21 մմմմ地⩕の괏ֿ㕈耆ي٭؛׀ךルٖة銶槆図 3-22

あと、来年の 9劓ぐらいをめどに、ٌテルをつくる計画で動いています。僕たちが住んでいる水
鹿の藍川という地区にはٌテルが 1黏もなく、レストランとかに来るお客さんもみんな瑼田市に㶆
をとって、괎車で来て괎車で帰るみたいなことになっていて、これは非常にもったいない。という
ことで、ٌテルをつくります。この建物をٌテルにする予定で、うみまちٌテルという名前でやら
せてもらおうとしています（図 3-21）。

また、⺜民家を活用して、オーベルジュみたいなものをつくる計画も、今、動いています。こち
らは儯⾔天溽が陧問したような由緒ある⺜民家なのですが、낛事ができて岪まれる場所にしていけ
ればと考えています（図 3-22）。

մմմմ鿯睭ٔةגז✳パة٬ث٭ؼンの邮鵰䢥銶槆╈図 3-20

մմմմ帩㏇٬㍑鷛הױ׀ךのؤンطンص⩗㲔図 3-23

よく「まちづくりをなぜしているの」と言われるのですが、理由は、お空の上でおいしいおꏞを
飲むために、ただ、それだけです。というのも、僕が何もしなければ、水鹿のまちがなくなってし
まう。まちがなくなったら、僕が今、借金してつくっているコンテンツ 1つひとつは、いつかإミ
になってしまう。إミにしたくないのですよ。僕が媃んだ後にإミになってしまったまちをお空の
上から濡めて、後世の人たちが「こんなإミみたいなものつくりやがって」と言っていたら、おい
しいおꏞが飲めないじゃないですか。ですので、媃んだ後においしいおꏞを飲むために、ただその
1点のために今、まちづくりを頑張っています。ただ、コンテンツをたくさんつくっているけれど、
生きている間にコンテンツは⺜くなってしまう。ですから、文化の叻をつくらなければいけないな
と思っています。

そこで、水鹿を “サケ” のまちにしようと、水鹿サケシティ構想というものを掲げました。冒頭、
参入規⯜の緩⾔といった話をしましたが、日本ꏞ特区を水鹿市で新設しようと働きかけています。
ありがたいことに、内ꫂ䍟に正式な提案として今年の 2劓に霼めていただいて、内ꫂ䍟と連携して
水鹿を日本ꏞ特区にしようと、今、動いています。それが実現した先には、水鹿で日本ꏞをつくれ
るという状態になる。そうなると、日本中の日本ꏞをつくりたい子たちが水鹿に集まってきてくれ
る、その人たちに対して経ㅰ的なノウハウとか場所を提供することによって、新興の日本ꏞ豌が水
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鹿のまちに集畤してくる。これが 5黏、10黏集畤して 30年続けば文化になるでしょう。新興のꏞ
豌ばかりが集ったまちは日本のどこにもない。戦後 70年間で㴞全な新規の参入豌が 1黏もないの
です。そういったまちをつくることができたら、水鹿のまちは未来に媘るのではないか、そんな思
いで、水鹿サケシティ構想を掲げさせてもらっています（図 3-24）。 石川：まさに、何か文化をつくるという意味では、㼾住さんがやられていることは、地域そのもの

をもう一度腁し直す、そこで本当に人が育っていくような流れになっていくのではないかなと。大
学とかをつくってみても面溮いのではないかと、話を聞きながら思っていました。

そんなことをやっていたら、いろいろな仲間が集まってきてくれて、2年前、1人で立ち上げた
会社なのですが、今、25人ぐらいの組織になってきました（図 3-25）。そのほとんどが移住者です。
やはり、小さい町で人口が減りゆく中で若者が 25人集まってきてくれると、市役所の方々も非常
にㄻんでくださって。水鹿市の全面的な支䴈を受けてまちの未来に媘す、そんな取り組みをやらせ
てもらっています。以上です。

մմմմ二艄の鿯襓ֿױ儔全のהױ㛰釤י図 3-24

մմմմ♧ꝴֿףױ儔全㍲杯㲔׀ךמ図 3-25

デザインの見地からともに地域の文化をつくる

岡住：そうですね。スペインのバスクには大学があったりするじゃないですか。カリナリー・セン
ター（BCC）とか。낛の大学とか発ꐠの大学とか学術的な部分が簀んでくると、より文化的になっ
ていきますよね。

石川：環境が整って、大学みたいなものによってモチベーションが高い人たちが地域に育っていく
と。産官学でいう大学をうまく地域で連携する例だと、日本では䖅島県の玗山町のような例が出て
きていると思うのですが、そういったものが結構出てくると面溮いのかなと思います。

岡住：そうですね。

石川：このまま対鞻に入ってしまいそうなので、ここで私の方から話ができたらと思います。
,ESI,Iの焪川です、よろしくお願いします。今回、このCo-design Programというものにお㛽䱧
けをいただいて、㼾住さんをズミさんと⽿ばせていただいていますが、一緒に伴走して、債に多く
やられていることをよりどういうふうに面のように広めていけるのかとか、そんな伴走支䴈ができ
たらと思っています。我々 ,ESI,Iがなぜ伴走し䕑るのかということも含めて、我々がやっている
ことを少し鞃明した上で、この後の対鞻を進めます（図 3-26）。



049048 | Section 3ׂטהױ䶹䭤孨Ⳃ  $o-EFsiHn 1SoHSBN $BsF�  槀뛈䄫־のׂטהױの䧪䡵

Sustainable Smart City Partner Program Forum #02

,ESI,Iの紹介に少しなってしまうのですが、なぜ我々が一緒にやる意味があるのかとか、この
SSPPに関連している理由がうまくつながっていくのかなと思うので、シェアさせていただきます

（図 3-27）。
先ほどズミさんから景虝の話が出たのですが、もしかすると、今、少し壊れかけてしまっている

まちを金継ぎしていくみたいな形で新しいまちに生まれ変わらせるということを㼾住さんは⳧手に
やっていらっしゃるなと私は理解をしたのですが、実は、我々の会社の名前の由来は金継ぎから来
ています。

日本の耘意餟で壊れた㊭を直して金継ぎした後に、それを見ながら「これはいい景虝だな」とい
うのがあって、そういうところからインスピレーションを受けて、すごく日本的な社名をつけたい
と思ったのです。その耘意餟みたいなものはもともと日本にはあって、何かただただそこで濡めて
何も変わらずに終わっていくのではなくて、どこからでも新たに土㚺を腁すこともできるし、ⳅ気
を持って変化をするというアクションをとるべきだし、その継ぎ接ぎされた新しい姿が実は耘しい
という価値镸によって、債にあるものをどう復活させるか……みたいなことが、会社のバックグラ
ウンドになっていて、そんな思想で社名をつけました。

KESIKIのデザインメソッドとその実践

石川：「やさしさを䈩る経済」というのを我々はミッションに掲げていて、これ（図 3-28）がその
イメージです。

左下が「Product Design」です。事業のデザイン、プロダクトやサービスのことで、例えばこ
れが先ほどの話を借りるならラーメン屋だったり、㶆岪施設だったりします。右に移って 1段目が

「Loved ComQany Design」で、䠀される会社をどうデザインするか。まさに「甮とアガベ」さん
は、会社が㟱きで、やっていることも䠀していると社員が思っている会社だと思うのですが、や
りがいのある嚝しい会社、ワクワクできる会社をどうデザインし直していくのか。次の 2段目が

「RelationsIiQ Design」。地域の関係性やつくった会社だけではなくて、ステークٌルダの新たな
関係性をどう筸ぎ合わせて、価値を再分ꏕしていく、そういうデザインが地域単位でできるのだろ
うかとか、関係する会社・サプライチェーンの在り方も見直して、デザインし直していけるのだろ
うかというものです。その先にあるのが 3段目、一番右上にある「NeX Economy Design」です。
新しい経済モデルのデザイン、これは、それこそズミさんの話でいう「大人になると主語の大きな
話はなかなかできない」という思いとつながるかもしれませんが、「やさしさを䈩る経済」という
ものは存在してもいいのではないかと。こうしたビジョンを掲げて、「,IND ECONOMY」という
ものをつくろうとしています。

その根䍏にある課題として僕らが解決したい……解決したいというよりは、こういうものをもう
1回取り戻すことが必要なのではと考えているのが、「♑者に深く共感する力」「未来を㠆想し描く
力」「共に、自らも生み出す力」です（図 3-29）。

մմմմր䃽磬岷ցのْؕة٭図 3-28

մմմմր䃽磬岷ցמ埝כ׆ַם־図 3-29

մմմմր牓ي؝ؓכցמ⛂颦ր,&4*,*ց図 3-26 մմմմր,&4*,*ցのِッションスْع٭طンع図 3-27

このスライドの背景にあるのは、100年以上続いている教育の在り方をイメージしたものです。
1人先生みたいな⢓い人がいて、その人の言うことを聞いてそれを学ぶみたいなことが、結構日
本の根䍏にあるなと。日本の成長の仕方の背景にもこれが根強くあるなということを考えていて、
その在り方で何が姊けてしまっていくかといえば、ここに示している「♑者に深く共感する力」

「未来を㠆想し描く力」「共に、自らも生み出す力」です。
例えば、♑者に本当に深く共感をするとか♑者の気持ちになるとか、これを䣹❸するという言い

方をしたりしますが、そういったことをもっと事業に直結させてもいいのではないか、それを自分
事化してもいいのではないかという力を取り戻すということ。そして、ズミさんはめちゃくちゃや
られていると思うのですが、未来を㠆想して描くこと。小さい頃は自由に描くと思うのですね。こ
れが、働くということになっていくと意㜽としてはいけないと言われる、あなたの㠆想には興味が
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ないという話になったりする。だから、そういうものを取り戻そうということです。そして、共に
生み出す力みたいなものは、まさに、点と点のように思わず、面のように広めていくこと。例えば、
水鹿でやられていること、なぜꏞで、ラーメン屋で、次にこれこれ……というのが、ズミさんの中
では全部点がつながっていて、1つひとつをつくりながらどんどんパズルのように、レإのように
つくり上げていっているというところが、まさに生み出す力だと思います。そういったことがなか
なかやれない、㝤侵を䚐れすぎてチャレンジできなかったり、それが本当に分かりやすい成Ⲍでな
い場合になかなかやりにくかったり。この辺のマインドセットとケイパビリティと機会というもの
をどうつくっていくのか、そんなことを「地域をつくる」という意味ではやらなければと思ってい
ます。

一応、我々はメソッドでカルチャーづくりをするためのデザインのアプローチというのをつくっ
ています（図 3-30）。

左側が自分たちが在りたい姿で、右側がそれを生み出していくプロセスです。市民 1人ひとりが
どう自分たちの在りたいまちの姿を可視化したり具現化する、あるいは㠆想することができるよ
うになり、それというのは一体どういう物事をつくっていったり、生み出していったりするとい
いということなのか、そうしたまちのデザインアプローチを、しっかり創ꅎ的にやる方法を我々は
一定メソッド化していて、これを今、旭川市で一緒に仕事させていただいています。まちのビジョ
ンづくりから市民 1人ひとりの行動をどう変容させていくのかというチャレンジですが、その中心
には「AutIenticity ＝らしさ」があります。これは後でズミさんと話をしたいのですが、水鹿市の「ら
しさ」はどういうところを大事にしているのかを聞きたいと思っています。

旭川市でやっていることをクイックにシェアさせていただいて、水鹿の話に移りましょう。旭川
市で我々がやっているCo-design Program 活動の全体像はこのようになります（図 3-31）。

մմմմ乃ׂחデؕاンؓز٭ٞو図 3-30

մմմմ宾鷹伅䃷䄫ֽׄמ $o-EFsiHn 1SoHSBN図 3-31

մմմմ儔全ؠ٠ؠ٠ֹ־⺸䚉ךם؆ײ縒ַֻׂי図 3-32

我々はデザイナーと⽿ばれる職業なのですが、Co-design Program 活動では我々がデザインする
わけではありません。先ほど述べたように♑者に共感したり、未来を㠆想したり、事業を自身が生
むというよりは、地域の企業さんが事業を生めるように行政の職員のみなさんが後押しをする、創
ꅎ的な伴走支䴈ができる……それをデザインプロデューサーみたいな言い方をするのですが、旭川
市の職員がそういった人たちに変わってほしい。それこそ自治体DXみたいなことが進んで職員の
時間にもう少し✍溮ができたとき、さぁ何をやるのだというときに、地場企業・市民の創ꅎ的な活
動を後押しするアクションがとれるような行政に変わっている。そんなことをすごく大事に考えて
進めようとしています。

旭川市は 30万人都市で結構規模の大きいまちですが、30年後にどういう新たなエコシステムへ
の移行をし、また登場人物（アクター）がいて、どんな新しい事業が存在しているからワクワクな
のか、幸せな凰らしや生活なのか、どういう「らしさ」のある町になっているのかという未来像を
描いた上で、そこを緩やかに設計することによって、まちの人たちを緩やかに筸いでいく。まった
く同じAというإールに向かうⵌ嚋星というわけではなくて、緩やかにこういう方向のまちにして
いきたいよねという共通のワクワク感をまちの人に䫱いてもらうことを仕組みとしてやる。そんな
環境整備と教育プログラムみたいなものを実施して、未来像へ向けた事業を実際につくったり、広
報物・メディアをつくったりしています。それをまさに낛でやろうとしていまして、そういうとこ
ろもズミさんの活動と連携できそうだなと思っています。いろいろやっているのですが、こんな形
で（図 3-32）。
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■ディスカッション：そのまち“ らしさ” を問い直す
りたいとずっと言い続ければ、うまくかみ合っていくものだなと感じている 2年間でした。本当に
水鹿市の方々はじめいろいろな方々がⶾ力していただいて、僕が想像した以上に 2年間でいろいろ
なことが推進しているという状況です。
　ただ、コンテンツをいろいろつくっているのですが、先ほどプレゼンテーションさせてもらった
とおり、僕の中の思いとしては牞固たるものがあって、僕の中では全部事業としてはつながってい
るのですが、㜽から見たら、やはりなぜラーメン屋をやっているのかとか、そもそも僕たちがラー
メン屋をやっているということも地域の人はあまり分かっていなかったりとか、別の人がやってい
ると思われていたりとか、その 1つひとつが面として見せられていない。それは課題として感じて
いるところですね。

石川：その面として見せたい先にあるアウトカムというか、なぜそれを面として見せて、それによっ
てどういうことを期待しているのか、そういった話はこれまでズミさんから聞いたことがないので、
ここで聞かせていただけますか。

岡住：そうですね、もう少し深いところで周囲に伝わってほしいのかもしれないです。ラーメン屋
ができていいね、おいしいね、ではなくて、この先をもっと想像してほしい。それは地域の人もそ
うだし、㜽の人もそうだし、僕たちのこの取り組みの先に、何か未来があるかもしれないとⳅ気づ
けられる、そういったふうに見せていきたいなと思っていますね。

石川：ここからズミさんとの対鞻に入れたらと思うのですが、まさに「甮とアガベ」さんが描く
未来像みたいなものを、Co-design Programで伴走支䴈できればと思っています。ということで、
まず、水鹿市について䚷ずかしながら霄しく知らないので、なぜ水鹿市でとか、どういうところが
水鹿市らしさがあるのだろうかとお聞かせいただけたらと。

岡住：水鹿は半島なのですが、半島全部が 1つの市町村というのは、実は水鹿半島だけらしい。半
島全部が 1つの自治体、それが 1つ特䖇です。嶮もあって山もあって、筶冔らしい景⳧地がたくさ
んあって。例えば、なまはげという文化、あれは瑼田全域のものだと多分みなさんは思っているの
ですが、水鹿市の文化なのです。そういった⺜くから媘っている文化などもある良い場所なのに、
镸⩱客はドライブするだけでお金を訒とすところがなくて非常にもったいない、そんな霼餟を僕は
瑼田に来て䫱いていました。だから、何か巆魀活動が行える場所や怪在したいと思えるような場所
をつくっていくことで、水鹿市の땋力が上がっていって、強いては瑼田県全体の땋力が上がってい
く、そんなことを思いながら今、瑼田で事業をやっています。

石川：水鹿市は筶冔らしい場所だし、かついろいろなチャレンジを䫱えていらっしゃる。これまで
活動してきた中で、ズミさんがぶち当たっている壁みたいなものを聞いてもいいですか。

岡住：実は思った以上にすんなりいっているというのが、本当に体感としてあります。最初はいろ
いろなマイナス面、もしかしたら地域の人に受け入れられないのではないか、お金も借りられない
のではないか、やりたいことがあっても仲間が集まらないのではないか……とか、いろいろなこと
を不安に思っていたのですが、経ㅰ資源と言われるようなものは、目埉を持って真っ直ぐ進んでや

石川：ありがとうございます。それは多分、次の世代にとってのもしかしたらアントレプレナー
シップみたいなことなのか、自分で何か感じたことを起点に違⾔感から始めて創ꅎ的な活動をして、
そういうのを少しずつつくり上げていくみたいな、生き方そのものみたいな話ですね。私には今、
2婸半ぐらいの子どもがいて、例えば、いつか自分のやっている仕事が理解されるようなタイミン
グが来たときに、ラーメン屋さんをやっていたとか、何かデザインで格㟱いいものをつくっていた
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とかではなくて、生き方を見せていきたい、それは結構面溮いことですよね。
旭川市は家具の産業のまちで、個人事業主から企業としては数百社くらい家具屋さんがあって、

クラフトマン的な生き方がそこには存在しています。先ほどいい仕事がないという言い方をズミさ
んがしていて、「会社」と言わずに「仕事」と言っていたところが、個人的にすごく興味を持った
のですが、その「仕事」という言葉にもしかしたら込めている意味があるのかしら。

ども含め、⬈の間だったりはものづくりをして自分で展示会に出したり、生活をするためのお金を
ちゃんとつくる。違う時期はもしかしたら農業をやっていたりとか、それらすべて嚝しそうで生き
生きとした嬐日を過ごしていて、大自然にも囲まれ、土地も安くてみたいな話がある中で、すごく
そちら側に未来の生き方そのものを感じさせられます。自分 1人でも成り立っている部分と地域・
コミュニティと一緒に共存している部分みたいなものがあって、非常に有機的な生き方、仕事と生
き方がすごくイコールになっている곰囲気、そこにすごく未来を感じたりしています。

今後、水鹿でまたやっていくというところに関わらせていただいて、ぜひ、このプログラムの中
で一緒にいろいろなことを伴走していけたらと思っています。最後にズミさんが今後よりやってい
きたいこととか、みなさんにお伝えしたいことがあれば。

岡住：このプログラムに採択されて、本当に焪川さんという筶冔らしい方に付いていただいて、こ
れを水鹿のまちだけに留めておくというのは選んでいただいたNTTさんにも氰し訳が立たないな
と。水鹿のまちで僕たちがチャレンジして、このプログラムで䕑た知見を各地域に広げていく、そ
ういった取り組みにつなげられたらなと思っています。

石川：ありがとうございます。私もこのCo-design Programにすごくポテンシャルを感じていま
す。例えば、NTTさんのようにインフラの企業、日本中に闑手のある企業さんがデジタルだったり、
あるいは、フィジカルにロケーションがあるという力を生かして、地域の強揓な個性みたいなもの、
文化みたいなもの、あるいはその生き方を再定義するような形、それが広まっていくというㅰみに
なるとよいなと思って、ぜひズミさんとご一緒できればと思います。

岡住・石川：よろしくお願いいたします。

岡住：そうですね……よく僕も子どものことは思っていて。ラーメン屋をやる理由の 1つが、今 3
婸の子どもが大きくなって䫎期になったときに「こんなラーメン屋もない町に生みやがって」と
言われたくないみたいなところがあって。その思いとしては、やはり、なければつくればいいんだ
よということを子どもに教えたいし、地域の人たちにも教えたいのですよね。僕たちのこういった
取り組みを通して、なければつくればいいんだ、ないことを䜸镸しなくていいんだと。逆に水鹿の
まちは家魍も⛼いし、空き物⚂もいっפいあるから東京でやるよりチャンスなんじゃないか……、
そういった発想の転換をしてほしいのですよね。僕はいい会社をつくるというより、いい仕事をつ
くりたいという思いが強くて、だから、必ずしも僕の会社でみんな겒われる必要はないと思ってい
るのですよ。僕がこういうふうに振る薊っていった先に、うちの従業員が成長してくれたり、地域
の人たちの思いが変わった先に、それぞれがいい仕事をしてもらいたいし、いい仕事をつくっていっ
てもらいたい。その先に何か未来があるのではないかと思っていますね。ですので、仕事と会社と
いうのは多分意図的に使い分けているのですが、焪川さんに言われて気づかされました。

石川：おっしゃるとおりだなと思っていて、区別する・䈼別するわけでも何でもなく、地域に未来
があると思う理由が、まさにその辺にあります。我々は本当に都心とかで生きていると幸せなのだ
ろうかとか、何のために日々生きているのだろうかと時䫐ふと立ち婝まると、すごく不思饗な気分
になるわけです。1日があっという間に過ぎていく。

劓 1で旭川に行っていますが、そこでは職人さんが自活しているというか、家を自分でつくるな
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Section 4

山梨市のチャレンジ
住民との対話でつくるまちづくり

自治体事例
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Sustainable Smart City Partner Program Forum #02
「“地域を主役としたサステナブルでWell-beingな” まちづくり 2023 ～模索と未来～」
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高木（映像出演）：みなさん、こんにちは。山唛市長の高木冔겊です。私ども山唛市は、눢都東京
から西に 100Lm、そして괎車でも車でも 90分という地理的にアクセス⨲位性の高い位置にあり、
人口は 3万 �000人ほどの都市です。全面畤は 290䌐方キロ、そのうちの �2が喖林原野。氯婣信
ケ㽬を源流とした一䊝がユネスコエコパークにも霼定されている、本当に自然骅かなところです。
その骅かな自然を生かして、その土㚺を生かして果堅呭㕆が非常に潂んに行われており、2017年
には日本農業ꈽ産に、また 201�年には日本ꈽ産に、そしてまた儨年 7劓 1�日には世界農業ꈽ産に
霼定された、そんな㿓東地域の一角にあるのが山唛市です。

ほかにも地下資源の廛岩や良質な寊、そして、風⩱明㫒、長い婹⺮に育まれた国㵁もあり、重要
文化鬙もありといった山唛市ですが、農業が潂んに行われている地域の中でも、とりわけシャイン
マスカット人気が非常に高く、私どもふるさと等瓭にも大きく寄与してくれています。新規㹦農者
も増えていて、これからも農業をさらにさらに発展していくことが山唛市の発展にもつながってい
くものと思っております。

・めざしているまちづくりについて
山唛市がめざしているまちづくり、私どもには第 2次山唛市まちづくり総合計画があり、総合戦

略があり、そして、私が掲げる 7つのビジョンがあります。これは「行政」をスピード感をもって
進めていくこと、「子ども」「子育て」「教育」そして「ⶕ渵」「介饦」「捇害」、そして先ほど述べま
した「農業」を持続的に䬺大していく。鬦鴤や生産量の䬺大、また産業構ꅎをもっともっと強化し
ていかなければいけないといった課題の中で、私はまず農・福・镸、つまり「農業」と「福獭」と「镸

⩱」で山唛市を推進していこうと思っています。私の政治家としてのモットーは“初心を䗆れない”、
“ぶれない”、“結果を出す”。その結果を出すため、NTT 東日本さんの発案からSUGATAMIを活用
した住民対話会を今年 3劓に開⥎しました。ここでは多くの市民に集っていただいて、山唛市の課
題をいろいろ꿃在化させました。その 1つひとつを真䷳に受け婝め、私ども行政推進を図っている
ところです。

・SUGATAMIを市政に活用する意義について
NTT 東日本さんとは「アグリイノベーション Lab」でずっとお世話になっていまして、農業向

けに開発されたソフトやハードをいろいろ使わせていただいたり、私どもの農業振興にこれらを役
立てたりしています。そして、行政の見える化に役立つSUGATAMIです。行政はやはり見える化
をしていかないと、なかなか市民も私どもも課題に気が付かない。見えてきた課題を 1つひとつ┟
㷟に解決しながら、それを次の世代に渡していくことが大⮗だと思っています。教育の問題、ⶕ渵
の問題、福獭の問題、そして今潂んに行われているデジタル化、そういったことも推進をしていか
なければいけない。さまざまな課題が山畤していますので、1つひとつ┟㷟に課題の見える化を図っ
ていく。市民が安全で安心で、そして、みなさん 1人ひとりが行政に携わっていただけるような、
そして我々はまた市民に寄り庒って、お互いにWin-WinになるWell-being、そういったまちづく
りを推し進めていこうと思っています。

山梨市が推進するスマートシティへの取り組み

냕儒俔ꥒմ㸓卢䄫Ꝏ
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SUGATAMIを用いた活動事例：住民対話会
NTTさまから提案を受けて、これまで地域・住民を主役にしたまちづくりにおける、地域・住民
の幸せ、Well-beingの最大化に関係する取り組みを進めてきました。その取り組みの、まず 1つ
目が住民対話会です（図 4-1）。

儨年、国のデジタル田㏡都市国家構想（以下、デジ田構想）およびデジタル田㏡都市国家構想総
合戦略がꫂ饗決定されました。これにより、本市で策定している総合戦略にも国のデジ田構想瞏を
映させ、国に合わせた改阏を行う必要があります。国のデジ田構想では、人を中心としたWell-
beingおよび持続可能な環境、社会、経済の実現を目埉としており、人（市民）中心のまちづくり
というのは、本市の市長の “現場主義” という理䗻にも合蔹していました。そこで本市スマートシ
ティ推進における現状霼餟を図る中で、まずは地域・住民の幸せ、Well-beingが達成できるまち
づくりには何が必要なのか……こちらを市民と一緒に考える場が必要ではないかと考え、住民対話
会を開⥎しました。これまでも行政と住民が話し合う機会というのはありましたが、その場では単
に要劳を聞くだけになってしまいがちでした。住民対話会はそうではなく、一緒に考える対話を軸
とした形で開⥎し、本市を客镸的に見るツールとして、SUGATAMIを活用したのです。

SUGATAMIは経済や交通、コミュニティ、そして子育てなど、まちを構成する 1�分野を分析し
た都市機能スコアと、市民へのアンケート調査から導き出した住民満足度をもとに住み䢍れたまち
を客镸的に見ることができます。その視点を市民に提供し、対話の土⺫としました。また、市の鬙
政状況も分かりやすく提示して、人口減少や少子高齢化によって、市の鬙政が⹌しい状況にあるこ
と、また、限られた予算から効率よく鬙源を使っていく必要があることを市民に伝えました。こち
らの資料は、実際に対話会で提示させていただいた資料の一部になります（図 4-2）。

մմմմ䄫妨כ┉稇מ縒ֻ⛨妨㵚鎇⚡ꝧ⤹図 4-1

մմմմ���� 䇗䈱の◀畀鿥⮆כ齉䄫嚀耆٬嵹餉䈱ׂ־⮆䬠炐┉鼧図 4-2

SUGATAMIを通して山唛市を見た結果、幸福度、Well-being ⥰向が全国䌐㐬に比べて高いこと
が分かりました。都市機能スコアとしては教育、気候変動、エネルギー、そして安全性のスコアが
高く、住民の安全、安心に関わる都市機能が⩩実している状況が分かりました。また、市民は環境
とか、寊、安全性に対して、特に満足している⥰向にあると分かりました。

これらの結果と 2022度予算ꏕ分を含めた分析を行ったところ、これまで市が予算を投じて力を
入れていた割に、人口・こども・子育て分野での住民満足度が⛼い、逆に予算をそこまで投じてい

ꦞ㲯ꥒ鞕մ㸓卢䄫 稀⺬䷓瓀鐐 ♿槆䷓瓀䥵䎎 ╚♳

雨宮（映像出演）：改めましてSSPPにご来場のみなさま、こんにちは。山唛市 総合政策課の곝㵢です。
本日は山唛市の取り組みとSSPP 活動、そしてSUGATAMIに対して感じていること、今後の展劳
などについて話をさせていただきます。祔単に自己紹介になりますが、私は 2015年に山唛市役所
に入庁しまして、現在 9年目となります。今年度から新たに新設された総合政策課に異動して、市
の総合計画や総合戦略の改阏を担当し、✶せて、NTTのみなさまの力を借りながら、本市のスマー
トシティ実現に向けて現在取り組んでいます。

それでは早ꅋですが、本市の取り組みにつきまして話を進めます。山唛市は 2020年度から
SSPPに参画しています。2020年度および 2021年度においてはコロナ珺の影響もあって具体的な
取り組みはなかったのですが、2022年度からSSPPの取り組みであるSUGATAMIの活用について
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なくても気候変動対策や、エネルギー、住宅分野などでは住民満足度が高いといった、これまで気
が付かなかったことが可視化されました。このことから、限られた予算を最も効率的で効果的なと
ころに⩩てるためには、SUGATAMIのようなデータを使った䭰ꓹが役立つと考えています。
　また、対話会に参加した市民からは、「市民ニーズと施策がかみ合っていないのかもしれない」「満
足するというよりも、今の状況を当たり前に思っているのではないか」といった意見や、対話会で
共有したデータは住民の満足度などの意見も映されていることから、「住民の思いをもとにした、
独自のまちづくりへのきっかけになるのでは」といった㛽も上がり、市民目線でもこうした䭰ꓹが
まちづくりへのヒントになり䕑ることが明らかになりました。今回の対話会は初めての取り組みで
ありましたが、市民中心のまちづくりを推進していく第一歩になったのではないかなと考えていま
す。市民からも㟱評をいただいた対話会は、市と市民の方にとって有意義な機会となりましたの
で、次回の開⥎について現在検討しているところです。

SUGATAMIを用いた活動事例：職員ワークショップ

雨宮：次に 2つ目の取り組みとして、自治体職員同㛶のワークショップを紹介します。先ほどの住
民対話会を行う中で、Well-beingなまちをつくるには、まずは職員がこのWell-beingとは何なの
かを理解しなければならないと考えました。䚷ずかしいのですが私自身、今年度異動して初めてこ
のWell-beingという言葉を知りました。そこで、山唛市がめざしたいWell-beingとは何か、その
ためには、どのような取り組みが効果的なのかを考えるために、「市民に共通する幸せの最小単位
を見つける」「山唛市らしいWell-beingを問う」というテーマでさまざまな部署の職員を募り、職
員同㛶でのワークショップを行いました（図 4-3）。

մմմմ鼧糓嘦了ג舅媩⛮绷⺱㚖のؠ٭٠ショッوꝧ⤹図 4-3

ここでは、ワークショップを専門的に学んでいる県内の大学生をファシリテーターとして䬲き、
Well-beingを学ぶためのツールとして、SUGATAMIを活用させていただきました。ワークショッ
プを行う中で、一職員として、また一市民として、そして初めて山唛市に来た人から見えてくる、
山唛市の땋力、強み、䒘み、を出し合い、山唛市の新たな発見を見出す場ともなりました。参加し
た職員からは「市で働いているが、市を客镸的に見たことは初めてだった」「䒘みを改ㄌするため
に新しい施策を考えがちだが、実は山唛市の強みを⛞ばしていく施策も重要なのではないか」といっ
た意見が出されました。また、「このSUGATAMIを福獭や镸⩱、学校現場などの分野で活用すれば、
各分野における課題解決策の発見や、子どもたちのꌢ土䠀の꒼成などにもつながるのではないか」
といった㛽も上がりました。こうした勉強会も初めての取り組みでしたが、住民対話会と✶せまし
て、Well-beingなまちづくりを進めるための第一歩になったと感じています。今後の開⥎につい
ては改めて検討となりますが、個人的な意見でいえば、例えば入庁した新人職員の最初の研修とし
て行い、これから自分たちはこういうまちで働くのだという霼餟を持てるようにするなど、新たな
職員研修の一環として実施できればいいなと考えています。
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SUGATAMIの可能性とSSPP 活動の期待感

続きまして、SSPP 活動とSUGATAMIに対して感じていることについて話をさせていただきま
す。SUGATAMIは、このまちを構成する 1�分野の䭰埉ですとか、そういったもので今現在の地域
が䫱える課題や新たな発見ができる、それらを市民に分かりやすく伝えることができる、それらの
ことが今までの取り組みを通じて感じました。また、都市機能スコアと住民満足度に䈼があるもの
が山唛市のギャップだと捉え、市が市民にもっとアピールしたり、市民が市にさらなる機能アップ
を寛めたりといった動きにつながるのではないかとも考えています。さらに、SUGATAMIには幸
福度䭰埉も含まれていることから、地方自治体の共通課題である、限られた予算をどこに投じれば
住民ニーズに合った事業を行えるのか、どう債存事業の見直しを行うかなどを図る際、まちの姿見
として活用できます。SUGATAMIは、市民が住みやすく住んでいてよかったと思えるWell-being
なまちづくりを推進していくための 1つのツールとして活用できる可能性は大きいと感じておりま
す（図 4-4）。

しかし、山唛市のスマートシティ実現への取り組みはまだまだ始まったばかりです。これから 2
歩、3歩と歩んでいくためにも、みなさまの力を借りながら進めていきたいと思っています。どう
ぞよろしくお願いします。

最後に今後の展劳、これからの期待について。山唛市の取り組みの紹介で債に述べましたが、
SUGATAMIはあらゆる分野・場面で活用できるのではないかと考えております。例えば、行政職
員として自らのまちを知り、まちづくりに従事する行政職員全体の意餟改긞を図ることを目的とし
た研修の一環として活用する。また、教育の一環として、今回のようなSUGATAMIを活用したワー
クショップを、学校現場で生䕉同㛶で行い、ꌢ土䠀の꒼成を図るなど。

山唛市は눢都㏝に近いということもあって都市部への人口流出による人口減少があり、特に若い
世代の人たちが減っています。そうした面からも自分たちの住んでいる地域の땋力とか、子どもた
ちならではの視点でまちづくりを考えてみるなど、子どもたちのꌢ土䠀の꒼成にもつながるのでは
ないかなと感じております。それ以㜽でも福獭や環境、ꮐ捇分野などに分けて、SUGATAMIを活
用した住民対話会を開⥎するなど、さまざまな世代にとって満足度の高いまちづくりへの取り組み
を行っていきたいと今後も思っています。

以上をもちまして、講演を終◗させていただきます。ご庣舌ありがとうございました。次にSSPP 活動のポテンシャルについてですが、地方の課題を行政だけが行うには限界があり、
NTTをはじめとする企業のみなさまの力をお借りする官民連携での事業は必꽆のものと言えます。
コロナ珺を経てデジタルの力は䙊ꅋに加ꅋしていますから、これからの時代にデジタルで地域課題
を解決するには、SSPPの活動は地方自治体に、とても心強いと感じています。今回、山唛市で 2
つの取り組みを行いましたが、NTTのスマートシティ担当のみなさまや、山唛支店のみなさまの
おかげで、本市のスマートシティ実現に向けた取り組みの第一歩を鵕み出せました。

冒頭にも述べましたが、私自身、今年度異動してきて右も左も分からず、どのようにこのSSPP
の取り組みも進めればよいのかと、正直䜪みました。その際も担当のみなさまからこれまで行って
きた内容やアドバイスをいただいたり、今後の取り組みの方向性について一緒に考えたり、そうし
た伴走スタイルでのフォローのおかげで今日まで取り組みことができました。大変感颍しています

（図 4-5）。

մմմմ46(A5AM* ע 8FMM-CFinH 図ח䏔玮מ㛻ַמの䫟鶟ׂטהױם 4-4

մմմմ4411 孨Ⳃ־׆עの舅媩⛮孨Ⳃיַֽמ䑏䍚ַ☼磝ײ図 4-5
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人材育成

山本恭子
日本電信電話株式会社 執行役員 総務部門長

プレゼンター

片岡直之
NTT DXパートナー DXコンサルティング部 シニアマネージャー

スピーカー
Sustainable Smart City Partner Program Forum #02

「“地域を主役としたサステナブルでWell-beingな” まちづくり 2023 ～模索と未来～」

NTTグループにおける
人づくり
まちづくりソーシャルデザイナー
への期待
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山本：みなさま、こんにちは。そしてオンラインでご視舌のみなさま、こんにちは。NTT 持株会社
の総ⳡ部門の山本です。今日はみなさまに話ができる機会をいただきまして、本当にありがとうご
ざいます。

私の話の前に、祔単に自己紹介をさせてください。私は 1992年の入社で、今までのキャリアの
うちの 15、6年ほどを人事部門で過ごしています。それ以㜽ではㅰ業部門や地域の支店長をⳡめま
した。地域とのつながりでいいますと、東日本大괬捇のときに私はNTTコミュニケーションズの
東ⵌ支店長として♖⺫に濪⚈していまして、みなさまの復興支䴈のお手伝いを事業の再興ととも
に一緒に過ごさせていただいたという経験をしています。直前までNTTコミュニケーションズの
ヒューマンリソース部長をⳡめて、2022年 6劓から現職のNTT 持株会社へ移り、人事や総ⳡなど
を所䱋しています。

ここから祔単にNTTグループと、私どもの人材のポリシーを紹介した後、今日のテーマ “まちづ
くりと人づくり” について共有を進めます。

社会・産業のDX ／データ利活用を下支えする

NTTグループは持株会社体⯜を取っています。持株会社のもとにICT 事業およびモバイルを担
当するNTTドコモグループ、そして地域密濪型のビジネスを推進するNTT 東日本・NTT 西日本、
それからグローバル・ソリューション事業を展開しているNTTデータグループ、そして不動産や
エネルギーといった事業グループを䫱える庋成体です。NTTグループ全体では従業員が 33万人を

そのトランスフォーメーションの今後のプランが、今年の 5劓に発表した新中期事業戦略
「NeX value creation � Sustainability 2027 QoXered by IOWN」 で す。IOWNと い う 新 し い
通信技術を使って新たな価値創ꅎをしていこうということです。その基本的な考え方として、

「NTTは䮄戦し続けます　新たな価値創ꅎと地球のサステナビリティのために」と宣言しました。
やはり日本の経済・社会、そして世界のサステナビリティを支える存在であり続けたいと思い、こ
ういった基本コンセプトを掲げています（図 5-2）。

取り組みの叻はいくつかありますが、その中心を「新たな価値の創ꅎとグローバルサステナブル
社会を支えるNTTへ」と表現し、その中の꽃目の 1つに「社会・産業のDX ／データ⯈活用の強化」
を䮕げています。まちづくりやスマートシティのコンセプトはここに入っていて、こちらがその
ブレークダウンです（図 5-3）。

NTTグループの事業、まちづくり、人材育成

㸓儖䕗㯸մ仼儖꧅⟓꧅鎇劔䌋⚡炘 㓴车䏔 稀ⳉ鼧ꝛꝎ

մմմմ二╈僿◄哅䡵樋ך㲚銧ْגッة٭ج図 5-2 մմմմ/55 のײ磝ם釐╚״ֿو٭ルء � ֿח
ィطシع٭スׂُטהױ
図 5-3

超えており、そのうち日本にいるのが 19万人、この人材で日本の社会を支えていこうと日々寽を
かいています。

NTTの発足は 19�5年です。そのときは、みなさまのイメージのとおり괎話の会社でした。そこ
からさまざまなトランスフォーメーションといいますか、事業の転換を歩んでいます。今ではこち
らのグラフ（図 5-1）、一番右側ですけれども 2022年現在、꼞㛽괎話は、全体の㛿上のうち 15に
緐んできています。それ以㜽のIPネットワークやパケット通信を足しても、通信事業は全体の �割
ぐらいの㛿上です。このように、実は事業の中身を䕇々に変えながら、それこそトランスフォーム
をしながら、みなさまと一緒にこの日本の社会を支えていきたいという意餟で事業をㅰんでいます。

մմմմ二╈僿◄哅䡵樋ך㲚銧ْגッة٭ج図 5-1
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従業員 1人ひとり、キャリア、自分の働き方、働きがいを自律的に考えていくことが必要だと思っ
ています。会社に入っていろいろな経験を畤みながら、勉強をし、時には㝤侵もしながら成長して
いきます。振り返りをして、いろいろな啴ⷴしをしてみてから、また新たなチャレンジの機会を䕑
ていく、このサイクルを回しながら、専門性も上がり、働きがいや成長実感、そしてワクワク感が
上がっていくこと、これがEXを高めていく上でのꞆだと思います。その多様な人材の 1人ひとり
がこの成長のサイクルを経験できるようにサポートするのが、私たち人事部門の役割だと霼餟をし
ており、そのサポートの全体像がこちらになります（図 5-6）。

մմմմ䏼哅⛮꽦&9ֿ磬岷٬炘⚡מ㞐䐠梪のスパؕٚル榟׳図 5-4

մմմմ䏼哅 � 䡗Ꝏのꐶ図ֿנꄆײの犉ةンٝٔزの⟣穒כץ☔ 5-5

մմմմ䏼哅 � 产瓀図◄☔ع٭َئの䡗Ꝏכץ☔ 5-6

社会・産業のDX ／データ⯈活用の強化をしていく、AI・ロボットを活用しながらソリューション
を提供し、国内で、グローバルで生活や社会を支える産業を変긞していきたいと考えています。こ
の分野の中に “まちづくり” がありまして、デジタルを強みとしながら、あらゆるステークٌルダ
のみなさまが凰らしやすい、そしていい幸せな環境をつくれる “Well-being society” をつくって
いきたい、貢献をしていきたい。投資も行います。スマートシティはとても重要な、そして日本を
元気にするプロジェクトの 1つであって、今日のテーマとも非常に関係ある分野だと思います。

■従業員体験（EX）を中心に据えた人材ポリシー

まちづくりは大事です。けれども、これを技術やソリューションありきで考えるというのは、や
はり違うと思っています。やはり、“人”、“人材” が生み出す価値が最初にあるべきだと考えます。
ここで、私どもNTTグループの人材ポリシーについて共有させてください。

まず、NTTグループは通信が玆業ですが、通信以㜽の事業分野に䬺大を進めています。通信
はどちらかというと機械で儲けるイメージのビジネスモデル、これに対して通信以㜽の分野、ま
ちづくりもそうですが、それは人が価値を生み出す世界なのです。だから、お客さまに新たな感
動をお届けする、あるいは地域のみなさまに新たな価値をお届けする、そうした世の中に価値を
お届けする原動力となるのは、やはり人だと考えています。私たちは、従業員体験＝EmQloyee 
ExQerienceと言っていますが、従業員体験を人材ポリシーの中心に䰕えています（図 5-4）。

図の真ん中に先ほどご鞃明した従業員の経験のサイクルが書いてありますが、そのサイクルをサ
ポートするための施策が上と下の段にあります。上段は社員のみなさんの成長を支䴈する施策です。

この図でぐるぐると焌ⷦがありますが、まず多様な人材がいるというところから出発をし、多
様な人材 1人ひとりが働きがいとか成長をしていくことによってEmQloyee ExQerience、従業員
体験としていい体験をしていくこと、これが大事だと思っています。なぜなら、それがCustomer 
ExQerience、お客さまにお届けする価値の向上につながっていく一番源になるものだからで
す。従業員の体験がもとになって、お客さまにいい価値をお届けできる。いい価値をお届けでき
ると、事業も成長し、社会も発展をし、そしてその環境がまた人材、私たち従業員が働きがいを
䕑て新たな経験をする、とまた還ってくるのです。こういった㟱循環をしていくことが必要で、

この㟱循環をつくりたいと思っています。人が起点にあって、従業員体験が高まることによって
お客さまにいい価値をお届けし、それが社会につながり、その環境がまた人材、私たち人の働
きがいや成長につながっていく、そんな㟱循環をめざしたいということです。その EmQloyee 
ExQerience ＝EXを高める上でのꞆがこちらになります（図 5-5）。
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人事⯜度の見直しから始まり、研修のサポート、そしてキャリアのコンサルティング、手を䮕げて
異動できる⯜度、社内でⰶ業ができるダブルワーク……そんな⯜度をつくりながら社員のみなさん
の成長をサポートしています。

下段は、働き方の多様性を高める、働く環境を整備していく施策です。私どものニュースリリー
スなどでご存知かもしれませんが、住むところ、㺇住地を自由にしようというリモートスタンダー
ドの取り組みや、リモートワーク、育児や介饦を前提にしながらも存分に働くことができる⯜度の
見直し、といった施策を進めています。

そういう意味で、社員のみなさんの経験サイクルを成長支䴈の面と働く環境の面、両方からサポー
トしていこうというのが私どもの人材施策の全体像になります。

例えば、人事⯜度を専門性重視の体系に見直しました。後ほど研修を受けた方を紹介しますが、
新たな事業分野にチャレンジをするときに、やはり専門性はとても大事です。そこで、この �劓に
専門性を軸に人事⯜度を見直し、入社した年次や経験年数ではなくて、専門性の高さで僰格をして
いく、お給料が上がっていく、そんな仕組みに変えました。実力主義ではありますが、チャレンジ
する従業員へ最大限報いていきたいと思って⯜度変剳したところです（図 5-7）。

従業員の研修メニューは約 650講䍴を準備しています。先ほど述べた専門性をサポートする研修
もあれば、コアスキル的なコミュニケーションのスキル、ネإシエーションのスキルだとかを学ぶ
ような研修メニューもあります。さらに、自分のキャリアをどうしたらいいか分からないとꃞいが
ある従業員が多いと思っており、グループ横偂でキャリアコンサルティングのサービスを始めまし
た。

これはJob Boardと言っているのですが、常に人を募集するポストや部門が、掲示卆にアップさ
れているイメージをお持ちいただけますでしょうか。そこを見ればいつでも、どこで人を募集して
いるというのが分かる、社内で手を䮕げて面接を受けて合格すれば異動できるという仕組みで、事
業会社をまたがって異動することができます。NTTグループは裾野が広いですから、例えばまち
づくりをやりたいといったら、そこに手を䮕げて異動できる、そんな仕組みを整えています（図
5-8）。

մմմմ掂䙫のֵ䏼哅מ㵚מׂטהױי䑒釐ם㵠ꝛス؞ル굺䡗図 5-9

ここからはまちづくりに関係した話をします。やはり、まちづくりは人づくりからだと思ってい
ます。なぜなら、デジタル技術やソリューションパッケージをいくら持っていても、まちをこうし
たいという強い思いがないと、仲間は集まらないし、みなさんが幸せになるようなまちづくりはで
きません。なので、人づくりが必要だということに思い当たり、ソーシャルデザイナーを育成して
いこうという取り組みを儨年から始めました（図 5-9）。

մմմմ㵠ꝛ䓪の냕ַ☔免魶⭳斤ַյ䏼哅の舅䏱
氳ؓٛٔ؞ם䎬䡗䫟鶟
図 5-7 մմմմ䙫培氳ם䏼哅כ☔免姲״绷㕙׃םחכ

䈱⯆ءンزッُهョة
図 5-8

地域のまちづくりに貢献するための
人材育成プログラム

この取り組みは「まちづくりソーシャルデザイナー育成プログラム」と⽿んでおり、一部のコー
スではUDCイニシアチブのみなさまと連携したプログラムも提供しています。NTTグループの人
材育成プログラムの一環として、専門人材の育成、専門性を高める施策のひとつに位置づけていま
す。

まちづくりソーシャルデザイナーは生活者視点を大事にしながら、まちづくりの上流工程から
参画をして、あるべき社会のシステムの姿・ビジョンを描き、さまざまなステークٌルダを䉌き
込んで合意を形成しながら課題を解決していく、そんな人材づくりをめざしたプログラムです。
Digital、Area、Social、Green、Business、5つのカテإリがあり、そのカテإリごと多くの専
門家にⶾ力をいただいてプログラムを展開しているところです。この研修プログラムの受講状況に
よって、5段階の霼定をします。現在、NTTグループ全体で �7�名の受講者が何らかの段位霼定を
受けています。
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セッション：まちづくりソーシャルデザイナーの紹介

山本：このプログラムに自分で手を䮕げて参加された方をご紹介します。曩㼾さん、どうぞこちら
によろしくお願いします。では、ここから対鞻で進めさせていただければと思います。
　曩㼾さん、ソーシャルデザイナープログラムに参加された経験を鵕まえながらお話を聞かせてい
ただく前に、まず、自己紹介をお願いできますか。

片岡：NTT DXパートナーの曩㼾直▆です。よろしくお願いします。NTT DXパートナーという社
名を今日初めて聞く方が多分大多数かなと思いますが、設立から今劓でまだ 1年と 10カ劓になる
若い会社です。地域の個性が齇いて䠀濪が持てる世の中をつくろうというビジョンを掲げて事業を
行っています。地域の住民、企業、自治体のみなさんが本当に地域を䠀して、地域のために自走で
きることの世界镸をおこがましいのですが、つくりたいなと思っています。

具体的には 2つぐらいの事例がありまして、1つが山唛県でDXを推進支䴈する場づくりです。
地域の産業振興のためにDXについて学び合う場を、県や地域の経済団体、地ꗯ、NTTグループだ
けではなく地場のベンダも入っていただき、⪪䌐性を保ちながらみんなで 1カ劓に 1回学ぶという
ようなコミュニティです。もう 1つは新愛県の✀渡市で進めている学生と連携したまちづくりの支
䴈です。新愛大学と✀渡市と一緒に学生にデザイン思考などのフレームを学んでいただき、学生な
らではのアイデアを✀渡市の地域企業と一緒に解決していく取り組みをしております。

プログラムの中身、例えば 5つのカテإリのうちAreaに当たる、アーバンデザインマネジメント
コースを少しご紹介します。こちらは、特にまちをフィールドに将来のビジョンや戦略を描く上で
の必要な視点・知餟を身に付け、そして、さまざまなステークٌルダとの連携によってプロジェク
トを進めていくための体⯜の理解、やり方を学ぶというコースです（図 5-10）。

この図の下のプログラム内容をご覧ください。まずウェビナーではさまざまな専門家、各地の
UDCのディレクター、㜽部講䊘などのⶾ力をいただいて、まちづくりプロジェクトの企画、推進の
最前線の知見を舌講します。次にワークショップです。今回は実践の場として、救本をフィールド
に設定しました。そこで実践のノウハウを学んでいく、そんなコースになっています。

さらには、ワークショップで提言をしたさまざまなことを、今度は実際の場に行ってフィードバッ
クをいただく、そしてインストールを実際にしていくということまでつなげていければありがたい
なと思っています。

մմմմؓف٭ンデؕاン٬ُネْةン٭ؤعス図 5-10

撴㹭泡╮մ/55 %9 パ9% ٭ػع٭ ٭ٔة٭ネُؓؼ鼧 シءィンطルئンؤ

山本：ちなみに、曩㼾さんはNTT 東日本に入社されて、このDXパートナーに 1年少し前に入られ
たということですね。

片岡：はい、ほぼ初期メンバーです。
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山本：では、少し質問をしながら進めましょう。今回の育成プログラムに参加したきっかけをまず
教えていただけますか。

インが研究されており、人とのつながりや子どもとの交流、歩きやすさ、糽などの镸点からまちづ
くりするなど、ハード面だけでなくソフト面を⩩実させることにより、介饦予ꮐにつながり、まさ
に持続的なまちの実現をめざしていることを知りました。

もう 1点は、救本市でワークショップをやったことです。私はもともとNTT 東日本の社員でし
たが、私どもNTTグループには、まちづくりを業とするNTTアーバンソリューションズや社有不
動産など、いろいろなアセットがあり、そのアセットを活用して救本市をよくするために私たち自
身がどうすればいいかということを考えました。通信だけでなく、例えば研修で対象としたのは
NTTの病院です。ワークショップでは、人間ドックとデータ、不動産を組み合わせて、NTTらし
いまちをどうつくっていくかということを検討しました。

片岡：まちづくりの業ⳡに携わってちょうど 1年ぐらい経ちますが、それまでは私自身、通信の技
術・経験しかなくて、そもそもどうまちをよくしていくのかを体系立てて分かっていませんでし
た。NTT DXパートナーは会社のビジョンとして地域に䠀濪が持てる世の中をつくりたいと言って
いますので、私自身、これをきっかけに体系的に学びたいと思いました。また、NTTグループと
して、どのようなアセットがあり、どのようなまちづくりを実際やっているのかを理解することで、
NTTグループとしてのシナジーも発䳼したく、学びたいと思いました。

山本：そうですね、牞かにNTTグループは技術もソリューションもいろいろなパッケージを持っ
ているのですが、そういったものを地域のみなさまにフィットする形でご提案するのは私たちです
からね。曩㼾さんがまずこういったプログラムで学ぼうと思ったということが、とてもありがたい
です。プログラムに参加して、学びでプラスになったこととか、やはりよかったなと思うことは何
かありますか。

片岡：2点ほどありまして、1つは知餟の点ですね。新たな社会としてSociety 5�0といわれていま
すが、それは人間中心の社会をいかにつくるかということだと改めて思います。まさにこのSSPP
のプログラムでいろいろな有餟者の意見を聞かせていただいたので、それが非常に学びになりまし
た。

具体的に例えば、名⺜屋市の꜇二┟目の案⚂や、莈掣筶に向けて地域の住民がどういう形でよく
していこうかと自発的に関わる事例とか、䌞少期、子どもが生まれて保育㏡に通う時期から脚後ま
で、人の一生のライフサイクルを捉まえてまちをどのように良くしていこうかといった事例など、
住民主体のまちづくりが日本各地で行われていることを知りました。また、⣌䎘と都市機能のデザ

山本：局蕪もあちこちありますからね。局蕪を活用した提案みたいなことができるかもしれませんね。

片岡：そうですね。研修では局蕪をリノベーションして、ワークスペースと人間ドックとを✶用す
るような、まさにウェルネスツーリズムをきっかけに地域の人とつながる仕組みをつくり、関係人
口を増加させる企画を提案しました。

山本：そういった実践の場が設定されて、ワークショップでいろいろな饗論をして、改めてNTT
が持っているアセット、それは人も不動産も両方ですが、全部ミックスをして提案材料を考えてい
くという工程はやはり勨上では䕑られないものなのだろうなと見ています。

片岡：はい。勨上ではなく、実践の場で考えて闑れ合うことで、やはり、人と人とのつながりが大
⮗であると改めて思いました。地域の人が何を寛めていて、何がしたいのかをわかることが大⮗で
すし、地域の人と救本を陧れる人がつながることにより、また救本に来たくなるとか、人とのつな
がりがとても大⮗であることが分かりました。
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山本：結構、インタビューとかもされたりしているのですよね。

片岡：そうですね。仕事で日常的にやっていますし、研修でもやりました。

山本：分かりました。では、まちづくりのやりがいについて聞かせてください。

片岡：今までのまちづくりというのは、自治体やデベロッパーさん主導とか、東京だとꖗ道会社主
導とかでまちをつくっていたと思います。ただ、NTTグループというのは不動産も持っています
し、かつデータやデジタル技術を持っています。あと、各地域でNTTグループに従事する人がい
ますよね。ですので、ある地域の個性が齇けば、それをうまく♑地域にも連携・展開できるという、
NTTならではのまちづくりができるのではないか、それぞれに齇くまちを下支えできるのではな
いか。そういうところをやってみたいなと、これが、やりがいになっていると思います。

山本：今、下支えというワードをいただきました。NTTグループの社員のみなさんは本当に、社会
に対してどう貢献していくかということを常に感じ、それをやりがいとして持っている方が多いので
すね。それは通信事業がもとにあったからというのもありますが、そういった意味でまちづくりとい
うのは、下支えをしたい、下支えをするNTTには、とてもいい貢献ができる場なのかなと思いました。

片岡：NTTだからできることでいえば、地域には必ず支店があり人がいて、地域と一緒にできる
というのがNTTのメリットだなと思います。

山本：そうですね。また、NTTがNTTがというのではなくて、地域のみなさんが主役で、そこに
はさまざまな年代の方がいて、地域による固有の課題があって、というところに寄り庒って下支え
をしていく存在であり続けられるといいですよね。

片岡：そうだと思います。

山本：最後に、今後の曩㼾さんの目埉を聞かせていただきましょう。

片岡：地域のまちづくりは、NTTが前に出るところではないなと本当に思っています。それをサポー
トする役目になるべきであって、データやデジタル技術を活用してNTTグループのアセットなど
を活かし、地域の住民や企業、自治体が一体となり、良いまちをめざして持続的に自走できる仕組
みをつくることが私どものミッションと考えています。

その実現に向けて、まずは私自身、例えば✀渡市や山唛県などの地域でモデルをつくろうと思っ
ています。そこで地域が自走できて、みんなが幸せになるような取り組みができた冨には、NTT
東日本・NTT 西日本と連携して、各地域の個性を活かしながら展開していくことで、地域の住民
や企業が主体的に活動し、循環し共生する地域づくりを共創的に、一緒に取り組みたいと思ってい

ます。それが当面の目埉です。

山本：地域が自走できるようにお手伝いをするということですよね。従業員体験の話に戻りますが、
やはり曩㼾さん、今とてもいいExQerienceをされていると信じています。育成プログラムに参加
して、そしてソーシャルデザイナーとしてチャレンジを始められているわけで、そういった意味で
やりがいや成長を感じていらっしゃるのではないでしょうか。曩㼾さん自身がいいExQerienceを
されることが、社会全体のExQerience 向上につながります。それが、NTTグループという事業体
の成長にもなりますし、企業価値にもつながります。最終的にはWell-being 社会、サステナブル
な社会への貢献につながっていき、そんなことを繰り返していくことで、また私たち従業員が成長
できる新たなフィールドが生まれていきます（図 5-11）。

մմմմׂטהױ孨Ⳃ鬨מյ䏼哅舅骰הױ炘⚡䡗Ꝏַי
僿䏨כ׆ׂ
図 5-11

NTT グループ中長期事業戦略
IttQs���HSoVQ�ntt�KQ�iS�NHt�NBnBHFNFntstSBtFHZ�

株式会社 NTT DX パートナー
IttQs���XXX�nttEYQn�co�KQ�

Section5：関連 URL

人が起点の㟱循環をめざして最終的に企業のみなさま、自治体のみなさま、そして住民のみなさ
まにとって幸せな、そしてサステナブルな社会ができるように、引き続きNTTグループ全体とし
ても貢献をしていきたいと思います。そして、曩㼾さんみたいにチャレンジをされる従業員がこれ
からも増えていくことが、私どもの中期の成長戦略そのものにつながっていくとも思っています。
どうぞこれからも仲間を増やしながら、ぜひご活鹀をお願いします。

片岡：ありがとうございます。

山本：では、みなさま、今日はご庣舌ありがとうございました。
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後藤：「チーム旭川の䮄戦　デザインを活かした持続可能なまちづくり」について話を進めますが、
まず、自己紹介を順番にさせてください。

石 田：こんにちは、ⵌ嶮道旭川市から来ました総合政策部 政策調整課の焪田です。先日、
SUGATAMIのレポートをいただきまして、これから、このチーム旭川でどういったことができる
かを検討していくことになります。本日、先進自治体のみなさまと意見交換をさせていただきまし
て、債に旭川市のまちづくりにⶾ力してくださっているみなさまの知見もいただきながら、よりよ
いまちづくりを進めていきたいと思っています。本日はどうぞよろしくお願いします。

青木：こんにちは、NTT 東日本 ⵌ嶮道ⵌ支店の귱木です。NTTとして技術的な面だけではなく、
下支えできるようなことは何でもⶾ力しながら、チーム旭川として一緒に頑張っていきたいなと
思っていますし、市民として、20代の代表として意見も出しながら、嚝しくこのSSPPを進めてい
ければなと思っています。よろしくお願いします。

後藤：旭川市 経済部 産業振興課の後藤です。私から「デザイン都市あさひかわ」の取り組みにつ
いて鞃明をさせていただきます。主に今日、�つの話をします。1�デザイン都市あさひかわについて、
2�あさひかわの活動について、3�なぜSSPPに取り組もうと思ったのか、�� SSPP 活用に向けた取
り組み、です。

デザイン都市あさひかわの現況と取り組み

後藤：旭川市は、ⵌ嶮道の中㝠に位置し、周りを山に囲まれています。人口は 32万人、川が多く、
162の岉川があり、ⵌ嶮道갪一の甮作産地です。日本の最⛼気廛マイナス �1�1度を阾ꜗしつつ、最
高気廛は 36度と、非常に㶮凇䈼が大きいです。

旭川市のデザインの婹⺮は、1975年のデザインシンポジウムがスタートになります。1990年か
ら 3年に 1度、国際家具デザインコンペティション旭川を開⥎し、202�年で 12回目を迎えます。
若手の家具デザイナーの登皲門といわれ、これまで約 50カ国から 9500⚂近い応募があり、50以
上の作が鏫化しています。また、旭川市は 1997年にデザインビジョンを作成し、デザインに
対する市民への普及ヂ発を図りながら、地域産業へいっそうのデザイン導入を図っています。2015
年からは、これまで旭川家具工業ⶾ同組合が実施していた家具産地展を「あさひかわデザイン
ウィーク」と名璻を変え、2021年から、オール旭川でデザインイベントを開⥎しております。こちら、
2021年の国際家具デザインコンペティションの入賞、入選作です。このうちのいくつかはカ
化されています（図 6-1）。

 旭川デザインセンターは、旭川家具工業ⶾ同組合がꆻㅰする施設です（図 6-2）。ヒストリールーム
や、ものづくり体験ができるラボ、作が買えるギャラリーを備え、市内の家具メーカーがそれぞ
れブースを持ち、旭川家具の発信を行っています。

このスライド（図 6-3）の左側は、旭川뉭の構内です。建築家の内藤䏺さんが設計した뉭で、뉭
構内には市民の䤣いのため、旭川家具を体感できる場を設けています。右側が、あさひかわⵌ䔅都
ガーデンです。旭川市は、뉭のⷁ側にガーデンが広がっている、都市と自然が調⾔したまちなのです。

デザイン都市あさひかわについて

䏲諰　䞣մ
伅䃷䄫 磬岷鼧 榤哅䨕艄鐐

ꪂ儒葏䑩մ
典仼儖꧅⟓꧅鎇劔䌋⚡炘 宾鷹䶹䈘

溍榹泡硔մ
伅䃷䄫 稀⺬䷓瓀鼧 ䷓瓀鐧丝鐐

մմմմ㎁꤀㳃⪮デؕاンؤؘؓنンًطィション伅䃷
⪌韛յ⪌鹟⛼⿁���� 䇗
図 6-1 մմմմ伅䃷デؕاンجン٭ذ図 6-2

մմմմ伅䃷껬の啶⫂䄅־ץֵכ䎷齉٭؝デン⺓図 6-3
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旭川市がデザイン都市を推進する上で、氰韆は行政ですが、行政のみでは、地域にデザインの嶰
透を図れないということで、活動の推進嬎体として、産学官金であさひかわ創ꅎ都市推進ⶾ饗会を
立ち上げました。ⶾ饗会では、自然・人・文化で育む「デザインの喖」を創出するという理䗻を掲
げて、さまざまなデザインを活用した種を育てながら、デザインにより旭川で市民が幸せに凰らし
ていく活動を推進します。デザインは広義や栄義の意味でいろいろな解ꓡがありますが、デザイン
は思いやりだと思います。ビジョンを持ちながら、産学官金が連携し、ユーザー視点でのまちづく
りに取り組んでおります。（図 6-6）。

市民の生活や産業にデザインを活かす実践事例

後藤：デザイン都市の活動として、「デザイン都市シビックプライドの꒼成」「デザイン活用の➶進」
「デザイン都市への情報発信」という大きく 3つの叻をもって、我々は事業に取り組んでいます。

我々は、デザイン都市の加潊がإールではなく、スタートと考え、2020年から導入期として、
デザイン人材の育成やセミナーなどを開⥎し、市民への嶰透を図ってきました。これからは、定濪
期として、旭川市民がデザインを活用し、デザインによる効果を実感できるような取り組みを進め
ていこうと考えています。

・取組事例「デザイン都市シビックプライド醸成プロジェクト」
これから次世代を担う若者にデザインを理解してもらう活動をしています。具体的には、⫖子や動

画を作成し、小学校への出前䱅業を実施し、「デザイン」とはというものを畤嚋的に伝えています。ま
た、高校と連携した探寛䱅業を組み、市内の高校生と一緒にデザイン思考で課題解決を考えるワーク
ショップを実施しています（図 6-7）。

旭川市は、2019年にユネスコ創ꅎ都市ネットワークのデザイン分野に加潊霼定されました。
ユネスコ創ꅎ都市ネットワークは、創ꅎ的・文化的な産業によって活性化をめざす世界の都市が、
国際的な連携・相互交流を行うことを支䴈するネットワークです。

2023年 11劓 1日現在で、ユネスコ創ꅎ都市ネットワークは 350都市が加潊し、カテإリは 7分
野に分かれています。このネットワーク、350都市で分野横偂的に連携をしているのですが、�9都
市のデザイン分野では、より密なネットワークになっており、年 1回のリアル会饗の開⥎や、加
潊都市の情報交換や連携したイベントを開⥎しています。国内に創ꅎ都市は 7分野で 11都市あり、
今年、㼾山市さんが文学の分野で加潊霼定を受けています（図 6-4）（図 6-5）。

մմմմ┩槡מ �� 齉䄫ֵٗネスؤデؕاン齉䄫図 6-4 մմմմ㹭㸓䄫のⱶ沾ך㎁⫂のٗネスؤⰨ鵰齉䄫ネッع
עؠ٭٠ �� 齉䄫מ
図 6-5

մմմմデؕاン齉䄫ֵֿ־ץ䫴ׅ杼䒝րデؕاンの叜ց図 6-6

մմմմデؕاンの艄⽏꞊䑏㓷ַデؕاン氳䓙縒굺ֹ嚀⚡㰢榟מ
䬠❠
図 6-7

・取組事例「あさひかわデザインウィーク」
6劓にあさひかわデザインウィークを開⥎していて、2022年のイベント参加者団体は 50でした

が、今年は市内近ꋗで合わせてその時期に、⠨の約 100イベントが開⥎されました。そのほかにも
飲낛店で낛とデザインにまつわるイベントや、ギャラリー展示、ものづくりツアーなど、地域で
デザインが広がってきています。会期中に行われるシンポジウムの日程に合わせてオフィシャルの
交流会goenという野㜽イベントを開⥎しました。あさひかわⵌ䔅都ガーデンセンターを会場に、
道内㜽のデザイナーやバイヤーなど約 350人近くが集まり、普段、東京でしか出会えない人に、旭
川で出会えるというユニークな交流の場となりました（図 6-8）。
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こちらは、喖と木とデザインをテーマにした林業トークセッションです（図 6-9）。全国の林業
が䫱えている課題をデザインで解決できないかということで、パノラマティクス主宰の齋藤窢一さ
んのⶾ力もいただきながらこうしたセミナーを開⥎しました。大阪・関西万ⷆに向けて、万ⷆを加
ꅋ鍮置として活用しながら、林業の課題解決に向けた取り組みも進めています。

このほかにも、デザインウィークには大きなイベントが 2つあり、それが「Meet uQ Furniture 
AsaIiLaXa」と「まちなかキャンパス」です。いずれも 2022年から始まりました。家具の新しい
産地展「Meet uQ Furniture AsaIiLaXa」では、OQen Factoryや工場見学ツアー、Cross TalL、
CocLtail Hourなどを開⥎しました。「まちなかキャンパス」は、高校生や大学生が先生となり、
探寛事業の取り組みを通じて小中学生にデザインやSDGsを教えるイベントです。市内の約 7割近
い高校が参加し、学生ボランティアも立ち上がりꆻㅰに携わるなど交流が生まれています。来場者
も儨年より、5000人増え 6万 �000人となり、市民参画のデザインイベントとして育ってきていま
す（図 6-10）。

・取組事例「デザイン活用促進プロジェクト」
こちらはデザインプロデューサーを育成支䴈する事業です。デザイン都市あさひかわを推進する

ために、その活動を担っていくプロデューサー人材の育成を 2020年から 3年間実施し、50人近く
輩出しています。活動としては、市職員の困りごと相鞻所「ROUND TABLE」を劓に鏿数回開⥎
したり、市やⶾ饗会が主⥎するデザイン研修などのファシリテーションや事業企画、中小企業の
デザイン経ㅰの一歩目を支䴈する伴走支䴈などを実施したりしています（図 6-11）。

・啓発事業／交流事業
2020年からデザイン経ㅰの普及ヂ発のため、瑪でた専門家を䬲臎し、関連する講演会やワーク

ショップを年間 5回以上の꾗度で重ねています。また、デザイン都市情報発信プロジェクトの一環
で、ユネスコ創ꅎ都市ネットワーク都市との交流も畤嚋的に行っています。儨年、ユネスコ創ꅎ都
市ネットワークの 295都市が集まる第 1�回年次総会がブラジル・サントスで開⥎され、旭川市長
が参加し、旭川市のデザイン都市の活動や땋力を総会にて発信しました。また、デザイン都市タイ・
バンコク都知事表敬で教育、镸⩱、産業の連携について話し合いを進めました。そのほか、デザイン
都市ブラジル・フォルタレザとの交流を図るため、デザインウィーク期間中に両都市のクリエイター
によるポスター展を開⥎しました。202�年 10劓に旭川市で、ユネスコ創ꅎ都市ネットワークの
デザイン都市会饗を開⥎することが決まり、この期間中は、�9のデザイン都市が集まって、デザイン
関連施設の視察や活動の意見交換などが予定されています。（図 6-12）（図 6-13）。

մմմմֵ־ץデؕاンؗィؠ٭の僿ꝴ╈מꄇ㛙◫
孱⚡♿槆
図 6-8 մմմմ㎁⫂冷哅の鐐갭鉮婊جؠ٭عגמُ٭طッ

ションꝧ⤹
図 6-9

մմմմ���� 䇗־㡎ג״ � 㛻ؕيンع図 6-10

մմմմデؕاンٞوデٖ٭ئ٭の䏔Ⱏ䥵ֹ☔免罫䡗図 6-11 

մմմմٗネスؤⰨ鵰齉䄫ネッؠ٭٠ع齉䄫כの◫孱図 6-12 մմմմٗネスؤデؕاン齉䄫のⱶ沾 �� 齉䄫ֿ ���� 䇗
�� 僖מֹ
図 6-13
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後藤：我々、,PIを設定する際に、鏫ꅎ出衠꾵や粗付加価値꾵のデータをよく使用しますが、デザ
インが関与することでまちがどのように変わるのか、見える化に課題がありました（図 6-15）。

旭川市は、今年度からチーフデザインプロデューサーに,ESI,Iの焪川さんに㹦⚈いただき、
フードフォレストあさひかわ構想の推進や市広報物のデザインルールづくり、さらに、ビジョン課
題マップツールづくりを行い、デザイン都市あさひかわの未来像に向けてゼロから 1を生み出す取
り組みを、行政と,ESI,Iが一緒になり進めています。デザイン都市として、意餟や環境が変わり
始めているという段階です（編峜：Section3,ESI,I 焪川宋のプレゼンパートも参照）。まちの
デザインですが、これはバージョン 0�2ですが、本市のビジョンや課題を見える化し、まちづくり
のあらゆる階層にデザインを嶰透させる取り組みを広げていきたいなと考えています（図 6-14）。

մմմմׂטהױのֵ꣪㷺מデؕاン寀鵀磝עײ
㡎־ףגזױ
図 6-14

デザインを活かした
持続可能なまちづくりのために

մմմմהױの儔全יז־⺸מデؕاン孨Ⳃ䫟鶟״גの㲊ꄈ鍐❫
ַםֿ
図 6-15

デザインを活用したまちづくりに取り組んでいますが、実際にデザイン活動を推進した際の評
価軸がないことに䜪んでいたとき、パノラマティクス主宰の齋藤さんから、SSPPを赐められ、最
初は何かなと思ったのですが、SSPPがうたう、主役は地域・住民、共創する場、サステナブルで
Well-beingなまちづくり、といった方向性は我々がまさにデザインで進めようとしていることと
非常に合蔹し、評価のものさしになると思いました。そこで、NTTさんに相鞻し、旭川市はSSPP
に参画できることになり、スタートを⮗りました。

まだ我々、SUGATAMIについて本当に勉強をしている最中で、SUGATAMIをこれからいかに
活用していくか、NTTさんと相鞻しながら進めていきたいなと考えています。まちの「いま」を
映す鏡＝SUGATAMIの活用は、Ώ自分のまちのめざす姿と現状を客镸的に䪻䳢・自霼、ΐ住民目
線で特虝・特䖇を活かしたまちづくり、Α地域住民の幸せ（Well-being）の最大化、という目的
で取り組みたいと思っていて、これは旭川市だけではできることではなく、NTT 東日本 ⵌ嶮道
ⵌ支店さんのⶾ力が非常に重要だと感じました。そうした気持ちをⵌ嶮道ⵌ支店さんにお伝えし、
SSPPの活用について相鞻したところ、「旭川地域のためにⶾ力する」と返事があり、この施策の実
現につながっています。まさにNTTさんの下支えを受け、今、我々は新たな一歩を鵕み出しました。

それでは、この後、SSPPの活用に向けた取り組みについて、NTT 東日本 ⵌ嶮道ⵌ支店の귱木さ
んから鞃明をいただきます。
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これからのまちの評価軸をつくるSUGATAMI 活用

青木：今年の 5劓の顔合わせからスタートして、6劓にはSSPPに加入しました。SUGATAMIが届
くまで時間がありましたので、それまでに 2回の勉強会を行いました。勉強会の内容としては、そ
もそも「SUGATAMIとは」「ほかのまちではどのような使い方をされているのか」をまず知ると
いうところからスタートしています。ここでは、第 2回勉強会を少しご紹介したいと思います（図
6-16）。

第 2回勉強会は沼⛣SUGATAMIを用いました。1�分野ごとに旭川市で霼餟している課題を╒べ
てもらい、さらにSUGATAMIの廠定例をもとに職員アンケートを実施して数値化しました。評価
ポイントをつけたものと課題表を䱧け合わせて、結果を表しました。この勉強会の狙いは 2つあり、
まずは活用イメージをつかむというのが 1つ目です。それまでいろいろな活用事例を見ていました
が、実際に手を動かすことで分かること・分からないことが明牞になります。

沼⛣SUGATAMIは行政内部で取ったデータですが、実際に出てくるSUGATAMIは市民の意餟を

մմմմ46(A5AM* ⪮⛮氳ײיז✳מⲰ䍚⚡ꝧ⤹図 6-16

映した㜽から見えるものです。中で霼餟しているものと㜽で霼餟しているものの比較が今後でき
ると思い、その準備としてこういったものをつくりました。これが狙いの 2つ目です。

この勉強会の結果としては、1つひとつの分野ごとで結論を出そうとするのではなく、1�分野全
体を見てSUGATAMIの活用を進めていくのがよいのではないかという共通霼餟が持てました。こ
うした理解を深める会になったと思っています。今後は、内部と㜽部のまちのイメージギャップを
明らかにしながら検討を進める勉強会を開いていきたいです。

後藤：旭川市の未来像実現に向けて、まだまだこれからにはなりますが、NTT 東日本 ⵌ嶮道ⵌ支
店のみなさんと一緒に連携しながらSSPPを活用し、デザインによるサステナブルでWell-beingな
まちづくりに取り組んでいきたいと思っています。

石田・後藤・青木：チーム旭川は頑張るぞ、オー！

旭川デザインウィーク
IttQs���BEXIoLLBiEo�coN�

旭川デザインセンター
IttQs���BsBIiLBXBEFsiHn�coN�

あさひかわ北彩都ガーデン
IttQs���XXX�citZ�BsBIiLBXB�IoLLBiEo�KQ�LVSBsIi�����LitBsBito@HBSEFn�LitBHBSEFn�ItNM

あさひかわ創造都市推進協議会
IttQs���EFsiHn-BsBIiLBXB�KQ�

Section6：関連 URL



Section 7

鈴木昌幸
岡崎市 総合政策部 デジタル推進課 戦略係長

プレゼンター

中川健太
岡崎市 都市政策部 まちづくり推進課 QURUWA 戦略係長 Sustainable Smart City Partner Program Forum #02

「“地域を主役としたサステナブルでWell-beingな” まちづくり 2023 ～模索と未来～」

岡崎市の足跡と挑戦
データ活用が牽引するまちづくり
視野の広がり

自治体事例
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鈴木：よろしくお願いします。㼾䀷市のꖂ木です。

中川：まちづくり推進課の中川です。みなさん、こんにちは。よろしくお願いします。

鈴木：それでは、早ꅋ自己紹介で、突然こんな画像（図 7-1）を出してしまったのですが、私と中
川は、㼾䀷市役所でサッカー部に入っていまして、あれは何年前かな、それこそ 20年ぐらい前

中川：そうですね。ちなみにꖂ木さんがセンターバックで、僕はサイドバックです。ꖂ木さんは頭
がいいのであまり動かないのですが、めちゃくちゃꈌ⮗なコーチングをして僕が動く。僕がめちゃ
くちゃ前方へ上がっちゃうと、ꖂ木さんから戻ってこい！と言われるような、そんな感じの組み合
わせで、ꖂ木さんにはディフェンスのやり方も教えてもらいましたね……ありがとうございました

（笑）

鈴木：いいえ（笑）……去年このSSPPの場で話をした日の前日がワールドカップのドイツ戦の後
でした。今日もサッカーの話から入らせていただきます。 私は普段、市役所の中の鬙ⳡや人事や、
デジタルソリューションなどの資源を最ꈌꏕ分するということを仕事としてやっているのですが、
中川は、まちづくりの現場というか。

中川：自分はかなりどっתりまちに入っていまして、自治会や民間と常にやり取りして、顔を合わ
せて葮を突き合わせながらまちの未来を創ꅎして、⪪民連携でアクションを起こし続けるというこ
とをやっています。

鈴木：ですので、サッカーのときにセンターバックで口ばかり動かして、手はちっとも動かない私
と、それから、逆にサイドから相手のディフェンスを⮗り崩していって、最後には点数を決めるお
蒟立てのところまで行っちゃう、そんな組み立てをしてくれる中川と。

中川：うまいですね（笑）

鈴木：でしょう（笑）

中川：この前段の内容は箖かく打合せしていないですからね、本当に。

まちづくりを企画する側のマインドセット

ꇁ儒伷䇞մ㹭㽂䄫 稀⺬䷓瓀鼧 デذةル䫟鶟鐐 䡵樋➟Ꝏ

╈䃷⢸㜀մ㹭㽂䄫 齉䄫䷓瓀鼧 ׂטהױ䫟鶟鐐 26368A 䡵樋➟Ꝏ

մմմմ㹭㽂䄫䏔䢥ئッカهٚؠ٭のꪫչ図 7-1
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まず、グループワークではなかなか本꼞で話し合えないという㒼根を取っ䩧うため、「E-SQorts
体験」を 1日目の最初に行いました。そして 2日目は、1日目からさらに深掘りをしてチーム一╩
で施策を考えていかなければいけないというスケジュールでしたから、ここでチームの結匙を䍏上
げするための「非霼知能力」活用に臨んでもらいました。この「非霼知能力」は、テストの点で廠
れる霼知能力ではなくて非霼知能力、これは㴓㴹飛行㛶として寛められる行動と心構えをベースに、
集団で何かを成すためにはどういうことを考えていかなければいけないか、どういう能力を⛞ばし
ていかなければいけないかという自己隉偂みたいなものです。こういったものを事前にやってもら
い、この場でお互いに、自分はこういうタイプだからもっとこう頑張りたいんだよねという宣言を
してから、各チームのグループワークに入ってもらいました。

これが非常に大きくⲌを㞍して、事業の理解、そしてSUGATAMI・ISOの鞃明についても、「今
後の活用意向」を聞いた事後アンケートではSUGATAMIで 100、ISOで 90といった非常に前
向きな回瞩が䕑られました。

それから、やはり上滑りであってはいけないので、エリア鞃明とまちづくりについて、私と中川
でまちづくりの現状について話をしました。そして、このプログラムは研修みたいなものですから、
グループワークを経て最終発表を行いました。では成果は何だったのかというと、何か事業ができ
上がったことではありません。こういった場でみなさんが前向きなマインドセットができたことで
す。こう鞃明すると、研修のアウトプットで事業が構築できないのかというような気持ちになって
しまうかもしれません。この研修は、やってすぐに事業が構築できるというよりも、その土⺫をつ
くっているという理解をいただけたらと思います。

・新たな事業構築：①SUGATAMIとともに
このSUGATAMIというものについて、どう使ったらいいのかという㛽が上がることがあります

が、これは第┩者的にこのツールを濡めて、ツールを評価する視点に立ってしまっています。その
視点に立ってしまっては、事業化や活用のアイデア出しに結びつきづらくなります。今日登壇され
た各自治体さんの話にもあったとおり、みなさんSUGATAMIを嚝しんで、面溮がっています。こ
の面溮がることによって何が生まれるか、スライドに順番のフローを書きました（図 7-4）。

鈴木：そんなような役割分担を仕事でもしていますし、サッカーでも 20年ぐらい前からずっとこ
んなことばっかりやっていますというコンビで、今日はお伝えをしたいと思います。

中川：ꖂ木さんとは、仕事でのつながり以前にサッカーを一緒に寽をかいてやっていた関係性があ
るので、本꼞で話せるのはすごくいいことだなと感じています。僕はそのようなフラットで信꾙の
ある関係性づくりを、まちづくりにおける地域とのやり取りの中にも生きていると思います。

鈴木：そんな土⺫を感じていただきながら、具体的な話を進めます。本日は、まず 1つ目に「足鴎
編」、2つ目に「リアルなまちづくり編」、そして 3つ目に「䮄戦編」、この 3つをお伝えしていきます。

足跡編：スマートシティに向けた着実な施策

鈴木：儨年度、㼾䀷市がこのフォーラムの場で何を伝えたかをおさらいしておきます。大きく分け
ると上段 3つ、㼾䀷市のデータ活用、それからSUGATAMI 活用�ISO、そして今後のまちづくり
に向けて、ということを講演しながら、その後のパネルディスカッションで、⪪民学フラットな
場で、まちづくりにおける前向きなチャレンジマインドを㕆う取り組みをしたいと宣言しました

（図 7-2）。

 ・公民学連携の人材育成プログラム
その結果、㼾䀷市での人材育成プログラムを今年の 3劓 1日・2日の 2日間で開⥎しました。場

所はNTT 西日本㼾䀷ビルの 1階、⪪民連携鏿合施設「NE,,O O,A;A,I」というものがあり、
後ほど中川からの鞃明がありますが、こちらの場所をお借りして、このSSPP、㼾䀷市、,STN、
UDCといった、みなさんの力を合わせてこの人材育成プログラムを進めました。実施メンバーは、
NTT 西日本さん、それからNTTアーバンソリューションズさん、それからNTTデータ経ㅰ研究所
さんです（図 7-3）。

このプログラム、儨年宣言したように、我々としてはフラットでチャレンジマインドを꒼成する
仕䱧けとして、この資料の左側、「E-SQorts 体験」と「非霼知能力」の 2つをアイスブレイクタイ
ムに仕込みました。

մմմմ佤䇗の 4411 の㲚銧図ך铺庋ّٚ٭ؚن 7-2 մմմմ⪜妨㰢鵽䯥の☔免罫䡗ّٚءٞوꝧ⤹図 7-3 մմմմ46(A5AM* ꪫ氫ֿ釱憠מ玮٭صכחル孨榫の釱ꄇֿ䇶ֿ図 7-4
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SUGATAMIが「思考への⯢懈」や「きっかけ」になります。それで例えば、再霼餟、視野の䬺張、
新規の興味、あるいは分野を連携した簡合の視野、または相する 2つのものでも同時解決をして
やろうという鏿眼の視野、といった見え方が生まれます。見えてくるものが次々生まれると、今度
は自分たちだけで話していても事業や結論にたどり濪かないので、鞋かに相鞻したくなります。相
鞻の相手を民間さんや、また大学さんなんかに寛めていくと、ここで対話が生まれます。対話が生
まれた結果において事業構築につながっていきます。

・新たな事業構築：②成長の足跡
この事業構築、Section1：栗山さんの発表資料にも阾鼥をいただいていますが、2021年度 �⚂

であった関連事業が、2023年度 2�⚂に増えています（図 7-5）。右側に鬙源の内訳を書きました。
実証的な事業が 7事業、ここには国県の鎢ⲙが 77入っています。市の鬘担はたった 23です。
実鍮事業は 3事業ありまして、�9が国県の鎢ⲙで、市の鬘担が 51です。そのほか、民間実証
や連携事業が 1�事業あって、全体でいえば国県鎢ⲙが 5�、市の鬘担が �6ということになっ
ています。

մմմմ46(A5AM* ֿ劮䦠יזםכ◀畀暠䐂ֿםׂ図 7-6

մմմմ���� 䇗䈱ךスُع٭シطィ꞊鵽◄哅ֿ �� 㘃ⱶ図מ♭ 7-5

いったレベルになります。これらの前提を整えておくと、図 7-6では予算編成のとき鬙政課に対し
て、下段の左から 2番目、「国支䴈瞏特定鬙源の棨䕑」がされているという鞃明は市の鬘担が減る
という根䬹になりますから、予算が通りやすくなります。そのほかにも国の鬙源を取りにいくとき
には、当然数値で鞃明ができなければいけません。その鞃明をする絊肪としてもSUGATAMIが土
⺫にあります。さらに、こういったものはそのまま饗会で鞃明をしていくことになりますので、非
常に鞃明がしやすい。かつ、まち全体を濡めて、クリティカルな事業の形成をしていくと、結果的
に目椝予算になりやすいところになりますので、それらが相まって予算が取りやすくなります。

SUGATAMIみたいなものを使っていくと、事業アイデア・事業構築が進められて、なおかつ予
算が取れますということです。しかし、この 2つがそろえば事業がやれるかといえば、そうではあ
りません。ここからが中川のパートになるのですが、受け取る側のまちの力強さがないと、どれだ
けソリューションを入れても使われない道具になってしまいます。その辺り、どんなまちづくりを
行っているかというところを鞃明してもらおうかなと思います。

・新たな事業構築：③予算獲得
儨年も私はこの場で鞃明をしましたが、自治体鬙政は独特の仕組みがあります。それは何かとい

うと、事前簡⯜原⯵です。株式と違って、住んでいる人は等瓭の義ⳡがありますので、その人たち
の代表者である饗員さんたちに、このお金は何のために使うお金なのかということをあらかじめ饗
会で承霼を䕑た上でないとお金が使えません。

では、各自治体の鬙政課はその前段階の査定で何を見ているかというと、もちろん婸入・婸出の
㐬銝は見ていますが、饗会鞃明のリハーサルのつもりで審査をしていますし、もう 1つ、逆の視点で、
予算を発表するための目椝予算探しをしています、こんなことを儨年度は鞃明しました（図 7-6）。

図 7-5に戻っていただくと、実証事業に関わる予算みたいなものは効果がどうなるか分からない
ので、自治体予算が取りにくいです。ですので、国県の鬘担多め、つまり国のプロジェクトにエン
トリーをして棨䕑した事業において実証事業を行う。逆に、実鍮事業の場合、その効果を鞃明でき
る状態になっていれば一定の市の鬘担が出しやすい。それでも �9が国県で、市の鬘担が 51と
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中川：この2URUWAのまちづくりが始まる前の地域は、過去 30年でエリアの人口が 30減、カ
店も 75減、地価も �0下訒していました。この2URUWAのエリアには秠田⪪㏡という地域を
象䖇する⪪㏡がありまして、浮嶚者が陧れて、近所の子どももꆸばないような暗いⷦ象で、近所の
人はわざわざ車に乗ってほかの⪪㏡に行く、そんな䜸䞠な状態でした。さらに、周辺の高齢化率も
�0以上（これは現在も同じです）、そういう場所でした。これは、整備前の状況です（図 7-8）。

中川：リアルなまちづくり編ということで、みなさん、この⫬真は㼾䀷の自治会の連合体です（図
7-7）。2URUWA 戦略という⪪民連携まちづくりを市の中心部でやっているのですが、ここ年、
自治会の連合体「町・広域連合会」とがっつり連携してまして、この自治会には、まちの長脚か
ら民間事業者、さらに高校生まで参画しています。僕がこのまちづくりの立ち上げから関わりだし
て今年度で 11年目になり、こういった主体的な自治会との連携が評価され、グッドデザイン賞の
金賞も、今年度いただきました。非常にありがたいなと思っています。

リアルなまちづくり編：QURUWA 戦略

մմմմ냕劅榟⹆槆舅媩⚡╚⛮のׂטהױ図 7-7

մմմմ丝⤓⯥の盶榹⪜㎥ע鲣䢥の㯸לの鷛ש㣓ֿגז־ם図 7-8

մմմմ䄫の╈䑏鼧のⳂ稗錃㲊ג齉䄫䡵樋玮勅図 7-9

自治会の主体的な参画によって力強く前進

2URUWA って何なのかという話ですが、㼾䀷市の中心部にある⪪共空間の䬹点を結ぶ動線が2
の字に見えると思います。このエリアは、㼾䀷㓻の総剱齡（そうぐるわ）と重なります。ここに主
要な動線をつくり、⪪共も民間も投資しようという宣言をした。頭文字を動線の2にして、このエ
リアを2URUWAと命名しました。最大の特䖇は、エリア内に⪪共空間が 50をⷑめること。ま
ちなかの自然として大きな川があるのも特䖇です。これらの⪪共空間と合わせて、民間の空間、例
えば空き家とか空き地とかと合わせて、横偂的に活用するよう、⪪民連携でトライを重ねる都市戦
略が2URUWA 戦略です。（図 7-9）。

2URUWA 戦略がめざすのは、「凰らしの質の向上とエリア価値向上」です。凰らしの質は祔単
にいうと、まちの目的性が上がるというか、より嚝しくなって、より行きたくなるということ。 
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エリア価値の向上は、不動産価値の向上のことです。それによって行政は、固定資産瓭の瓭が増
加し、市民サービスを持続的に行うための鬙源を畀ぎ、都市経ㅰをやっていけるというストーリー
になっています。現在、戦略としては 6年目になります。

課題は山畤みです。2URUWA 戦略のフィールドはまちの中心部で、銺退していることに対して、
ウォーカブルなまちをめざしたり、自治会に関わってもらって顔の見える関係づくりとか、いろい
ろ対策を進めていますが、かなり大きな課題は、20代・30代の若者、特に㟕性が働く場所がない
ということ。近場の名⺜屋の方面とか、東京の方面へ若者が流出しています。そして、まちを支え
る産業構ꅎは鏫ꅎ業に高い❸存をしていて、本当にまちとして将来があるのかと懸䗻しています。
人口流出により、民間のクリエイティブな人たちが少ないと考えていて、そのためにこれからは、
鏫ꅎ業に代わる産業として「凰らしをリノベーションするライフスタイル産業」をつくっていかな
ければいけないと思っています（図 7-10）。

・QURUWA 戦略：大きなリノベーション
大きなリノベーションとは、デザイン性を高めるとともに⪪共空間の活用をかなり意餟した再整備
のことです。ここは、先ほどお見せした秠田⪪㏡です。整備前の状況とはだいぶ空気感が変わりま
した。⫬真にもあるように、子育て世代が集まったり、地域の方が自ら活用してꮐ捇阳絊やꮐ捇キャ
ンプをやったりとか、以前にはなかった活動が生まれています（図 7-12）。

秠田⪪㏡ⷁに隣接する中㝠糽道は、岉㽹段╁の地形を活かすなどの再整備をしました。秠田⪪㏡と
中㝠糽道は、ランドスケープの専門家であるオンサイト計画設計事ⳡ所さんに設計いただいていま
す。その結果、中学生がダンスを絊肪したり、マーケットが定期的に開⥎されたり、そういう場に
生まれ変わりました（図 7-13）。

մմմմٚؕنスؕذル榤哅艄٭يؿٛמ״גションױ
טה 髬鷹⟣塜ׂ
図 7-11

մմմմהױの㵧全מ㵚䠫䒝־榤哅啶鵰の鬇䬵
㍲
図 7-10

մմմմ⼽㍱の釤鵟ֿׂյ㷈㕙䢥ֵ☔ֿגזםׂױ盶
榹⪜㎥
図 7-12

մմմմ媞㺢壿┬の地䎬孨י־玮⛮氳ם狜ꝴֿ榟גױ╈㜆稅鷹図 7-13

振り返ると、2URUWA 戦略の立ち上げ段階は、かなりⷩうい出だしでした。当時、まちづくり
をやっていく宣言をした際に、㼾䀷市としては「まちづくりの話」をしていたつもりだったのですが、
その内容はハード整備寄りなものばかりでした。例えば、岉川空間の⪪㏡整備などをします、といっ
た計画発表をしました。これは総事業魀が 5カ年で約 100億を見込む計画でしたが、大きくその金
꾵が新聞に取り上げられ、かなりの非難を受ける結果になりました。

これでは駄目だなと一部の民間の人たちと話をする中で、2URUWA 戦略の総合プロデューサー
の庣寊義次さんが提ゃされている「リノベーションまちづくり」をやっていこうという話になり、
大きなリノベーションと小さなリノベーションを䱧け合わせるという方向に黈道修正をしました

（図 7-11）。
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これは 20億ぐらいで新しく厜けた咟㓻堦（さくらしろばし）です（図 7-14）。今は屋根だけで
きているスペースが一部ありますが、その中に何かしら民間の投資を今後靕導していきたいと考え
ています。地元では、やぐらを組んで年に 1回漟鵎りをしているなど、さまざまなプログラムが行
われています。▚川（おとがわ）も再整備して、寊辺のアクティビティとして、SUPやヨガ、キャ
ンプなどが行われています。このキャンプが、民間のいい漨事業になっています（図 7-15）。

NTT 西日本㼾䀷ビルの前にある中㝠糽道周辺には、空き家が全然なくて困っていたところ、NTT
さんからぜひ2URUWA 戦略と連携したいという話をいただきまして、そのⶾ力のもと民間活用に
つなげていきました。人材育成プログラムで会場として使用しました「NE,,O O,A;A,I」ですが、
このNTT 㼾䀷ビル 1階にベーカリーカフェやクラフトビールのボトルショップなどが入っています。
⪪㏡周辺にいろいろなコンテンツが増えて、僕らの凰らしの質自体も上がっています（図 7-17）。

մմմմ☔免罫䡗ّٚءٞوꝧ⤹גր/&,,0 0,A;A,*ց図 7-17

մմմմր26368A� 槄٬䇶域鵽⺬⚡ցのؙٛؓスٚؕ־غ┉鼧䥁睛図 7-18

մմմմ盶榹⪜㎥⼽鱨מ狜׀㳃孨榫ג굁괏䈘ֿלם禈չو٭؛ン図 7-16

մմմմ二ַ塥车狜ꝴחַׁמך 勥二噛図ׂ 7-14 մմմմ⢸䉓㘃鶟յ比䞐ַの㕙יכ䃷狜ꝴ丝⤓図 7-15

自治会の連合体の対象範囲としては、マップのピンク虝のところが、再整備した秠田⪪㏡と中㝠
糽道周辺の 7つの町内会にあたります。再整備に向けて地元に入り込もうとした際に、事業に対
するような方々も沿線におられ、「行政主体で地元鞃明会をしたところで絶対にうまくいかない」と
いう自治会側からのⲙ言がありました。そのため、自治会主⥎で鞃明会をやってはどうか、という

・QURUWA 戦略：小さなリノベーション
秠田⪪㏡がリニューアルした年に、周辺の空き家も活用した小さなイノベーションも䱧け合わせ

て実施しました。その大小のリノベーションの取り組みにより、その年度に飲낛店を中心に 6、7
店蕻が一気にオープンしています。そうなると飲낛店が多いので、このエリアでの過ごし方が変わ
ります。⪪㏡だけできても⪪㏡で過ごすだけになりますが、その周辺にお店が増えると、例えば、
テイクアウトして買ったコーヒーやジュースを持って⪪㏡で過ごすなどバリエーションが広がり、
怪在時間も増えます。市民の間でもこのエリアが変わったという霼餟が、今どんどん嶰透してきて
いるという状況です（図７-16）。

・まちづくりのカギとなった住民の主体性
実は担当者の舽感として、2URUWA 戦略が進んでいるイメージはあったのですが、出店䉤劳者

は頭打ちになり、使える空き家が出てこないという状況が年くらい前にありました。ここで自治
会が登場します。NEO 自治会と僕らは⽿んでいるのですが、「2URUWA7町・広域連合会」とい
う自治会の連合体が自治会主体で立ち上がりました（図 7-18）。
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提案をいただきました。そこに行政はオブザーバーとして来て、計画や工事の鞃明をして、もちろ
ん言いたい意見はあるから言わせてくれと。ただ、行政の全体の方ꓹは絶対⻲定はしないからとい
う大前提をいただいて、そこから地図の묛虝のところ、広域の自治会を䉌き込んだ活動が始まりま
す。ちなみに、㼾䀷市の自治会の住民加入率は 90もあります。
「2URUWA7町・広域連合会」の組成によって、学区や自治会、住民や事業者の㒼根を越えた関

係が構築できたり、顔の見える関係性づくりができたり、やはり顔を合わせて話をしないと駄目だ
よねという共通霼餟をもてたりしています。こうした自治会の連合体によって、スピード感のある
合意形成が行政、民間を含めてできるようになりました。今では地域が持っている一部の空き家、
空き店蕻の情報がダイレクトに共有されます。これは本当にありがたいと思います。このお 2人は、
左がつの自治会のうち 1つの自治会のⰶ会長⫅不動産オーナーさんです。右が元市役所の職員⫅
不動産オーナーさんで、今は引退されているのですが、この 2人が連合会を立ち上げられました（図
7-19）。

2URUWA 町・広域連合会はカ劓に回のペースで、自治会主⥎の会饗を行っています。非
常にフラットな場です。行政が住民向けの鞃明会をやると対立構ꅎになってしまいがちですが、こ
こでは多様な人が集まって、2URUWA 戦略を含めたプロジェクト、コミュニティ、ネットワーク
などがどんどん広がっています。しかしながら、会饗ばかりやっていてもしようがないということ
で、次世代の会という実働部隊を、地域、民間、行政で一緒につくりました。ここもフラットな場
で、ここからもいろいろなプロジェクトが生まれています。まとめると、自治会、民間、行政の体
⯜イメージはこちらになります（図 7-20）。

なと思っています。鞋か何かしたい人がいたら、困っている人がいたら鞋かがⲙけてくれる。そん
なスキルや思いを持った人同㛶がつながっています。地域、民間、行政が、人とまちを育て続ける
という状況が、今できているのではないかなと思います（図 7-21）。

մմմմ鵽⺬⚡の玮׆עׅ┕הの � ☔の车Ⳃⱱ־図 7-19 մմմմ⪜妨鵽䯥のⳂ׀舅媩⚡磝笝ֿⴍ䦮氳מ䶹䭤図 7-20

մմմմטהױ 饟稗❫ֿ┕伭╈図י䫇ׄ☼ׂ 7-22 մմմմהױの爑⹜⺓罕┕ֿ図 7-23

左側は一薭的なイメージだと思います。自治会と行政、民間と行政、それぞれがウィンウィンな
ところでしかつながっていないのですが、2URUWA 戦略の場合は右側で、自治会がつくったフィー
ルドの中で行政と民間が動けるという、非常にいい状況が生まれています。具体的には、例えば空
き家が出たときに、民間の人が使いたいと言ったら自治会が間に入って交庩をしてくれたりします。
もちろん、その人がいい人だったらという匛⚂はあるのですが、自治会側も信꾙のおける人に入っ
てほしいので、⯈害が一蔹して動いているという状況になっています。連合会の活動は現在 3年目
で、高校生から自治会長まで多様な世代が、㼾䀷2URUWAのまちづくりに参画しています。

いろいろな民間の方々の顔が見えて、つながって、このネットワークが昔に比べてかなり増えた

մմմմ갹ֿ釤ֻךׂטהױ域չֿםחֿ☔מյֿהױ罫ַיז図 7-21

その成果として、このまちには 5年連続䌐㐬で約 10店蕻ずつ新規のお店が増えています。今年
度は集計中ですが、すでに 1�⚂が出店しました。2URUWA 地区内のエリア価値、鴤線価は、10
年前に比べて䌐㐬値が 5�5上がっています。瓭でいえば、ちょうど2URUWA 戦略の動きが始
まった 11年前に瓭が下げ婝まって、そこから右肩上がりで瓭も上僰している、こうした状況
にあり、少しずつ成果がでてきていると思います（図 7-22）（図 7-23）。

これからめざす姿ですが、今はまだ自治会のエリアマネジメントと民間のエリアマネジメントが
分かれているので、これを鄋合して、自治と都市経ㅰ、両方を⫅ね合わせたエリアマネジメントを
実現したいなと考えています。
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リアルなまちづくり編：ミニトークセッション
中川：僕も大きな事業者さんと話をする機会は何回かあるのですが、まず大企業さんが具体的に何
がやれるのか、僕らも地域も分かっていない、という問題があります。

鈴木：なるほどね。㼾䀷市の地域の人たちは結構意餟が高いので、「⠉たちはこれぐらいやるぞ、
大企業さんはどうなんだ」という感じかも。大企業もなかなか出てきにくいというところかな。

中川：そうですね。あと、大企業は大きな組織を䫱えられていると思うので、同じ土⠀に立つなら、
地域のオーダーに対してスピード感を持ってこなせるかという課題もあるのではないかなと思いま
すね。

鈴木：そういう意味でいうと、大企業でもまちづくり部隊みたいな人たちがぐっと齡に入ってき
て、スピード感を持ってきてやっていただけると大きくも小さくもクイックに動けて一緒にやれる
とか、そんなイメージかな。

中川：入ってくる側も覚䜗は要るのではないかなと思います。地域の方って、NTTさんや♑の大
きな企業さん、僕らのような役所などの組織に対して、信用はあると思うのですが、信꾙はないで
すよね。信꾙は人についてくるからです。その信꾙をどう⳧ち取っていくかが課題です。そのため
には、やはり顔を合わせてコミュニケーションを重ね続けた先に信꾙が䕑られると思っています。
僕は 10年やってきたので信꾙は䕑ていると思うのですが、そういったところをどう企業として向
き合っていくかが、すごく大事かなと思います。

鈴木：ありがとうございます。行政、民間、その全体をⴭむ自治会ってすごい簬だなというのを自
分事ながら思ったりしますが、この民間の構成って、大企業さんもたくさんいらっしゃったりする
のかな（図 7-24）。

中川：ほぼいないですね、今は。

鈴木：それなら、大企業さんもこの中にしっかり入ってきていただいて、力強く事業が進んでいく
というのは 1つの理想形かなと思ったりするのですが。大きな企業さんがもし入ってくださるなら、
どんな形ならこの中に一緒に入れるだろうか。

մմմմ地域٬舅媩⚡の魸עמ⪋מ図 7-24

鈴木：そういうコミュニケーションは、コミュニケーションコストみたいな言い方をされると思う
のですが、そういう形で䱧けたコストは多分回し出したら早いよね。
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中川：それは思います。やはり地域って、結局お客さんにもなるじゃないですか。この2URUWA
に入ってきた途端、信꾙されたらネットワークがめちゃくちゃ広がるので、お互いで仕事を回し合っ
たりします。民間の人たちって。そういったことを含めてチャンスはかなりあると思います。

鈴木：なるほど、分かりました。ありがとうございます。このトークセッションも、箖かいところ
はⷫ興でやっていますので、お見苦しい点があったかもしれませんが、ご容鰴ください。

鈴木：それでは、媘りの時間で、䮄戦編ということでお伝えしていきたいと思います。㼾䀷市の䮄
戦としまして、まず前提として 2020年に立案して国土交通省に提出した「スマートシティ実行計画」
というものがあります（図 7-25）。

岡崎市スマートシティ実行計画のその先へ

この左側の図の一番下には、「データサイエンスオートメーション型AIによる鏿合的なデータの
分析」とありまして、こういう機能を将来に期待してまちの課題を解決していくぞと書いていまし
た。当時はこれを何て書いたらいいか分からなかったので、いろいろな人と相鞻しながらつくった
言葉なのですが、ようやく現代では「生成AI」というものが出てきて、私たちにとってはまだど
う使ったらいいかが分からないながら、これが活用できるのではないかと䕻かな可能性を感じてお
ります。

生成AIを使っていくためには、そもそもセンシングでデータが集できていないと話になりま
せんし、それを活用する風土がなければ話にならないという理解でいて、これまで㼾䀷市ではさま
ざまなデータの活用に䮄戦してきました。

挑戦編：岡崎市のデータ活用事例と将来展望

⑴センシング・データ活用の現在地：見せる化
　霄しい鞃明は時間の関係で省かせていただきますが、この 2つの事例は、データを見せることに
よって、それを見てくれた人が行動を変えて、狙いの課題が解決できるのではないかというものに
なります（図 7-26）。

մմմմ㹭㽂䄫スُع٭シطィ㲔车銶槆図 7-25

մմմմր釤ցの � の◄❆図ח 7-26

・リアルタイム渋滞情報の発信
　「すいすい㼾䀷ナビ」というウェブサイトがあります。トップ画面にある「現在の庋み具合を見る」
をクリックもしくはタップすると、㼾䀷市にある現在時点での道鴤の庋겧情報が、1鴤線だけです
が見てとれます。スクロールすると近場の뉼車場の満室情報も牞霼できます。今日は䌐日なので割
と空いているようですね。この状態が土日になると真っ鰱になって満車ばっかりになってしまいま
す。ユーザがこれを見て、空いている뉼車場へスムーズに入䍼できれば庬怪の緩⾔が図れるだろう、
そういった取り組みです（図 7-27）。
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մմմմրַַ㹭㽂لػցの嵹狜䗯㕔図 7-27　　

ましたが、これも地道にデータを活用して、⯈用䬺大を進めてきた成果といえます。そして、地域
企業の支䴈に関して。店蕻のPOSデータを使って経ㅰ改ㄌに映しているという例はよくあると
思うのですが、せっかく常設の人流カメラがあるので、店蕻内POSデータとまちの人流データを
䱧け合わせて、イベントの人流予廠を鵕まえた上で新カ開発を行い、そして㛿上・客単価増加に
つなげる取り組みを行いました（図 7-30）。

　加えて、㼾䀷市内のイベント日程と、イベント時の庋み方を示しています。また、事前予約が可
能な뉼車場をリスト表示しており、ユーザはあらかじめ予約をして出䱧けられます。뉼車場のリア
ルタイム満空情報も、予約できる뉼車場一覧も、すべて民間サイトからAPIで引っ張ってきていま
す。✶せて、見せる化に留まらず謾畤された道鴤庋겧データにより施策の効果廠定ができるセンシ
ングを行う取り組みになります。将来的に「生成AI」の活用を考えるなら、センシングデータを
集できる状況をつくっておかなければいけない。そして、それを分析できる体⯜をつくっておか
なければいけないという事例です。

・密の予防
　こちらの鞃明は省かせていただきますが、密の予ꮐを行うにあたって、人流データを使って、見
せる化をしました（図 7-28）。これは元データになります（図 7-29）。

մմմմםױױ产瓀の䷉ャ䷉ꪵמデذ٭孨榫図 7-30　　

մմմմ轵饟⭳䈘䄹僶縖יׄ⺸מ㕙䢥⠺の◀硜عؕئꝧ錃図 7-31　　

⑶データ活用にも岡崎市らしさを
　ただデータを何となく集めて使ってみようかなではなくて、中川がやっているような現場のにぎ
わいを増加させることへの貢献、そしてニーズ뉮動型のデータ活用といったところが㼾䀷市らしさ
かなと思っています。
　今、歩道空間の活用を頑張っていて、歩道を活用したいという出店計画者が結構増えてきていま
す。その人たちから「この通りはどのくらい人の通りがあるの」と必ず괎話で聞かれます。そこ
で、歩道空間鬽出の予約サイトを設けて、その通りの人流カメラのデータを見られるようにしまし
た。例えば、去年の 11劓 19日のデータが見たいなということで日にち䭰定をすると、この日のイ
ベント名、天候とともに、歩行者の属性や人数が牞霼できます。出店を䉤劳・検討する人向けには、
こうしたニーズ뉮動型のデータ活用を進めています（図 7-31）。

մմմմؕيンع侇の岜ꥭ䗯㕔デذةルؕئネךة٭鿥⟓図 7-28 մմմմ☔孱デٛذ٭ ؓルךّؕذ䐂図 7-29

⑵センシング・データ活用の現在地：改善改革サイクル
　続いて、改ㄌ改긞サイクルとしての活用です。コロナ珺のイベントで密が発生してしまった場合
の緩⾔策、蛞火大会時に聁鉴事侚をꮐ婝するために必要な餾備計画の改定、サイクルシェアの経ㅰ
改ㄌなどにデータを活用しています。サイクルシェアは儨年度実緷 53⺫で 1700万⫑程度㛿り上げ
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⑷データ活用の短期的展望と長期的展望
　今までのところはすべて、生成AIを導入するにあたって、我々自身が手づくりでデータをしっ
かり使ってみるということをやってきた内容になるのですが、ここからは将来の志向になります（図
7-32）。

մմմմ㵧全◀峮釤鱮؆ד湾僿氳٬Ꝏ僿氳㷣僶図 7-32　　

例えば、にぎわいを増やしたい、でも一方で庬怪は減らしたい……この 2つの課題、普通は両立
が祔単にできません。どうしたら両立できるのか。これを我々は、多分野の連携成長に緒戦すると
いう表現をしますが、これは経験とⳞではまず摾理です。データを見て、効果を廠定しながら、よ
りよい姿を模筺しながらやらないと摾理だと思います。

人の流れや車の流れを取䕑するカメラがあるとして、それらのデータを活用してグラフ化してみ
る。グラフ化すると、この剅日のこの日はすごく人がにぎわったけれども車も庋겧した、あるいは、
この日は人がこれだけしか来ていないのに車がすごく庋겧していた、そんなことが見えてきます。
逆に、この日はすごく人が多かったけれども、ずいぶん庬怪が䫅えられている。では、この日は一
体何をやったのか、広報の仕方、靕導、あるいは現場の餾備が良かったのか、こういったことをア
ジャイルで改ㄌをしながら、「にぎわい増加」と「庬怪緩⾔」の両立を進めていくことができるの
ではないか。市の中で、焝期的にはこんな期待をしています。

長期的には、もっといろいろなデータをセンサーで集めて、SUGATAMIを含めてモニタリング
を行い、先ほど中川が紹介した自治会の人たちにもデータを見てもらいながら、あっ、少しこうなっ
たな、少し良くなったな、少し調子が⛞びていないな、そんなことをみんなで見ながら、まちが成
長していけるようになるといいなと思っています。

⑸短期展望で生成AIに期待すること
　先ほどグラフ化の話をしましたが、まちの人流カメラは実際 21⺫あります。車流カメラは 1⺫
だけなのですが、これから増やしていくことを考えると、どの日やどの場所がうまくいったのかを
探すだけでも一苦労です。なおかつ、その日にどういう要因があって良い姿、または悪い姿が体現
されているのかを分析するのも、とても大変です。さらにそこから先、分析した上でさらなる対策
を考える……これをサイクル回すだけでも多分泸れてしまうと思います。私のイメージだと、生

成AI って解析から施策提案くらいまでやれてしまうのではないかなと。解析の結果に対して我々
が解ꓡを加えたり、あるいは施策の選別をしたり、あるいはそれが気に入らなかったら、足鴎編で
も述べたSUGATAMIのように⯢懈を受けて、生成AIが提案する施策候鎢に留まらず、私たちも最
ㄌ策を考える、そんなところまでさらに取り組みが進化するのではないかということを展劳してい
ます（図 7-33）。

⑹自治体計画策定で生成AIに期待すること
自治体の総合計画と、各課がつくる計画は 50以上ありますが、10年に 1度の改定や 5年に 1度

の見直しが行われます。総合計画は大体 2年、3年かけてつくりますが、このスケジュール例は実
際に私が数年前に担当していたときの話になります（図 7-34）。

մմմմ榟䡗 A* ׀产瓀⠮遨㵵י⭳攐䐶憠䥩־ذ٭邾丗のデם
⭳
図 7-33　　　　　

մմմմⲐⱱכ侇ꝴの־־鞲乢の鐆ײ鱮ײ⮆冪ע榟䡗 A* ┙䏔Ⱏמ
ַגֻ
図 7-34　　　　　
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201�年度に基本構想のための基礎調査と筶案作成をやりました。基本構想があって、その下に
重点施策を組んで、大体これで総合計画とざっくりご理解いただいていいと思います。基本構想を
定めるために、まずは将来志向のレポートなどをすべて読み込みます。その上で、自身の自治体の
特性を整理します。

簡計データを分析して「うちの市ってどんな市だっけ」、住民アンケートを分析して「みんな
どう思っているんだっけ」、過去の計画とその成果を見て「振り返ってどうなんだっけ」、それ
らのフィルターを通して、国や県、各団体が出した将来志向のレポートからキーワードを䬂出しま
す。戼し取って、その䬂出されたキーワードを文皹化して基本構想の筶案をつくる。箖かくはいろ
いろ違うのですが、どの自治体も嚣ねこんな感じでつくられていると思います。この過程ってすご
く大変なのですが、これって全部、生成AIでいけてしまうのではないかなと思っています。もち
ろんこれにより良い意見をつける、より良い角度の視点を加える、この辺はプロンプトをどう流し
込むかによって変わってくると思うし、自治体職員の菐の見せどころと思っています。
　参考までにお見せする作業の嚣䗻図ですが、手作業でこういうことをやっています。めっちゃ大
変です。これがもっと、みんなで考えて話し合うことに時間が使えたらというところで、生成AI
に期待をしています（図 7-35）。

մմմմ���� 䇗䈱מ车גז⛼哅の哭䒝㍲図 7-35　　　　　

こんなことを䮄戦できたらいいなということで、今年の我々のフォーラムでの宣言にさせていた
だけたらなと思っています。本日、お時間をいただいて話を進めてきましたが、どうでした、この
場の곰囲気とこの饗題というか。

中川：僕はいつも、⪪民連携のまちづくりをやっていたり、学びたい人たちに話すので、今日は
アウェー感のなかでお話しできて、⯢懈的で、本当にすごく嚝しかったです。

「QURUWA 戦略」　～乙川リバーフロント地区公民連携まちづくり基本計画～
IttQs���XXX�citZ�oLB[BLi�MH�KQ����������������Q�������ItNM

「QURUWA と、」　岡崎の変わるまちなか QURUWA と何する？（公式情報サイト）
IttQs���RVSVXB�KQ�

すいすい岡崎ナビ（岡崎公園周辺の駐車場情報）
IttQs���sVisVi-oLB[BLi�KQ�

Section7：関連 URL

鈴木：中川にとっての「アウェー」は「新똀」という意味です（笑）。この新똀なフィールドでも
いろいろな人たちと仲良くやっていくことができることにおいて、中川は天䩛なので、そういう点
ですごく私は信꾙しています。そんな人や交流をスマート技術で支える、データ活用で支える、そ
んなまちづくりを㼾䀷市でも対話を重視しながら頑張っていきたいなと思います。発表は以上にな
ります。

鈴木・中川：ありがとうございました。
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齋藤：こんにちは。今日のプログラムでこれが最後のセッションになります。登壇された自治体の
みなさんの事例や経過報告、もしくは経過共有といったもの、パネルに書いていただいた課題と宣
言といったもの、これらを先ほど僕も読み込んできました。服部さんと内田さんと齋藤でラップアッ
プ的なところと、全体をまとめて次のアクションをどう取っていくのか、という話ができればと思っ
ています。

このトークテーマですが、地域のMission-Action-Visionとしました。しかし、今日はこれ、午
前中からの発表などを僕も聞かせていただいた限り、MissionやAction、Visionというのは多分
たくさん出てきたと思います。今日はせっかくSSPP ＝サステナブル・スマートシティ・パートナー・
プログラムなので、サステインする、持続していく方法とは何なのかというのをお 2人にお聞きし
ていこうかなと。僕は今、グッドデザイン賞の審査委員長をしていますが、お 2人はそれこそ、ま
ちづくりや都市開発、もしくはものづくりであるとかいろいろなところで活動されています。僕も
実際のプレイヤとして活動しているので、お 2人の話に僕も少し意見を交えながら、話を進めてい
きたいと思います。

僕も服部さんからこういう話を聞く機会がなかなかないので、服部さん、まず自己紹介と投げ込
みをお願いします。

服部：では少し自己紹介がてら、grafというのはどういうものなのかを紹介したいと思います。graf
はコレクティブ、クリエイティブのコレクティブといわれているのですが、あらゆる業種のメンバー

が集まって集団化し、事業を展開しているチームです。今年で 25周年を迎えています（図 8-1）。
25年前は、僕はもう 20代後半ぐらいの年齢でしたが、バブル崩壊後のことです。僕が学生のとき、

バブルの先輩方はえらいどんちゃん騒ぎをしていて、これが本当の社会なのかなと……むしろ不安
を覚えた学生時代でした。卒業するとバブル崩壊して、間もなくやはりそうかとなったときに、自
分たちで仕事づくりをする、仕事をいただくのではなくて仕事づくりをする集団というのを考えて
いました。それが異業種、まさしくボーダーを超えたチーム編成で、その頃は少年探偵団みたいな、
図体のでかいやつが特攻隊長になり、分厚い眼鏡の子が難しい計算式を解いてくれたりという、そ
れぞれの個性が生きる集団で事業をやっていきたいと考えていた。それがgrafの始まったきっか
けになります。

事業の範囲は大体 10事業を展開していて、それぞれメンバーがいます。インテリアデザインだっ
たり、建築だったり、プロダクトのデザインであったり、コミュニケーションのデザインだったり
というものを、当初 6名でスタートしました。最初の 6名というのが大工さん、家具職人、プロダ
クトデザイナー、映像作家、僕はデザインを担当していて、最後にシェフという。ものづくりの集
団なのですが、料理人が関わっていたということが結構大きな影響があります。この料理人がいた
ことによって我々の生活すべてを網羅していくような集団として展開しています。

事業そのものとともに活動も両立しています。活動も一応お金をいただきながらやるものもあれ
ば、行政の方たちと一緒に活動推進していくということもやっています（図 8-2）。

ものづくり集団「graf」のデザイン活動

մմմմ㛻ꡉ䦠憠מ孨驱の㕙䇶ׅطؙؕٛؠィؼٗهッعրHSBGց図 8-1

⫂榹⹘硔մ
:&5 ♏辐 � 3&�16#-*$ ディٝ٭ذؠ

뢸諰瞿┉մ
パطُٚؿィؠス╚㲳

僜鼧币嘻մ
HSBG ♏辐

մմմմրのט 図䯥ءンディンٚهン孨Ⳃ٬ؕا地域のデמց鬨ׂ 8-2
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使ってみようぜと周辺に波及する話になると、途端にこれはムーブメントとして広がっていきます。
最終的にこれがどうなるかというと、その時代に必要だったカルチャーというのが形成されていく。
これを、PROJECT > PROGRAM > MOVEMENT > CULTUREと表現しています。このプロセス
に沿って……先ほどの話ですが機械生産をもともとあった技術までさかのぼって検討していくと、
カルチャーにもう一度生成することができる、そういう流れになっています。なので、僕らデザイン
といってもプロセスを整えるということと、そして、でき上がったものをどのように使いこなして
いくかということまでをサポートするというやり方をしています。

温故知新のデザインアプローチ

服部：デザインとはという話ですが、ややこしそうだなと思うのですが、結構参考になると思いま
す（図 8-4）。

「MUSUBU SHIGA」という滋賀県さんの活動とか、最近は奈良県天理市さんのブランディング
など、ものづくりの集団なのですが、現在では地域のブランディングにも携わるようになりました。

これはなぜかというと、つくるということのプロセス自体を 20世紀型から 21世紀型に変換して
いかなければいけないと考えたときに、従来どおりの生産ラインの上にデザインを施す、提供する
……だけでは、なかなか狙いのユーザには届きません。そこで我々は、リサーチのデザインプロセ
スを多く活用していくというやり方を採用しました。

産地に行くと、そこのおじさんたちが「私の地域らしいものをつくってくれ」という話をされま
すけれども、こちらから「地域らしさとは何やねん」というところを問いただしてみようと思うと、
そもそも土地に根付いていた技術というのを掘り返すのがなかなか難しい。20世紀の中後期に機
械化生産してしまった影響なのですが、機械化生産以前をリサーチしていかないと、本来そこで必
要なデザインというのが施せない。そのため、対象の生産地のリサーチや、昔いた職人さんにまで
インタビューをして、そもそもここにはどういう技術があったのかということをまず発見してから、
その地域らしいデザインをスタートするということをやってきました。

そんなことをしていると、かつての職人さんのおじいちゃんたちは、対象の工場へ先輩として出
向くようになります。教育者として自分の技術を若い子たちに伝えます。でも、おじいちゃんなの
で 3時ぐらいまでしか仕事はできません。しんどいし帰るわということになるけれど、引退で家に
引きこもっていたおじいちゃんたちが、その足で一杯飲み屋へ立ち寄るようになる。それを見てい
るまちのおばちゃんたちが、あのおじいちゃん引きこもっていたのに元気になってきたね〜みたい
な話になり……というように、まちづくりという広がりになっていくわけです。

ですので、コンセプトをたどっていくと何が生まれるのか、それをもとから考えるというのを
デザインの手法としてやり出したのがgrafになります。そして、その手法を編み出しているのが、
PROJECT > PROGRAM > MOVEMENT > CULTUREという一連の流れです（図 8-3）。

大体単年度予算で……ということになるとプロジェクトという言葉をみんな使いたがるのです
が、実験的行為のことをプロジェクトといいます。よくできたプロジェクトとは何かと言われると、
やはり人が入れ替わっていても持続しているもの。すなわちこれはプログラム化されたものだと思
います。このプログラムが同じエリアに留まらず、あの課題を解決したあのプログラムをうちでも

մմմմHSBG 孱عؠؘةٞو㑔٭ٞنؠ٭٠図 8-3

մմմմ炘⚡鴜⭳のの䄄爊羜俌י״⻠յח 図亠丝ֻ泡ׂ 8-4

今まで我々、デザインされたものというのはアウトプット、この図で言うと右側のものでしか
デザインというのは捉えていなかったのですね。けれども、デザインという機能というのが実はど
こにあるかというと、つくられ方のほうです。プロセスの部分にあるわけですが、ここで何をやっ
ているかというと調査・検証・解体・編集・再構築、そしてアウトプットという流れになります。
これがいわゆるリサーチのプロセスになっていて、実際今インターネットでものを買うようになっ
てから、物の価値そのもの自体を理解するのに、値段を見ている人たちのほうがやはり多いわけで
すが、サステナブルという話になると途端につくり方がどうであるとか、どういう資源で生み出し
ているかということが、すごく重視されるようになります。ということは、やはりつくるプロセス
を伝えてこなかったところに問題があって、つくるプロセスを整え直してもう一度社会にリリース
していくことによって、本質を知る人たち、本当の価値を理解する人たちが増えるのではないかな
という流れの図になっています。
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いわゆるデザインの方法論で一番上の段が、フォーキャスト型と言っているのですが、課題解決
型の方法論になっていて、1つの課題を解決すると、次また新たな課題が発見されていく。だから
手前から順に解決していく方法です。真ん中は、提案型・ロジック構築と言われていますけれども、
遠いビジョンをみんなで見て、このビジョンをバックキャスティングしながら、手前から何を解決
していくべきか、どういう施策を打つべきかと考える。ですので、バックキャストとフォーキャス
トを行き来するというのが真ん中の方法論です。一番下の段が、バックキャスト型です。現代アート
の世界とか、デザインの世界でもスペキュラティブデザインというものがあるのですが、遠い未来
にバーンと掲げて提言する。例えば、AIが我々の生活をむしばんでいくのではないか……みたい
なディストピアを想像させるというのも、このバックキャスト型の方法論になっています。映画な
どは途端に最近多くなっていると思うのですが、こんな方法論が取られているということです。

持続という話になると、フォーキャストは課題を 1つひとつ解決しながら進むので結構緩やかに
進む。むしろ牛歩な解決策ともいえます。真ん中のバックキャストとフォーキャストを行き来する
ような方法論だと、一気にビジョンを共有した上で、今やっていることは何なのかということが理
解できますから、割とみんなが思っている方向に行きやすい。ですから、特に最近は真ん中の方法
論を使ってやっているという感じですね。

なぜ過去をリサーチしていくかということを示しているのがこちらです（図 8-6）。

մմմմַ儔全ز٭ٞوؓ � の亠嫎鑜図ח 8-5

մմմմ擻◄の鷹杼湳יז儔全מ׀鷹鹟䥃図 8-6

Aが立ち上がりのスタートです。Bは立ち上がったものをピュアに継承していく。時代の変化が
あって、CとDという選択が出てくるのですが、そこでCを選んだと。そしてまた時代は進み、現
在はPというところになっている。ここで過去をさかのぼって考えないと、この先どういう選択を
すればいいかが見えません。ここで、選択の手ほどきというか過去をさかのぼって検討していく
……このようにリサーチを進めています。リサーチというのは過去も当然そうですし、さまざまな
方法論、地形みたいなものもリサーチの対象になっていたりもするのですが、今目の前にあるもの
は何千年前から、何百年前から、何十年前からどのような人たちがつくってきたのか。そして我々
はどのような未来を選択すべきなのかというのを考える。それが、この図になっています。
少し長くなってしまいましたが、取りあえず以上ぐらいにしておきます。

齋藤：分かりました。ありがとうございます。僕はいつも服部先輩と言っていますが、創業から 25年、
ものづくりだけではなくて地域の話もそうですし、今のようなプロセスの話もずっとやられている
ので、僕たちの業界だと、僕もすごく憧れていた存在なのですが。

服部：いやいや、やめてください。（笑）

齋藤：大先輩なので。今このプロセスの話が聞けたのはよかったのと、今日のプログラムで例えば、
産官学民連携みたいな話や人材の話、要は人を中心に、人が見える状態でまちづくりをしていこう
みたいな話も前半にも相当出てきましたので、そこをまたこの後、プロセスの話に振り返りながら
トークができればいいなと。

服部：よろしくお願いします。

齋藤：では次、内田さん、お願いします。

そしてデザインの進め方には、こういった手法があります（図 8-5）。
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また、さまざまな企業、特にR ＆Dの方々とビジョンづくり、組織づくりなどに取り組んでいます。
例えば、コクヨさんは働く・学ぶということを 100年以上にわたって取り組んできていらっしゃい
ますが、今の時代においての働く、学ぶとは何かをコクヨさんとともに考え、数年にわたってリサー
チをしたり、ヨコク研究所の立ち上げなどに取り組んできました。また、Circular Design Praxis
という、アジアパシフィックを起点にしたサーキュラーデザインについて、学術研究機関、企業、
自治体など実践なり実験をしていくためのプラットフォームをつくっていたりもします（図 8-9）。

YETは 2020年からスタートした、都市・地域の社会的なトランジションに向けたリサーチ・デ
ザイン活動です。例えば、オーガニックなコスメブランド SHIROのみなさんが、まちに開く新た
な工場をつくりたいという機会に、その建築プロセスやコンセプトに伴走して取り組みました。ま
た、グッドデザイン賞では 2020年より、社会にとってのデザインを考える活動もしています（図
8-10）。

内田：こんにちは、初めまして。内田友紀です。私は今RE:PUBLICというシンク・アンド・ドゥ・
タンクと、YETという地域・都市のトランジションのためのリサーチデザインラボの主宰と、両
方に携わっています。学生の頃からgrafの存在感は別格だったので憧れていた頃を思い出しなが
ら先ほどの話を聞いていましたが、私自身は都市計画や建築のバックグラウンドで、あとは企業の
イノベーションや、人材育成というさまざまなバックグラウンドを持った 3人で 10年ほど前にス
タートしたシンク・アンド・ドゥ・タンクが、RE:PUBLICです（図 8-7）。

持続的に社会に変化が起きる、時代に沿って持続的に社会に変化が起きるようなエコシステムを
研究し、実践するという形で仕事をしており、さまざまな自治体や省庁、大学や研究機関といった
みなさまと一緒に事業を進めています。今日は地域の話が多いと思いましたので、少し具体的な地
域の事例から入ります。例えば、福井県福井市とともに、大阪のデザイナー原田さん、編集者の多
田さん、福井のデザイナー坂田さんらとプログラムディレクションをしながら、地域のプロジェク
トインキュベーションとしてのデザインの教室に、7年間取り組んできました。文化や風土を紐解
き、社会の動きを洞察しながら、未来についてさまざまな角度から考え、まちの人たち自身が、企
業や自治体とともに社会のインフラになるようなプロジェクトをつくっていくという取り組みで
す。鹿児島県薩摩川内市では、ここは原発立地のまちで、それがさまざまなサービス産業にも結び
ついているのですが、原発がなくなった未来にどんなまちとして在るかを考えながら、薩摩川内市
や九州大学らとSatsuma Future Commonsという像を描き、循環経済の都市戦略をつくるという
ことにも取り組んでいます（図 8-8）。

մմմմ齉䄫デ٭ػؕا⫂榹妣ֿ䯥ր3&�16#-*$ցכր:&5ց図 8-7

մմմմր3&�16#-*$ցの☼◄䄅焰◒䄫の◄❆յ⺓詩䰵䃷⫂䄫の◄❆図 8-8

持続可能な新しい都市の姿をデザインする

մմմմր3&�16#-*$ցの☼◄䄅ؠؤ 溿狒䢥のؠؤٙٙ 
◄❆յ⺓$iScVMBS %FsiHn 1SBYis٭ٖٚ؞٭ئデؕاンو
シスؠٚ

図 8-9 մմմմր:&5ցの☼◄図 8-10
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左側の「距離の都市」と書いてあるところなのですが、20世紀の都市というのは、規模の経済
による効率化をめざしてさまざまな機能の集約が行われました。ですので、ここは工場でものをつ
くるところ、ここは住宅街、ここは病院があって学校があってという風にまちは作られていきまし
たし、それが機能していた。大量生産していく、規模の経済による効率化のときはワークしていた
けれども、同時に人と物が絶えず移動するということが起きていました。結果、その後、高齢者の
方々のケアだったり子育てが、働く場所と家が離れていることも大きな要因として両立できない困
難があったりとか、もしくは移動による交通量によって待機汚染が起きてきたりとか、これまで正
しいと思ってきた距離の都市の弊害に、今一生懸命向き合っているのだと思います。
　言い換えれば、サービスの集合体としての都市、いろいろなことをサービス化することを第一義
にしてきたという都市の限界が今来ている。それに対して私たちがさまざまな角度から何らかデザ
インしていこう、解決していこうとしているのだと思います。旧来型の都市の成長とともに、サー
ビスの提供者⇄顧客やユーザーとしての市民、という関係が、特に都市部では固定化されてきてし
まった。その関係性の中で、行政のみなさんはどんどん起きてくる課題を何とか解決しようとする
けれども、行政の力だけでは間に合わないし、企業がひたすらサービスをしていくことも難しい。
市場原理だけでは社会のバランスが保てなくなり、課題を持っている特定の個人に対する直接の課
題解決だけでは立ち行かないというのが、現状なのだと思います。
　子育て政策のテーマで、ある自治体と社会的リサーチを行っているのですが、そこで起きている
こともそうですし、エネルギー産業で起きていることも高齢者のケアで起きていることも同様の問
題をはらんでいます。ではどうするのがいいのかと思うと、サービスを潤滑に行き渡らせるための
サービスマシンとしての都市ではなくて、みんながコモンズとして、互いのお世話とか建物や農業
の管理かもしれない、そういう場所や機会をともにケアする主体に成り代わっていく。「コモンズ
としての都市」をめざすことがやはり必要なのではないかと思います。かつての、昔あった懐かし
いまちの姿を想起するかもしれませんが、それに戻ることはもうできないので、意思を持ってやっ
ていく必要があるし、そこにこそプロジェクトが必要だということも、本に書かれています。自然
発生的には起きない。

մմմմ⼽⠕☔䄢ׂ梪㗞٬◄霄յ鷨⸻٬杯㏇縒㴔յ餉⩕־
の啶䘶穒䘶⥼ⱱ䇶ׅյ儔全ךױルي地杶ٝ

⭳⪯MVMtiscBMBS %FsiHn 4tSBtFHZ'BC $itZ

図 8-11

մմմմ 仾全㑔の齉䄫䄅־յ㛡喋ؓآֿ⛮╚ם⺬ֹ齉䄫⺓
ր-iWBCMF  1SoYiNitZ*EFBs GoS tIF $itZ 5IBt $BSFs CZ &[io MBn[ini ה׆׆

鎇縖⛼㍲מ拨⹆ց㚺ֻהױֿ鲣ַ

図 8-12

この図は、縦に空間軸：個人、家、ネイバーフッド、市、国、地球を示しています。横は過去・現在・
未来の時間軸です。今、私たちは個人の足元の「ここ」にいますが、その過去／背景には一体どん
なコンテクストがあったのかを考察します。服部さんの話にあったように、ネイバーフッドや、国、
地球全体にどういうバックグラウンドがあったのかということです。そして、「プロジェクト」の
語源は、プロというのが “前方”、ジェクトは “映す” 、つまり前方に投げかけるということです
が、プロジェクトを未来に投げかけるときにどの射程までを想定できているかを考えることを心が
けています。私たち自身のプロジェクトも、みなさんに伴走するときも、今ここでスタートしよう
としていることは、どこまで届くのだろうということを想像しながらプロジェクトのチューニング
を行っています。

都市というのは社会そのもので、さまざまな側面がありますが、私自身は、そこにある 1つひと
つの小さな取り組みと大きなシステムをどうつないでいくかという翻訳をすることが、すごく大事
だと思っています。その翻訳をし、ストーリーテリングをしていくということが都市デザイナーと
しての私自身の役割でもあると思っていますし、今日の講演で、NTTさんがソーシャルデザイナー
の方々をどんどん輩出されていくという話で、その方々のミッションにも近いものがあるのではな
いかと思いながら聞かせていただきました。

「コモンズとしての都市」への転換

内田：今日 1つ私からの話題提供としてお伝えしたいことを整理しました（図 8-12）。今日のさま
ざまな取り組みもそうですし、私自身もまちの方々と関わりながら社会リサーチやプロジェクトデ
ザインをしている中で、私たちは何に立ち向かっているのかを改めて考えていました。最近日本で
も出版された、「Livable  Proximity : ここちよい近さがまちを変える」を参照に作図したのがこ
の図で、紹介させてください。

プロジェクトを立ち上げるとき、もしくはみなさんに伴走するときも大事にしていることが、こ
の図に表れています（図 8-11）。
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　「コモンズとしての都市」で何が必要かというと、それが近さというものだと思います。距離の
ある都市であったからこそ起きてきたたくさんの弊害は、さまざまなことが近さによって解決する。
でもそれは物理的に近くなればいいというわけでもなくて、今私たちはデジタルの手段もたくさん
持っていますから、感情的にも空間的にも近くなるということがすごく重要だと思います。何かや
りたい人がやりたい！と言って仲間を募って人が集まるというのが常だったかと思うのですが、そ
うではなくて、実はただただ近くにいるというだけで、お互いこんなこと困っているかもしれない
とか、私これ持っているよ……みたいな。距離を近づけることで関心とかアイデアとか、そういう
ものを再集合させることができるのではないかと思います（図 8-13）。

それがSSPPのプログラム自体、各地にあるNTTの支店のみなさんが各地でパートナーとなって
やっていることもそうだと思いますし、今日これまでのみなさんの話でも、集まる機会を設けたと
か、今までは課題に対して話していたけれども、まずは会話をする場を設けたとか、いろいろな話
があったと思うのですが、そういうところからコモンズとして、ケアする主体としての価値転換で
あったり、そこにどんなデジタルサービスが必要かと考えていくことができるのではないかと思い
ます。

齋藤：ありがとうございます。

服部：いいね、この都市の整理。「距離の都市」、旧来の都市の機能はサービスの提供者と顧客の関
係、これだったわけではないですか。そうすると多分マインドも都市化している、マインドの都市
化というか。

内田：そうですね。

服部：ほぼそれ、どうやってマインドセットを変えるかというところから全部始まる。だから、考

մմմմ䚉䗯氳מ狜ꝴ氳מ鲣ַֿכ׆ꄆ釐ם釐碛םכրٓؤン
 の齉䄫ցր-iWBCMF  1SoYiNitZ*EFBs GoS tIF $itZ 5IBt $BSFs CZיכث
&[io MBn[ini ַה׆׆鲣הױֿ㚺ֻց⹆拨מ鎇縖⛼㍲

図 8-13

齋藤：僕はSSPPの企画やSUGATAMIのインターフェースのデザインとかいろいろな意味でSSPP
に関わらせていただいているのですが、ここまでで強く思ったことがあります。

都市の話が出ましたが、旧来の都市、例えば都市開発でも 2003年までは法律上というか、東京
の都市計画を見てもほとんど行政主体で、都市再生特別特措法みたいなものが施行される前ですね。
要はここには何をつくりなさい、こっちには何をつくりなさいというのを戦後復興からずっと続い
てきて、2003年に自由競争だと、さぁ、みなさん自由にやってくださいと、それはカオスになる
わけですよね。東京とか大阪、関西にもすごく近いところは金太郎飴化していって、どこ行っても
同じような表層になっている。

えるべきは機能ではないということ。

内田：そう思います。だから、ずっと朝から人が大事だとみなさんが話されてきたところとも通じ
ると思いますし、私も留学時にさまざまな国の地域プロジェクトに参加しながら、1人の専門家で
はなく、そこにいる人が都市を変える……と自分の中ですごく大きな転換があったから、今の仕事
のスタンスをスタートしているというところもある。

服部：なるほど。

人と人とが出会う、集う、語り合う場所をつくる
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けれども、今日みなさんが言っている地域の話はもっとミクロな、隣で何が起こっているのかと
か、それこそ小津安二郎の映画の中で隣からおしょうゆを借りてこようというようなものが、やは
りコミュニティとしても必要になっているのではないか。その中で、内田さんの「コモンズとして
の都市」の話もそうですし、服部さんのデザインの定義の話であるとか、デザインの進め方の話も
そうだと思うのですが、やはり全員ができる限り参加して、みんなで顔が見える状態でつくってい
かなければいけないというのはもうベーシックにあるのかなと思っています。

ですので、先ほどから節々に出てますけれども、テクノロジがまちの課題を魔法のように解決し
てくれるわけではなくて、要は人が主体となってというよりは、どちらかというと人中心で、人が
きちんと顔が見える状態で能力を持ち寄ってものをつくっていく、もしくは、まちをつくっていく。
もしかしたらスマートシティもそうだしデータもそうだし、いろいろなものを道具としてつくって
いく。そういうような試みをつくっていかないと、行政主導だけでも駄目だし、民間も民間で頑張っ
ていると思うのですが、顔が見えないとやはりそれはよそ者なのですよね。よそ者というか時には
異物にもなるし、時には批評の対象にもなるしという。

だから僕はデザインの進め方でいえば、みんなでまずどこに進むのかだけは決めておこうと、去
年もグッドデザイン賞では「アウトカムがあるデザイン」というのをテーマにしました。例えば
SUGATAMIみたいに “幸福” ということをみんなで定義をして、これは地域によってまったく違う
幸福感であるとかプロセスがあると思うのですが、こっちの方向に進んでいこうみたいなこと。そ
れはもしかしたら昔の、それこそ高度経済成長のもっと前、戦前に戻るプロセスに近いのかもしれ
ないですね。今は新しい道具がたくさんあるので、必要ならそれをもう 1回見直してみる。もしか
したらプロセスをもっと早く進めるとか、それこそデシデム（Decidim）みたいなインターネット
を使った民意の合意形成を使ってみる、というような話もあるかなとは思います。

お 2人に聞きたいのは、服部さんが提案したデザインの進め方に関してです。今までやってきた
中で正解があるとか、スローがいいのか、もしくはフォーキャストがいいのか、それともバックキャ
ストがいいのか、それは経験で何かありますか。

服部：例えばですが、家族の単位から考えると、やはりフォーキャストが重要かな。絆を深めなが
ら、それぞれの成長をともに生きる。それは多分フォーキャストというやり方が一番いいのだろう
なとは思っています。それでも、目の前にすごい壁があって、これは突破しなければいけないとい
う障壁があった場合、家族の単位の話でも将来ビジョンからの逆算という方法論がいいのではない
かなと思っていて。これはいろいろなところでフォーキャストもやったしバックキャストもやって
いるし、けれども、やはりエリア・地域によってやり方は違うべきだなとは思っていて、それぞれ
の方法を使っているということになります。

内田：そうですね。ゲームを変えなければいけないときはバックキャストだなと思っていて、明ら
かに社会的なひずみが見えている領域とかは、そのまま進んでも根本解決がされないので、意志を
持って未来を描く。そこから何をするか。ある程度その方向がみんなで共有されたときには、1個

齋藤：そういう意味では先ほども話が出たソーシャルデザイナーというのを各地域、これはもしか
したら基礎自治体さん単位なのか、もしくは字（あざ）単位なのかで置いていくというのは、僕は
すごく大事だなと思っています。服部さんからデザインとは何ぞやという話をいただきましたが、
つくられ方を問い直す、プロセスを整えるというまとめ方は、大変僕には分かりやすい。

要は今、課題解決みたいなものがどうしても浮足立っていて、それはそれですごく大事なのです
けれども、その課題の根源が分からないと、もしくはそこの地形的な特性であるとか、文化的な
特性みたいなものを分かった上で今の課題を見ないと、単純にどこでも使っているDXのそれこそ
パッケージみたいなものをドーンとあてがったら課題が解決できるというわけではない。やはり僕
は、地域の特性を加味した上でいろいろなメソッドを使っていくというのが大事だと思います。

NTTさんからお話があったように全国のいろいろな地域に施設や、ソーシャルデザイナーのみ
なさんを含めた人材がいらっしゃるから、その方々が参画するのもあるし、NTTさんだけではな
くて行政職員もそうだし、ほかの民間さんもそう。よそ者ならではの目で地域をつないでいくとい
うことも必要かもしれない。もしくは、それぞれの立場が違う中で、このメソッドと決め込むので
はなくて、多分独自のメソッドを持つ方もいらっしゃると思いますから、何はともあれ顔が見える

1個フォーキャストで進んでいくという形だとは思います。ですので、社会的なさまざまなテーマ
は、今かなりバックキャストしなければいけないタイミングな気もします。家族のことは、服部さ
んのお話、家族新米として勉強になります。

服部：20世紀の後半は全部右肩上がりだったじゃないですか。人口は増える、経済は上がる。け
れども、今全部右肩下がり……でしょう。人口減る、経済も。そう考えたときにやはり従来のやり
方では、それこそ乗る波があるときはいいのだけれども、凪いでいるときに波をどうやって起こす
かという話を今しなければいけないので、やはり進め方、この辺の組み立てをすごくしっかり戦略
的に考えないといけない。
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状態で、みんなで未来に向かって進んでいくというのが絶対的に必要になる。だから、ヒューマン
センタードとか、もしくは人中心というところはそこにあるのかなと、デザインという力を強く信
じている僕は思っています。

服部：結果的に人と人が出会わないとコトが生まれないので、コトがなければモノなど必要ないし、
次に進めないわけだから、やはり人と人がもう一度出会ってそこから生まれる、コトなのか何か互
いがやりたい状況なのか、それをどうやって描いていくかですね。

齋藤：そうですね。内田さんの自己紹介で、結構いろいろな地域で人をつなぐ、もしくは熱量を上
げるというか、そういう活動をされていると思うのですが、地域によって全然特性が違うのではな
いでしょうか。そこの部分についてコメントがあれば。

内田：服部さんの言う、これまでをブラックボックスではなくて明らかにするというのがすごく大
事だなと思っていて。リサーチの過程でそのまちが一体どういう特性を持ってきたのか、地政学的
なことも気候も、地域に根づいてきた生業も絶対にマインドセットに関係していますし、ほかの都
市との関係性など、そういうことも含めてどんなふうに成り立ってきたのかということはすごく重
要だと思います。それがもしかしたらSUGATAMIという、さまざまなデータや情報を扱うプラッ
トフォームが寄与できることかもしれないですし、定量ももちろん、そういう地域の定性的な特性
も尊重できるプラットフォームだとするとより理想的だなと思いました。どういうコンテクストの
上にこのまちの人たちは立っているのか、私たち含めて立っているのかということをみんなで知っ
て、考えることができますね。

あとデザインに関して、服部さんもあらゆるデザインと述べていましたけれども、かつてのモノ
を単独でデザインしていくのではなくて、今必要とされているのは動き出す人たちの環境をデザイ

齋藤：服部さんから先ほどPROJECT > PROGRAM > MOVEMENT > CULTUREというデザイン
流通の話がありました。プロジェクトを立ち上げて、今SSPPも創成期だと思いますが、プログラム、
ムーブメント、最終的にカルチャーになるといったとき、要はカルチャーになるためには、事前の
打ち合わせでも言っていたみたいに「どう持続させていくか」というところが非常に大事で、多分、
ご覧のみなさんも普段ご苦労されていると思うのですが、だからこそこういうSSPPのような場所

ムーブメントには熱意と仲間、
共感者の集まりが不可欠

ンするということだと思うのですよね。なので、熱がある人たちが集える状態にする。最初から何
かを掲げる熱がある人たちが集まれるようにする環境をつくるというときもありますし、もっとボ
トムアップでやっていくときには、まずは定期的にきちんと人々が会話できる状況をつくるという
こともありますし、場所の状況や目的によってどんな環境をデザインするかは結構変わってくるな
とは思います。

齋藤：今、内田さんからコメントをいただいたように、SUGATAMIのようにあちこちからいろい
ろなデータが取れる時代になっているのだから、それを道具として使わない手はない。それらは
AIが入っているシステムがほとんどだと思うのですが、データは正直なものなのでよくも悪くも
データやAIは僕たちに忖度しない。それを見て、もう一度地域の課題に取り組んだり、それを分
析していくというのが僕は非常に大事かなと思っています。
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でお互いのメソッドを共有し合う場所、ここだけではなくて、それを持続的に続けていくというの
が、僕は必要だと思っています。

どうしても、例えば行政、役所、役場に勤めていらっしゃる方は 2年とか 3年で担当を変わって
しまう。もしくは企業に勤めていらっしゃる方も部署異動で 2年か 3年で担当が変わってしまいま
すよね。これをよく僕は暗黒の 2年間だとか言い、それは摂理としてしようがないのかもしれない
とも思いますが、持続していくために、服部さん、内田さんが何かやられていることはありますか。

服部：パネルに書いておきながらなのですけれども、やはりムーブメントになるというところは、
目の前に見えている人だけではないのですよね。下手すると本当に隣町だったりとかそこから 500
キロメートルぐらい離れたエリアだったりとかという。そこが動かないとムーブメントにはならな
いということは、最初のコンセプトが何なのかというのがすごく大事かなと。それがすごくピュア
な状態にまでコンセプトを見出すことができれば、それは多分ムーブメントとしてなるべくしてな
るということだと思っているので、これは多分繰り返しになってしまうかもしれないのですが、先
ほども内田さんが言っていたように、その土地の何か種というか、芽生えていたものは何だったか
というところに立ち返ると正しいプロジェクトになって、それが、ほかのエリアでも使いたくなる
ようなものになっていくのだろうと思います。

……と考えていくと、結局、何々課の何々君がスタートするのだけれども、この人にどれだけの
共感者が集まるか。壁打ちできるぐらいの友達ができるかどうかとか、立ち上がりは小さくても、
そこから成長していくのにいろいろなヒントをもらえる仲間ができたかによって、ムーブメントに
至れるかどうかというのは決まるかな。やはり共感者をどれだけつくるかというのは、あるなと思
います。

服部：よく言いますよね、プロジェクトと言ってしまいますよね。

齋藤：そうなりますよね、多分プロジェクトからプログラムのところまでは、年数をかけてなのか、
プロセスをかけて進める。けれども僕は、ムーブメントのときにはおそらく、いろんな境界線を超
越すると思いました。これは分野的な境界線も、例えば総合政策がやっていることと農政がやって
いることとか、縦割りではなくてムーブメントとして全体で押していこうと。何だったら、この村
と隣り合う横のまちが一緒になって取り組んでいくみたいなことになる。すると、もしかしたら民
間として、ある程度の経済効果を持ちながらビジネスとしても回っていける。行政としては、地域
の中の町民・市民の満足度というか、そこを上げながら、だからもう民間が行政がというでもなく、
みんな知らないうちに行動して最終的にそれがカルチャーとして沈殿していくという感じを受けま
した。内田さん、どうですか。

内田：意志を持って枠組みを超えるという段階も必要だと思いますし、その上で関わり方のバリエー
ションがつくられるということもすごく大事だなと思います。やはり最初、プロジェクトのときは
本人のコト、私のコトという強い熱量があって、それが、「私」から「私たち」だったり、社会の
コトとつながったりするときに熱がぐっと上がっていく。仲間が増えていくときに、その熱量を持っ
た人だけではなくて、さまざまな時間の使い方とか、場所の関わり方ができる人たちのレイヤが増
えていく。そういうことが裾野を広げていくのだと思います。それにはやはり透明性というか、そ
れが何なのか見えていることはすごく大事だと思います。状況や情報の可視化、伝達は、今の時代
だからこそできることだと思うので、そこで共感者がどんどん飛び火していくということもあると
思います。

齋藤：なるほど、ありがとうございます。僕、今日のフォーラム冒頭で栗山さんがおっしゃってい
た……立場とヒエラルキーを超えたコミュニティの形成がSSPPの基本思想だと。産官学民とかい
ろいろなことを言いますが、民間だけではなくて行政も一緒になって、そこを超越して臨んでいく
というところが多分本当にすべてかなと。

SSPPが果たすべき役割とSSPPに期待したいこと

齋藤：せっかくSSPPというプログラムがあって、さまざまな事業をお持ちのNTTの各会社さんに
は人もいて、それこそ回線を通すところから衛星を飛ばすところまで、データビジネスもあれば、
ソーシャルデザインとかいろいろなプロジェクトを多分実行されていると。みなさんに最後に話を
聞きたいのが、SSPPにどういうことを期待したいかという話です。

僕から言うと、SSPPというのは 1つのコミュニティでもあるかなと。もちろんSUGATAMIであ
るとか、そういうアプリケーションはその中にたくさんあって、それは多くの人たちが使ってそれ
を分析して何かよりよいものをつくっていこうとか、何かしらのアクションのヒントになるといい

齋藤：そうですね。僕、今聞いていて、プロジェクトって例えば今日の話で言うと、どうしても行
政区では予算が付いて立ち上がる。
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服部：すごく単純には言えないなと思うのですけれども。やはりNTTさんがという話になると、
バリエーションとバイタリティとバランスということなのかなと。小さな人口密集地で大きな、
例えば 20万人、30万人とか 100万人とかという規模で、そこにも人と人のつながりが違ったりす
るではないですか。ということは、過去あったサプライチェーンの組み立て方は、経済効率性とい
うのが一番多かったと思うのですよね。これに対してSSPPがやろうとしているのは新たなサプラ
イチェーンづくりという、そういうことではなかろうかというのを少し思っています。やはり、い
ろいろな人たちが属するということを考えるとバリエーションも必要だし、1個 1個の種とかそれ
ぞれのバリエーションの中のバイタリティもすごく必要だし、それは 1個ではないよね。たくさん
フォーカスできるようなバイタリティが必要だったり、それをうまくバランシングする必要もある。
それが多分、新たなサプライチェーンづくりに貢献するのではないかなと、いう気がしています。

なと思っています。例えば、僕も先ほどプレゼンテーションしていた旭川市さんとかと一緒になり
ながら、林産業と家具産業のように先人たちが準備してくれたものを今どう活用するかを考える。
あとは奈良の吉野町とかでもやっているのですが、例えば同じ意思を持っている方々、近しい意思
を持っている方々が、どう連携しながら、それを超越する方法を見出すか。それはデジタルだけの
話ではなくて、こういう会合を持ったらよかったとか、こういう地域デザイナーの人を入れたら変
わったよとか、そんなことが、SSPPでたくさんのメソッドとして共有されていくといいなと僕は
思っています。では、次、内田さんから。

内田：私は先ほど提示した都市の転換、あれは尊敬するイタリアのデザイン学者エツィオ・マンジー
ニさんの近著をご紹介したものなのですが、「距離の都市」にあるサービスの提供者と受給者、顧
客という我々の前提となる態度から、どうやって「コモンズとしての都市」をつくれるかというと
ころを、デジタルツールと人間の力と両方を生かして、ぜひ全国各地でトライしていただきたいと
いうか、私も一緒に取り組みたいと思っています。それはNTTさんの規模とアセット、ネットワー
クだからこそできることだとも思います。

今までの考え方は、起きている課題を解決する、ということがミッションだったかもしれないで
すが、価値体系が変わっていくフェーズだと思うのですよね。一緒にいることで、時間をかけて
ケアすることで、ゆっくりと人々のネットワークが育って、結果的に互いを、高齢者や子育ても含
めてケアし合えるとか。そういうときに一体どんなデジタルツールが役に立つのかとか、どんな機
会や場が影響を与えたのかとか、そういうことをどんどんつくっていきながら、態度を変容してい
くみたいな場になっていったら、ものすごいイノベーションだなと思っています。SSPPは、そう
いう都市の姿とともに変化するコミュニティであってほしいと思っています。

齋藤：ありがとうございます。服部さんはいかがでしょう。

齋藤：ありがとうございます。今服部さんと内田さんが述べられたこともそうだと思うのですが、
例えば、経済効果は比較的分かりやすい方程式で、ぐるぐる回すという意味では分かりやすく、儲
かってそれを投資してそれをまた儲ける、雪だるま式に大きくなる。僕が最近ずっと思っている
のは、これは多分いろいろなご意見があると思うのですが、僕は地域デザインをするときに結構
GDPを下げましょうと言うのですよね。これは何でGDP 下げようと言うかというと、GDPはいわ
ゆるバージンプロダクトと言われる新しいものをつくったときに換算されるのだけれども、リユー
スとかリサイクルとかアップサイクルみたいなことは換算されないのですね。地域にあるもの、例
えば木を使っていこうとか、要らなくなった何かを修理して使う、自転車をまた使おうとか、何か
そういうことを僕はすごく大事なような気がしている。

それは何かというと経済ではなくて、経済も僕はすごく大事だと思うのですが、そこに例えば
SSPPも 1つテーマにしているWell-beingみたいな話であるとか、要は幸福みたいにどちらかとい
うと情緒的価値のところも、どう上げていけるのかだと思います。これは経済の中でもESGのよ
うに、それこそソーシャルに対するアクション、どう良くしているかということ、それにもきちん
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と評価をしていこうと。何だったらアメリカの企業さん、日本にはないですが例えばIPOもソーシャ
ル IPOみたいな形で、株主に還元していくだけではなくて、それを社会に還元していくというこ
とも 1つの方法としてというか、メソッドとして企業の在り方とか団体の在り方みたいなことにも
なってきています。

僕は今日お 2人の話を聞きながら、地域によっても全然課題が違うので、SSPPが、もしくは
SSPPに参加している方々が、それぞれの地域をベースにして参画されていると思うのですが、
NTTの社員の方々も。けれども、それがどうノウハウを共有して、すごくマイクロイシューも含
めて、そこに人間としてというか熱意を持って、熱意を持続しながら向かっていくというのがすご
く僕はキーなのかなと思いました。少し粗めのまとめでしたけれども。

服部：もう 1個思いついたのですが。

齋藤：どうぞ。最後、少し。

服部：先ほどサプライチェーンと言ってしまったのですが、やはり国で、この 1億 2000万人バージョ
ンの社会システム、人口が減って 9000万人。こうなると、各地域の社会システムがそれぞれに生
まれていかないといけない。多分、国はシステム変換できないはずなので、それをSSPPは担って
いるのではないかなという。

齋藤：そうですね、民間アクションとしてやっていこうと思います。ありがとうございました。ご
登壇は服部さん、内田さん、ファシリテーションの齋藤でした。どうもありがとうございます。

服部・内田：ありがとうございました。

graf（有限会社デコラティブモードナンバースリー）
IttQs���XXX�HSBG-E��coN�

RE:PUBLIC（株式会社リ・パブリック）
IttQs���SF-QVCMic�KQ�

パノラマティクス
IttQs���QBnoSBNBtiLs�coN�

Decidim（参加型民主主義プラットフォーム）
IttQs���XXX�coEF�KBQBn�oSH�BctiWitZ�EFciEiN
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島田明 日本電信電話株式会社 代表取締役社長、社長執行役員

学びと対話を大切に

今日は第 2回SSPPフォーラム、こちらにいらしたお客さま、プレゼンテーションしていただい
た方々、それから視舌していただいている大⳰・多くの方々に感颍氰し上げたいと思います。どう
もありがとうございました。

このSSPPですが、私は、一番大事なことは「学ぶこと」だと思っています。いくつか例を䮕げ
ますが、19�0年代ぐらいのアメリカのある薧空会社はお客さまにワインをついだグラスを、使用後
に䰌てていたのですよね。それからもう少し前のことでいえば、私たち、プラスチックのフォーク
とナイフを使ったらそれも䰌てていたわけです。世の中どんどん価値镸が変わっていって、それは
まずいよね、䎰啇物をいっפい出してしまうではないかとなってきたわけです。これはユニ・チャー
ムの社長の高原骿╽さんに聞いた話ですが、債に大人用のおむつは再生⯈用ができているのですね。
実は新しいパルプからつくるおむつと、使用済みのおむつからリサイクルしたおむつはもう債にコ
ストは同じになっている。けれども、なかなか使ってもらえない。それが大きな課題なのですとおっ
しゃっています。結局多分いろいろサステナビリティを考えたときに理解していく、それからきち
んとそれを自分の考え方、価値镸と一体化させていくという、そういう「学ぶ姿⳰」というのが非
常に重要なのだと思います。

今回のフォーラムでは、いろいろな事例、それから考え方について、いろいろな登壇者から紹介
していただき、またディスカッションをしていただきました。やはり我々はいろいろな新しい考え
方、それから未来の社会を支えていく人たちのために、よりどういう人と地球に⨲しく対応してい
けるかということが寛められているのだと思います。SUGATAMIとかいろいろなツールがありま

閉会挨拶

すが、そういうツールを使っていろいろなデータから、まさに学んで次のアクションに結びつけて
いく。そういうことが必要なのだと思います。

今日こちらのパネルに「サステナブルでWell-beingなまちづくりに向けたあなたの宣言」とい
うことで、大⳰の方の宣言が手書きで魂り出されています。1つ、これは㼾䀷市のꖂ木さんが書か
れていますが、顔の見えるデータ活用都市というご提言があります。これからデータドリブンの時
代ですから、データから新しいことを発見し、そこからまた学んで、次の世代によりよいまちづく
りをしていくということが非常に重要だと思っています。

本日のフォーラムも取り組んできた事例を共有するだけではなく、䜪みや課題を共有し、その中
からまた新しいものを学んでいくということが重要です。そういう意味で本当にいいフォーラムに
なったと思います。ぜひまた来年もみなさんで、場所はまた変わるかもしれませんが、集ってさら
に饗論を深めていき、よりよいまちを日本全国、そして世界まで含めて広げていけるようになった
らいいなと思います。本日はご参加いただきまして、本当にありがとうございました。
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Epilogue

おわりに

立場とヒエラルキーを超えた
コミュニティの形成と拡がりをめざして

Sustainable Smart City Partner Program Forum #02
「“地域を主役としたサステナブルでWell-beingな” まちづくり 2023 ～模索と未来～」

Sustainable Smart City Partner Program（SSPP）第 2回フォーラムを 2023年 11劓 22日に
開⥎いたしました。鬷重なお話をたまわりましたご登壇者とオンラインでご参加いただいた全国各
地の多くの視舌者のみなさまに心より䕣獓氰し上げます。

NTTのスマートシティ領域事業アプローチの 1つであるSSPPにつきましては、プログラムの
嚣要、取り組み事例、アドバイザーの活動および第 1回フォーラム内容などをWebサイト（IttQs:��
digital-is-green�KQ�）にてご紹介しております。

今回のフォーラムでは、2022-2023でさらに進化した �つの自治体の取り組みに加えて、新たな
まちづくり支䴈活動（Co-design Program）の開始についてもご紹介いたしました。また、2022
年度より開講したNTTグループにおける人づくり（まちづくりソーシャルデザイナー育成プログ
ラム）に関する報告にも高い関心が寄せられました。そして、パネルディスカッションでは、人間
の力とデジタルの力で新時代のコミュニティを作ることの重要性を再霼餟いたしました。

メインプレイヤーである地域住民、自治体、地元企業との連携により地域のプレゼンスの向上
（わがまちの霱り）を支䴈する伴走者の役割をこれからもしっかりと果たしていきたいと思います。
立場とヒエラルキーを超えたコミュニティの形成と䬺がりは人びとのWell-beingを高めます。自然
と共生しながら、1人でも大家族でも、すべての世代の鞋もが、いきいきとそれぞれの力を発䳼し
て凰らせるまちづくりのために、みなさまのさらなるご㹻力をお願い氰し上げます。

NTT SSPP 事務局　ファウンダー＆シニアディレクター　千村若褺

発行者／ NTT SSPP 事務局

“地域を主役とした
サステナブルでWell-beingな”
まちづくり 2023 ～模索と未来～

Forum #02

この報告書に収録されている写真・スライド・図版は各々の権利者に帰属するため
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